


はじめに

　この度、東北歴史博物館研究紀要 を発刊することになりました。

　当博物館は、宮城県を中心にしながらも、東北地方全体の歴史・文化に関わる資料の

収集と保存、研究に努めています。また、その成果を広く発信することにより、社会と

の交流を促進し、国際化時代にふさわしい地域づくりと地域活性化に貢献することを使

命としています。

　本紀要は、職員の地道な研究活動の一端を発表するものです。今回は考古学から二編、

保存科学、民俗の分野から一編ずつの論文に加え、旧石器時代の資料紹介を一編掲載し

ています。

　相原論文は、全体像が明らかとなっていなかった宮城県の玦状耳飾を集成し、出土状

況の検証を経て編年案を提示しました。柳澤論文は、多賀城外郭南辺築地塀跡の下で検

出された田屋場横穴墓群について再検討を行いました。その結果、多賀城創建期の外郭

南辺の理解については再考が必要であるという、重大な問題提起を行っています。及川

論文は、収蔵庫内装材として多用される樹種の一つであるベイスギを対象に、揮発成分

の効果的な除去方法について考察しています。笠原論文は、宮城県内の修験の動向を検

証する作業の一環として、室町時代の栗原郡を拠点に活動していた熊野先達・「秋法」

について検討しました。佐久間報告は、当館所蔵の未発表資料である加美町東山官衙遺

跡のナイフ形石器を紹介しています。

　今後とも一層の研鑽に努めてまいりますので、忌憚のない御批判や御意見をいただけ

れば幸いです。

　平成 年 月 日

東北歴史博物館長　進　藤　秋　輝　
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宮城県における玦状耳飾

　 　はじめに 　（ ）縄文時代中期初頭～
　 　宮城県の玦状耳飾 　（ ）小結
　　（ ）縄文時代早期末葉 　出土状況と用途
　　（ ）縄文時代前期前葉 　おわりに
　　（ ）縄文時代前期中葉～末葉

　はじめに

　宮城県における玦状耳飾はその研究史初期段階

で、毛利総七郎・遠藤源七の沼津貝塚や山中樵の三
み

神
かみ ね

峯遺跡収集によるものなどが知られている。

　昭和 （ ）年には、樋口清之による集成が『考

古学雑誌』に発表され、県内では「山口仁道氏所蔵」

資料ほかが公表された。宮城県内の遺跡では、沼津

貝塚・大木囲貝塚・塩釜（遺跡名不詳）の 点が

図示され、このほかに三神峯遺跡・多賀城からの出

土を報告している。

　戦後、いち早く上川名貝塚を調査した加藤孝は、

上部貝層のシジミ層中から玦状耳飾 点を発見し、

報告している。数少ない層位に基づく出土例であり、

現在でも重要な基準資料の一つとなっている。昭

和 （ ）年からは、宮戸島里浜貝塚の調査が

開始され、粘板岩質の玦状耳飾が 点報告された。

昭和 年代以降、こうした発掘調査のほかに、佐

藤庄吉による白石・刈田郡の踏査、興野義一による

登米・玉造・遠田郡の踏査による成果が、順次公表

されていった。昭和 （ ）年に設立された宮

城教育大学考古学研究会の記念すべき『宮教考古』

第 号には、白鳥良一の「玦状耳飾の新資料につ

いて」が巻頭論文として掲載され、地道な調査研究

活動の様子を伝えている。

　また、昭和 年代は、開発に伴う緊急発掘調査

が激増し、それに伴い、文化財保護の体制も徐々に

整備されていった時期に相当する。玦状耳飾におい

ても、長根貝塚、東北自動車道関係の持
もっちょうじ

長地遺跡・

大
だいやま

山遺跡ほかの調査による出土が続いた。現在、開

発に伴う発掘調査は減少傾向となっているものの、

こうしたいわゆる行政発掘が研究を推し進める姿は

大きく異なるものではない。

　一方、昭和 （ ）年には、大木囲貝塚がそ

の学術的な意義によって、史跡として指定告示され、

昭和 （ ）年から昭和 （ ）年には、七ヶ

浜町教育委員会による史跡の環境整備を目的とした

調査が行われ、玦状耳飾に関しても重要な知見が得

られている。

　ところで、東北大学の芹沢長介は、昭和 （ ）

年刊行の『日本の考古学』Ⅱの「周辺文化との関連」

において、玦状耳飾も取り上げ、当時、日本の玦状

耳飾が並行関係にあるとされた中国の青蓮岡文化と

の比較検討に関しては、年代差があり、「大陸から

の影響を性急に説くまえに縄文文化の内容をもっと

くわしく研究しなくてはならないだろう。」と警鐘

を鳴らした。その後、芹沢の下にも留学経験を持つ

香港中文大学の鄧聡は、玦状耳飾製作の技術的な側

面から、東アジアの玦飾には 系統あり、日本の

玦状耳飾はその北方系に属するものとの分析成果を

発表（鄧 、Tang ・ ）している。

　現状では、玦状耳飾の大陸渡来説と日本列島自生

説とは拮抗したままとなっており、新たな分析視点

宮城県における玦状耳飾

相　原　淳　一（東北歴史博物館）



―   ―

東北歴史博物館研究紀要 （ . ）

からの研究も提出されるようになってきている。し

かしながら、そのような最新の研究においても、宮

城県内の玦状耳飾は数点が把握されているにすぎな

いものであったり、時期の認定に誤りがあったり、

研究の土台そのものがまだ充分に完成していない感

が強い。本稿が玦状耳飾研究の一助となれば、幸い

である。

　本稿を草するにあたり、東北大学大学院文学研究

科考古学研究室・仙台市教育委員会、後藤勝彦・須

藤隆・原河英二の各氏、および当館職員からは種々

のご教授を賜った。記して、感謝の意を表するもの

である。

番号 遺跡名 番号 遺跡名 番号 遺跡名 番号 遺跡名
沼津貝塚 鍛冶沢遺跡 上前田西遺跡 下南山遺跡
三神峯遺跡 長根貝塚 北馬場壇遺跡 北原街道B遺跡
大木囲貝塚 南境貝塚 青島貝塚 山田上ノ台遺跡
上川名貝塚 木戸脇裏B遺跡 長岫遺跡 嘉倉貝塚
里浜(台囲)貝塚 持長地遺跡 宇賀崎貝塚・1号墳 糠塚貝塚
泉遺跡 大山遺跡 六田遺跡 内の脇1号貝塚
上高野遺跡 長浜遺跡 小梁川遺跡

第 図　宮城県における玦状耳飾出土遺跡
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　宮城県の玦状耳飾

　宮城県内で玦状耳飾ないしは、玦状耳飾の可能性

のある資料が出土しているのは、 遺跡 点で

ある。玦状耳飾は破片で出土するものが多く、玦状

耳飾と特定の難しい資料も多い。ここでは、こうし

た玦状耳飾とその周辺の資料も含めて幅広く検討の

俎上に載せていく。また、今回図を掲載したものの

ほかにも、発見や出土のことが報告されている遺跡

が数遺跡・数点（註 ）ある。

　共伴資料の検討から時期がほぼ特定できる資料を

基準として、その他の資料の型式学的な検討も加え、

年代順にその概要を記していく。

（ ）縄文時代早期末葉（第 図）

　宮城県内で縄文時代早期にさかのぼる玦状耳飾

は、

玦

　この 点の土器のほかに、同じ「 号溝」堆積層

層からは、隣接グリッドで第 図 の外面斜走

撚糸文 R・内面ナデ調整の土器が出土している。胎

長岫遺跡遺構配置図

第 図　長岫遺跡遺構配置図と埋没谷（ 号溝）出土遺物（仙台市教育委員会所蔵）
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土には繊維を含んでいる。これは縄文時代早期末葉

の吉田浜上層土器（後藤 ）に位置づけられる

ものである。

　以上、「 号溝」とされた自然の埋没谷 中には、

縄文時代早期の土器のみが出土していることを確認

することができた。いずれも小破片であり、ここで

は縄文時代早期末葉を下限とする玦状耳飾としてと

らえておく。また、今回の実物資料の再検討で、あ

わせて、「 号溝」の直上にある「竪穴遺構」から

出土している 点の土器も「すべて胎土に多量の

繊維を含むもの」「地文は内外面に条痕文の施され

るもの、内面に条痕文の施されるもの、外面が縄文

あるいは撚糸文のもの等」、すべて縄文時代早期に

属する土器であることを確認している（註 ）。

　埋没谷から出土した玦状耳飾（第 図 ）はやや

褐色を帯びた乳白色の滑石製で、中央孔の広いドー

ナツ形を呈している。現在、最古の玦状耳飾とされ

る一群（川崎 ）の特徴とも一致している。

（ ）縄文時代前期前葉（第 図 ～ ）

　縄文時代前期初頭から前葉に位置づけられる玦状

耳飾は、上川名上層式の上川名貝塚（第 図、第

図 ）、上川名上層式後半宇賀崎段階の宇賀崎貝塚

（ ）、上川名上層式後半の下南山遺跡（ ）、大木

式の三神峯遺跡（ ）、大木 a式の泉遺跡（ ・ ）

がある。

　上川名貝塚出土のいわゆる金環状をなす玦状耳飾

の系譜は、宇賀崎貝塚 三神峯遺跡 泉遺跡へと

連なるものと考えられる。鍛冶沢遺跡のもの（ ）

も上川名貝塚のものに類似する形態をしている。大

木 a式の泉遺跡のものはともに土製であり、土製

玦状耳飾の中では現状では最古のものであり、吉田

泰幸のいう土製玦状耳飾 C類（吉田 ）の起源

が、直接いわゆる金環状の石製玦状耳飾に求められ

る証左となるものであろう。

　下南山遺跡出土の隅丸長方形状を呈し、ほぼ中央

に孔を穿つ形状のものは、南九州の鹿児島県上野原

遺跡出土のヒスイ製玦状耳飾に類似している。上野

原遺跡のものはアカホヤ火山灰下位の可能性が指摘

されており、縄文時代早期末葉に位置づけられてい

る（上田・廣田 ）。下南山遺跡の玦状耳飾の

石材も滑石片岩の可能性もありとされながらも、ヒ

スイ製とされている。上
かみこうや

高野遺跡（ ）、木戸脇裏

B 遺跡（ ）、大山遺跡（ ）、上前田遺跡（ ）

は下南山遺跡の玦状耳飾と類似する形状をしている。

　小
こやながわ

梁川遺跡（ ）や大木囲遺跡（ ）は縄文時代

早期末葉の長岫遺跡のドーナツ形のものによく似て

いる。小梁川遺跡の玦状耳飾は遺跡の東側遺物包含

層から出土している。東側遺物包含層自体は縄文時

代前期末葉から中期前葉の形成時期であり、混入品

とみられる。この東側遺物包含層が所在する小梁川

遺跡板沢地区には、縄文早期末葉の土器は確認され

ず、縄文時代前期の組紐回転文やループ状文を特徴

とする大木 式土器が確認されるのみである。以上

の所見から、小梁川遺跡の玦状耳飾は縄文時代前期

前葉の大木 式に伴った可能性が考えられる。縄文

時代早期末葉土器が確認されない大木囲貝塚の状況

も同じで、縄文時代前期前葉の所産と考えられよう。

消極的な根拠しか見当たらないものの、長岫タイプ

のものは前期前葉まで残存する可能性が高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ ）縄文時代前期中葉～末葉

（第 図 ～第 図 ）

　縄文時代前期中葉から末葉に位置づけられる玦状

耳飾は、大木 ～ 式ころの六田遺跡（第 図

・ ）、大木 式の大木囲貝塚（ ）、大木 式

の北原街道 B遺跡（ ）、大木 式の大木囲貝塚

（ ）がある。

　六田遺跡の楕円形状を呈する粘板岩製玦状耳飾

は、Ⅰ層（表土及び耕作土）出土のものであるが、

全体の土器の出土状況から判断して、概ね大木

第 図　上川名貝塚出土玦状耳飾（ ： ）

（東北大学大学院文学研究科所蔵）
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第 図　縄文時代早期末葉～前期後葉
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～ 式ころに位置づけられるものである。遺跡の周

辺には粘板岩は分布しておらず、北上山地や阿武隈

山地（註 ）からの搬入によるものであろう。黒色を

呈する玦状耳飾は初出である。類似する玦状耳飾は

大木囲貝塚（ ）にもある。

　大木囲貝塚の獣骨製玦状耳飾（ ）は、小型な

がら楕円形状を呈し、形態的には前出の六田遺跡の

ものに類している。材質の獣骨は初出となる。層位

から大木 式と特定される。

　北原街道 B遺跡の 点の玦状耳飾のうち、 は

大木 式の遺物包含層から出土しており、大木 式

に特定される。上端と下端が直線的に仕上げられて

おり、全体的に隅丸長方形状を呈している。 は

「二次的な堆積層」、 は「土取り工事の影響」の

見られる個所からの出土で、大木 式には特定され

ない。北原街道B遺跡では大木 a式から大木 式、

晩期の土器も出土しており、大木 a式以降のもの

ととらえておくべきものであろう。形態的には、上

川名貝塚（第 図 ）の系列に連なるものであり、

全体的に大型化している。

　 の大木囲貝塚出土の緑泥片岩製玦状耳飾は、

層位から大木 式に特定されるものである。形態

的には、 の北原街道 B遺跡のものと同様の隅丸

長方形状を呈するものであろう。

　嘉倉貝塚出土の滑石製玦状耳飾（ ）は大木

～ 式土器を含む基本層序 層からの出土であ

り、時期は特定できない。やや寸詰まりの隅丸長方

形状をなしていることから の北原街道 B遺跡例

の周辺に位置づけられるものである。大木囲貝塚出

土の緑泥片岩製玦状耳飾（ ）・ 岩製玦状耳飾（ ）

も形状や材質、色調からこの時期の周辺に位置づけ

られるものであろう。

　第 図 ～ に掲げた玦状耳飾も、出土層位や

伴出土器からは時期の特定の困難な資料である。宇

賀崎 号墳（ ）では前期初頭・前期末～中期初頭

などの縄文土器、青島貝塚（ ）では大木 式以

降の土器が混在している。糠塚貝塚（ ～ ）は前

期後葉の土器が主体をなすものの、大木 ～

式・南境式の土器を幅広く含んでおり、時期の厳密

な特定は困難である。概ね、 ・ の土製玦状耳飾

は、時期的には大木 a式の泉遺跡（第 図 ・ ）

と大木 a式の長根貝塚（第 図 ）の間を埋める

資料となる可能性があり、重要である。ともに円盤

状の形状をなし、 は明瞭な中央孔は作られておら

ず、切り込みとほぼ一体化している。 の切り込み

部分にはケズリの痕跡が残されており、ある程度乾

燥してから、工具を用いて切り込まれたものである。

　里浜（台囲）貝塚（ ）と大木囲貝塚（ ）はと

もに粘板岩製の黒色の玦状耳飾である。材質的には

大木 b～ 式ころの六田遺跡の系譜を引き、形態

的には大木 式の北原街道 B遺跡（第 図 ）の

周辺に位置づけられる前期後葉のものであろう。

～ も形態から概ねこの時期の周辺に位置づけら

れよう。 ～  に掲げた玦状耳飾は、形態的に

は糠塚貝塚の土製玦状耳飾（ ）に類する円盤状を

呈しており、やはり前期後葉の周辺に位置づけられ

るものであろう。

（ ）縄文時代中期初頭～（第 図）

　縄文時代中期初頭から前葉に位置づけられる玦状

耳飾は、大木 a～ 式ころの小梁川遺跡（ ）、

大木 a式ころの長根貝塚（ ）がある。

　小梁川遺跡の蛇紋岩製玦状耳飾は第 号フラ

スコ状土壙 層中から出土している。自然流入の同

堆積層中には大木 a～ 式破片を含んでおり、

大木 a～ 式ころに位置づけられよう。大木

式の北原街道 B遺跡（第 図 ）の系譜上に位置

づけられる資料と考えられ、下端は直線的に仕上げ

られるものの、上端はやや丸みを帯び、ややすぼむ

形状となっている。

　山田上ノ台遺跡の長方形状をなす玦状耳飾（ ）

は遺物包含層からの出土で、伴出土器は大木 式

～宮戸Ⅰ b式土器である。遺跡全体でみると、大

木 a式土器が出土しており、大木 a式に位置づ

けられる可能性がある。同様の形状のものは大木囲

貝塚（ ）でも出土している。

　長根貝塚の石製玦状耳飾（ ）は第Ⅳトレンチ出

土のもので出土層位の記述がなく詳細不明である

が、「下部には大木 式の、上部には大木 式の土

器破片が若干出土した」との記述があり、大木 式
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第 図　縄文時代前期中葉～後葉
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と考えてよいものであろう。全体が隅丸三角形に整

えられた形状の玦状耳飾は、県内ではこの 点のみ

である。

　長根貝塚の土製玦状耳飾（ ）は出土層位の記述

はないものの、「主として第三群土器に伴ったもの」

との記載があり、第三群土器の大木 a式ころに位

置づけられる。脚部が大きく膨らむ形状をしており、

このような土製玦状耳飾に関しても今のところ、県

内ではこの 点の出土にとどまっている。

　その他、縄文時代中期後葉～後期前葉のヘアピン

状をなす鹿角製玦状耳飾の半欠品とされる資料（

～ ）が南境貝塚で報告（後藤 b）されている。

類似する形状に、同貝塚の釣針第 類無鈎（後藤

a）中の基部加工の施されていないものがある。

この種の釣針には、玦状耳飾とされたもののように

断面がやや扁平で、端部が弧状ないしは平坦になる

ものはなく、後藤が分類するように玦状耳飾となる

可能性（註 ）は残ろう。ただし、 点ともに半欠品

であり、完形品を通してさらに検討する必要があり、

類例の出現を待ちたい。

　内の脇 号貝塚の環状の骨角製品（ ）は、縄文時

代後期前葉～中葉の土器とともに出土したとされて

いる。切り込み部の有無が不明で、玦状耳飾になる

か否かも不明である。形状はほぼ正円で中央に穿孔

が施されており、首飾の玉の可能性も考えられよう。

（ ）小結

　以上、検討してきたことから、宮城県における玦

状耳飾の編年は第 図のようにまとめることができ

よう。

第 図　縄文時代中期初頭～
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　宮城県内での玦状耳飾の大きな流れとしては、石

製のものが縄文時代早期末葉に出現（ドーナツ状・

長岫遺跡）し、縄文時代前期初頭にはいわゆる金環

状（上川名貝塚）、やや横長の隅丸長方形状（下南

山遺跡）、前期中葉には楕円形状（六田遺跡）、前期

後葉にはやや縦長の隅丸長方形状（北原街道B遺跡）

のものへと変遷をたどる。明確ではなかったが、円

盤状のものも前期後葉ころに位置づけられよう。中

期初頭には上端のややすぼむ形状（小梁川遺跡）、

長方形状（山田上ノ台遺跡）、隅丸三角形状（長根

貝塚）と分化し、終末を迎える。

　土製玦状耳飾は前期前葉には金環状（泉遺跡）の

ものが出現し、前期後葉には円盤状（糠塚貝塚）、

中期初頭には脚部が大きく膨らむ形状（長根貝塚）

が現れる。型式変遷の流れとしては、石製玦状耳飾

同様に大型化をたど

り、中期初頭には終末

を迎える。

　参考までに、山形県

吹浦遺跡（山形県教育

委員会 ）では、中期初頭の土製玦状耳飾で外

縁が滑車状をなす全面赤彩のもの（第 図）がある。

糠塚タイプの円盤状のものからの変遷と見られ、玦

状耳飾としても栓状耳飾としても使用可能なもので

ある。以後、土製栓状耳飾が耳飾の中では独自の発

展を遂げ、晩期まで継続する。

　骨角製玦状耳飾は前期中葉に出現する。形状を変

え、後期まで存続する可能性があるが、いずれも完

形品としては確認されておらず、今後の類例の増加

を待ちたい。

　材質的には、縄文時代早期末葉に滑石製が出現し、

前期前葉には滑石片岩製・ヒスイ（滑石片岩の可能

性）製、中葉以降には粘板岩製・蛇紋岩製・ 岩製・

緑泥片岩製と種類が増える。宮城県の場合、明確に

玦状耳飾未製品と判断されるような資料はなく、玦

状耳飾製作遺跡や母材の原産地遺跡については不明

である。土製玦状耳飾は前期前葉大木 a式以降、

中期初頭まで製作されたものと考えられる。骨角製

玦状耳飾は大木 式で出現し、後期まで続く可能

性があるが、詳細は不明である。

7,000年前calBP 5,470年前calBP

糠塚糠塚

嘉倉

山田上ノ台

長根

は層位に基づくもの。縮尺１：４

第 図　宮城県における玦状耳飾の編年

　第 図　 山形県吹浦遺跡

　（縮尺 ： ）



―   ―

東北歴史博物館研究紀要 （ . ）

　出土状況と用途

　宮城県における玦状耳飾の出土状況は、墓壙と見

られる土壙からの出土は今のところ確認されておら

ず、基本的には「生者の装い」として用いられた装

身具と考えられる。稀少ながら、人骨に伴う例は古

くは大阪府国府遺跡（大野 ）ですでに確認さ

れているとおりで、墓壙や人骨に伴う玦状耳飾を分

析した吉田泰幸（ ）は、耳たぶに穿孔し、玦

状耳飾の切り込みを下にして用いた可能性が強いと

している。

　玦状耳飾は、生者から生者への贈与や伝世、破損、

補修、あるいは装着者死亡の折の意図的な破壊（？）

の後は、垂玉として再加工されるものが確認される。

　おわりに

　宮城県における玦状耳飾について、可能な限り、

出土状況に帰って、検討を重ねてきた。かつて筆者

が土偶研究においても指摘したように、一口に層位

に基づく検討といっても、そこには層の認識から始

まり、資料の取り上げ方、記録の残し方など多くの

課題があり、特に小品の場合、遺物自体の二次堆積

や木の根や小動物による攪乱混入の問題が避けがた

く存在しており、その遺物が原位置を保っているも

のなのか否かの現場におけるより厳密な検討が必要

である。玦状耳飾の研究を深めていくためにも、今

後ともこうしたより精度の高い発掘調査が強く望ま

れる。

　今回の集成を通して、縄文時代早期の玦状耳飾を

層位学的な根拠に基づき検出することができた意義

も大きい。従来、北陸や南九州といった玦状耳飾の

大陸起源説を想起させる地域での研究が先行してき

たが、少なくともそうした地域で現在最古形と考え

られている形状のものが同一時期に宮城県内にも存

在することが確認され、仮に大陸起源説をとるにし

ても、縄文時代早期末葉にはすでに日本列島全体に

広がっていた可能性を明らかにすることができた。

弥生時代の稲作研究がたどったように、さらに古い

形状の玦状耳飾が日本列島の端部となる地域で発見

されることになるのか、今後も研究の行方を注意深

く見守っていきたい。

　また、今回は紙幅の関係で掲載することができな

かった垂玉・管玉等の首飾類、貝輪等の腕輪類、玉

斧類等の装身の全体像については、いずれ機会を改

めたい。こうした装身のあり方は縄文時代における

階層性（渡辺 ）を含めた社会構造を反映して

いるものと考えられ、今後も縄文時代研究の主要な

研究課題の一つに位置づけられよう。

　かつて芹沢長介（ ）は玦状耳飾の中国から

の伝播説を批判する際に、中国の青蓮岡文化は農耕

文化であり、玦状耳飾のみが日本に伝わったと考え

られるであろうか、と問題提起を行っている。この

点に関しても、現在、縄文土器における炭化籾・米

圧痕の検出、層位的な炭化米の検出、あるいは植物

珪酸体（プラントオパール）の分析研究が行われて

おり、こうした研究では 年岡山県彦崎貝塚の

縄文時代前期彦崎 Z 式（BC , 年前後）の「純

貝層に近い」土壌 g に , ～ , 個ものイ

ネ植物珪酸体が検出され、「貝塚内での脱稃作業」

の可能性が指摘（高橋・田嶋・小林 ）された。

彦崎貝塚に見られるような縄文時代におけるイネ植

物珪酸体の検出は、関西以西においては炭化米・土

器圧痕とともに、現在少なからぬ遺跡で検出されつ

つある。しかしながら、こうした資料群の一部につ

いては、年代測定によって混入であることが確定し

たもの（遠部ほか ）もあり、試料採取の方法

も含めて、よりいっそう慎重な方法が模索されてい

る。

　縄文時代早期後葉以降、中期に至る時期は現在以

上に温暖化が進んだ時期に相当しており、気候的に

は最も稲作を受容しやすい環境にあったものと考え

られる。現在、最古の稲作遺跡と考えられている浙

江省河姆渡遺跡（BC , ～ , 年）において

も玦状耳飾は出土しており、芹沢が指摘する玦状耳

飾と稲作伝播の問題は、縄文文化や社会を考える上

で、今後も重要な課題であろう。

（註 ）玦状耳飾の出土が報じられているのは、気仙沼市南
最知貝塚（気仙沼市史編さん委員会 ）・石巻市根岸
堤貝塚（東北歴史資料館 ）がある。また、長者原貝塚・
沼津貝塚では未公表の玦状耳飾を確認しているが、今回の
公表は見送る。
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（註 ）報告書中の註において、発掘区域から検出された「溝」
について「地すべり等によって生じた自然地形」と考えら
れるとされており、ここでは埋没谷として認識しておく。
精査したところ、「 号溝」は上部に灰白色火山灰層の堆積、
「 号溝」縄文～弥生土器片、「 号溝」は縄文早期土器が
確認され、それぞれ形成時期や埋没時期は異なることが判
明した。

（註 ）報告書では、繊維土器全体の評価が「縄文前期」に
傾いているが、明らかな縄文前期初頭の第 類土器（原
頭第Ⅱ群土器）は「溝 」からさらに東側の 号土壙～
号住の周辺で断片的に出土しているのみで、南斜面では確
認できない。

（註 ）阿武隈山地の玦状耳飾の諸相を論じた大竹憲治は、
乳白色の蛇紋岩系と黒茶褐色の滑石片岩系の 系統があ
ると指摘（大竹 ）しており、阿武隈山中では粘板岩
を産するものの、玦状耳飾の素材としては用いられなかっ
たものらしい。阿武隈山地・北上山地ともに、玦状耳飾の
原産地遺跡は未発見であり、今後の課題である。

（註 ）縄文時代中期初頭には石製玦状耳飾・土製玦状耳飾
ともに終焉を迎えている。一方、耳飾自体は土製の栓状耳
飾・滑車形耳飾として、晩期まで存続している。南境貝塚
のヘアピン状をなす「玦状耳飾」は断面積も小さく、耳た
ぶへの穿孔後のごく初期段階のみに用いられるいわゆる
「ファースト・ピアス」や「セカンド・ピアス」に相当す
る可能性も考えられよう。

引用・参考文献（図附表の略称表記は、正式表記で掲載）
相原淳一 「東北地方における縄文時代早期後半から前
期前葉にかけての土器編年 仙台湾周辺の文層発掘資料を
中心に 」『考古学雑誌』第 巻第 号 ～ 頁　日
本考古学会
石川県埋蔵文化財センター 「縄文時代の装身具 漆製
品、石製品を中心として 」『石川県埋蔵文化財情報』第
号　 ～ 頁

泉市教育委員会 『長岫遺跡』泉市文化財調査報告書第
集

稲畑航平 「玦状耳飾の受容と変質」『史葉』第 号　
～ 頁　加藤建設株式会社

岩出山町史編さん委員会 『岩出山町史』上巻
上田耕・廣田晶子 「南九州の初源期の玦状耳飾」『環
日本海の玉文化の始源と展開』
大竹憲治 「阿武隈高地における玦状耳飾検出土坑をめ
ぐる諸相 舘遺跡と廣谷地 B遺跡の土坑事例を中心に 」
『常総台地』 　 ～ 頁　常総台地研究会
大野雲外 「志摩発見の石環に就て」『人類学雑誌』第

巻第 号　 ～ 頁　東京人類学会
大野雲外 「河内国府の発見耳飾石環に就て」『民族と
歴史』第 巻第 号　日本学術普及会

岡山市教育委員会 『彦崎貝塚』
岡山市教育委員会 『彦崎貝塚 』
岡山市教育委員会 『彦崎貝塚 』
長田友也 「東北地方における縄文時代前期の儀器と精

神文化」『日本考古学協会 年度山形大会研究発表資
料集』 ～ 頁

小畑弘己 『極東先史古代の穀物』 　熊本大学
遠部慎・宮田佳樹・小林謙一・松崎浩之・田嶋正憲 「炭
素 年代測定に関するサンプリングの実践と課題　岡山
県彦崎貝塚出土炭化材の炭素 年代測定」『国立歴史民
俗博物館研究報告』 　 ～ 頁
加藤孝 「宮城県上川名貝塚の研究」『宮城学院女子大
学研究論集』Ⅰ
川崎保 「縄文時代前期の玉と墓」『考古学と信仰』同
志社大学考古学シリーズⅣ　 ～ 頁

川崎保 「玦状耳飾系統・起源論概観」『環日本海の玉
文化の始源と展開』 ～ 頁
清野謙次 「陸前国宮城郡七ヶ浜村大字要害字大木囲貝
塚」『日本貝塚の研究』岩波書店
気仙沼高等学校 『内の脇貝塚発掘調査報告書』
気仙沼市史編さん委員会 「先史編」『気仙沼市史』Ⅱ
～ 頁

後藤勝彦 「宮城県里浜台囲貝塚の研究」『田邊一郎先
生還暦記念論文集　宮城県の地理と歴史』 - 頁　
地域社会研究会
後藤勝彦 「宮城県七ヶ浜町吉田浜貝塚〔Ⅰ〕」『仙台湾
周辺の考古学的研究』 ～ 頁宮城教育大学歴史研究会
後藤勝彦 a「宮城県石巻市南境貝塚の骨角・牙・貝製
品について〔Ⅱ〕 釣針 」『蔵王東麓の郷土誌 中橋彰吾
先生追悼論文集 』中橋彰吾先生追悼論文集刊行会
後藤勝彦 b「宮城県石巻市南境貝塚の骨角・牙・貝製
品について〔Ⅳ〕 垂飾品 」『秋田考古学』第 号

小林謙一 「縄文土器の年代（東日本）」『総覧　縄文土器』
～ 頁UM　Promotion

七ヶ浜町教育委員会 『史跡「大木囲貝塚」環境整備調
査報告書Ⅰ　七ヶ浜町文化財調査報告書第 集
七ヶ浜町教育委員会 『史跡「大木囲貝塚」環境整備調
査報告書Ⅱ』七ヶ浜町文化財調査報告書第 集
七ヶ浜町教育委員会 『大木囲貝塚 昭和 年度環境
整備調査報告 』七ヶ浜町文化財調査報告書第 集

七ヶ浜町教育委員会 『大木囲貝塚 昭和 年度環境
整備調査報告 』七ヶ浜町文化財調査報告書第 集
七ヶ浜町教育委員会 『大木囲貝塚 昭和 年度環境
整備調査報告 』七ヶ浜町文化財調査報告書第 集
柴田常惠 「玦様の石製品に就て」『人類学雑誌』第
巻第 号　 ～ 頁　東京人類学会

白鳥良一 「玦状耳飾の新資料について」『宮教考古』
第 号　宮城教育大学考古学研究会
白石市教育委員会  『白石市周辺の遺跡遺物目録』 白石
市文化財調査報告書第 号 
白石市史編さん委員会 『白石市史』考古資料篇
芹沢長介 「周辺文化との関連」『日本の考古学』Ⅱ　

～ 頁　河出書房新社
仙台市教育委員会 『山田上ノ台遺跡 - 昭和 年度発
掘調査報告書 -』仙台市文化財調査報告書第 集　

仙台市教育委員会 『北原街道 遺跡 仙台市宮城地区
』仙台市文化財調査報告書第 集



―   ―

東北歴史博物館研究紀要 （ . ）

仙台市史編さん委員会 『仙台市史　特別編 　考古資
料』
高橋護・田嶋正憲・小林博昭 「岡山県灘崎町彦崎貝塚
の発掘調査」『考古学ジャーナル』No. 　 ～ 頁

鄧聡 「東アジアの玦飾の起源と拡散」『環日本海の玉
文化の始源と展開』
東北歴史資料館 『宮城県の貝塚』東北歴史資料館資料
集

「土偶とその情報」研究会 「土偶とその情報」『国立歴
史民俗博物館研究報告』第 集　国立歴史民俗博物館
名取市教育委員会 『宮城県名取市泉遺跡』名取市文化
財調査報告書第 集
林謙作 「縄文文化の発展と地域性　東北」『日本の考
古学』Ⅱ　 ～ 頁　河出書房新社

樋口清之 「玦状耳飾考」『考古学雑誌』第 巻第 号
～ 頁、第 巻第 号　 ～ 頁　日本考古学

会
古川市教育委員会 『郷土資料目録』
古川市史編さん委員会 「古代史」『古川市史』上巻

～ 頁
古川市史編さん委員会 「上前田遺跡」『古川市史』第
巻　資料Ⅰ考古　 頁
古田和誠ほか 『石巻市梨木畑貝塚出土資料』東北文化
資料叢書第 集　東北大学大学院文学研究科東北文化研
究室
南方町史編さん委員会 「宮城県登米郡南方町青島貝塚
発掘調査報告」『南方町史』
宮城県 『宮城県史』
宮城県教育委員会 『埋蔵文化財緊急発掘調査概報 長
根貝塚』宮城県文化財調査報告書第 集
宮城県教育委員会 a「持長地遺跡」『東北自動車道関係
遺跡発掘調査概報 （刈田郡蔵王町地区）』宮城県文化財調
査報告書第 集
宮城県教育委員会 b「大山遺跡」『東北自動車道関係遺

跡発掘調査概報（刈田郡蔵王町地区）』宮城県文化財調査
報告書第 集

宮城県教育委員会 a「宇賀崎貝塚」宮城県文化財調査
報告書第 集

宮城県教育委員会 b「宇賀崎 号墳」宮城県文化財調
査報告書第 集
宮城県教育委員会 c「持長地遺跡」『東北自動車道遺跡
調査報告書Ⅳ』宮城県文化財調査報告書第 集　

頁
宮城県教育委員会 d「大山遺跡」『東北自動車道遺跡調
査報告書Ⅳ』宮城県文化財調査報告書第 集　

頁（宮城県教育委員会　 の再録）
宮城県教育委員会 「小梁川遺跡・遺構編Ⅱ」『七ヶ宿
ダム関連遺跡調査報告書Ⅳ　大梁川遺跡・小梁川遺跡（石
器編）』宮城県文化財報告書第 集

宮城県教育委員会 『下南山遺跡』宮城県文化財報告書
第 集
宮城県教育委員会 『嘉倉貝塚』宮城県文化財報告書第

集
毛利総七郎・遠藤源七 『陸前沼津貝塚骨角器図録』
山形県教育委員会 『吹浦遺跡　第 ・ 次緊急発掘調
査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書第 集
吉田泰幸 「玦状耳飾の装着方法」『日本考古学』　
号　 ～ 頁　日本考古学協会

利府町教育委員会 『菅谷六田遺跡 縄文時代前期中葉
集落跡の発掘調査報告 』利府町文化財調査報告書第 集
渡辺　仁 『縄文式階層化社会』人類史叢書 　六興
出版
Tang　Chung　 　Technological Wears on the 
Prehistoric Jades in East Asia, Bulletin of the Tohoku 
University Museum No.

Tang Chung   Observations on the Earliest Slit Rings in 
North China, 『芹沢長介先生追悼　考古・民族・歴史学論叢』
六一書房 



―   ―

多賀城市田屋場横穴墓群の再検討

　 ．はじめに
　 ．仙台平野における田屋場横穴墓群の位置
　 ．田屋場横穴墓の形態
　 ．多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営に際しての田屋場横穴墓群の取り扱い
　　（ ）調査状況
　　（ ）都城における造営工事中発見の横穴墓の取り扱い
　　（ ）墓と造営工事等に関する法的規定
　　（ ）田屋場横穴墓群の遺物出土状況についての解釈変更
　 ．田屋場横穴墓群出土土器の再検討
　　（ ）SP 横穴墓出土土器の検討
　　（ ）SP 横穴墓出土平瓶の検討
　　（ ）SP ・ 横穴墓出土土師器坏・埦の検討
　　（ ）田屋場横穴墓群の年代的位置付け
　 ．田屋場横穴墓群からみた多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営年代
　 ．まとめ

．はじめに

　田屋場横穴墓群は宮城県多賀城市田屋場に所在し、

第 次陸奥国府跡である特別史跡多賀城跡の SB

外郭南門跡の西側約 に位置する（第 ・ 図）。

　この田屋場横穴墓群は、宮城県多賀城跡調査研究所

が昭和 年度（ ）に実施した多賀城跡外郭南

門地区を対象とした多賀城跡第 次発掘調査で、

基の横穴墓（SP ・ ・ ）を検出したこ

とにより初めて発見された（宮城県多賀城跡調査研究

所、 ）。次いで、同研究所が平成 年度（ ）

に同地区を対象とした多賀城跡第 次調査で、この

西隣で 基の横穴墓（SP ・ ）が検出された

（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）。

　検出された 基の横穴墓群は、多賀城跡 SB 外

郭南門跡の位置する東西約 、南北約 の

独立小丘陵の西側縁辺、標高 前後に立地している

（第 図、第 図右下）。いずれも南西に開口し、横に

並んで連続する SP ・ ・ 横穴墓とその

西側の SP ・ 横穴墓との間は、 ～ 基の

横穴墓が営まれる程の間隔が空いている（第 図下

段）。地形と検出された横穴墓の配置関係からみて、

多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀造営時の SX 基

礎整地層下や第 次調査区の北西にさらに複数の横

穴墓が埋没していると推定されている（宮城県多賀城

跡調査研究所、 ）。

　多賀城跡第 次調査では、検出された 基の

SP ・ ・ 横穴墓について、多賀城政庁

第Ⅰ期のうちに造営された多賀城跡 SF 外郭南

辺築地塀跡（第 次調査で SF 築地塀跡と訂正）

の SX 築地基礎地業の下層で検出されたこと（第

・ 図）、出土土器（第 図）の検討結果から、

世紀後葉～ 世紀前葉頃に位置付けられて報告されて

いる（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）。

　多賀城跡第 次調査では、検出された SP 横

多賀城市田屋場横穴墓群の再検討

柳　澤　和　明　（東北歴史博物館）
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穴墓の玄室内出土の須恵器堤瓶（第 図 - ）を、肩

部に付された吊り手が鈎手状をなす特徴から、大阪府

陶邑窯跡群の田辺編年の TK ～ 型式に比定し、

世紀後葉～ 世紀前葉頃に年代的に位置付けている

（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）。そして、第

次調査で検出された 基の SP ・ ・ 横

穴墓の年代的位置付けについてはこれを追認し、田屋

場横穴墓群の上限年代を 世紀後葉～ 世紀前葉頃、

下限年代を 世紀後葉～ 世紀前葉頃としている。

　筆者は、平成 年度の市川橋遺跡の発掘調査を担

当し、平成 年度に平成 ・ 年度に実施した市

川橋遺跡発掘調査の報告書刊行業務に従事し、同年度

末に発掘調査報告書が刊行された（宮城県教育委員会、

）。平成 ・ 年度の市川橋遺跡発掘調査では、

古墳時代後期（栗囲式期）の集落跡の区画溝や廃棄大

土壙、竪穴住居跡などから、多量の須恵器を含む当該

期の良好な土器群が検出された。この発掘調査報告書

の中で当該期の土器を中心に詳細に検討し、多数出土

した須恵器を大阪府陶邑窯跡群の田辺編年（田辺昭三、

・ ）の TK 型式～ TK 型式、佐藤隆

編年（佐藤隆、 ・ ）の陶邑Ⅳ古段階～陶邑

Ⅳ新段階に対比させた。そして、山王・市川橋遺跡の

古墳時代後期（栗囲式期）の集落跡の存続年代を 世

紀末～ 世紀中頃でもやや新しい頃（ 年代末頃）

に位置付けた（柳澤和明、 a）。

　また、発掘調査報告書刊行直後にこれと関連して山

王・市川橋遺跡の古墳時代後期（栗囲式期）の集落跡

について、宮城県考古学会の研究発表会で口頭発表す

る機会があった（柳澤和明、 b）。

　発掘調査報告書刊行から口頭発表の過程で、田屋場

横穴墓群から出土した土器の年代的位置付けを再検討

した結果、 世紀後葉～ 世紀前葉頃と当初位置付

けられた年代観（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）

に疑問を感じるようになった。この時の再検討は時間

的な制約もあり、不十分で予備的なものであった。

　また、田屋場横穴墓群は、山王・市川橋遺跡の古墳

時代後期（栗囲式期）の集落跡が 世紀後半頃まで

存続したかどうかという問題のみならず、多賀城跡

SF 外郭南辺築地塀跡の造営年代とも絡む重要な

遺構である。こうした問題意識のもとに、田屋場横穴

墓群における土器の出土状況の理解や出土土器の年代

的位置付けを中心に再検討する。

．仙台平野における田屋場横穴墓の位置

　仙台平野は太平洋に面した南北約 km、東西

～ kmの南北に細長い沖積平野で、その範囲は北

が仙台市 利府町 塩釜市 七ヶ浜町を結ぶ松島丘

陵、西が仙台市西部の青葉山など丘陵地帯、南が宮城

県・福島県境付近までである（仙台市史編さん委員会、

；松本秀明、 ；第 図）。

　仙台平野における古墳時代の遺跡分布を『宮城県遺

跡地図』（宮城県教育委員会、 ）より抽出してみ

ると、北より以下の つのグループに分けて考えるこ

とができる（註 ）。

群：松島丘陵以南、七北田川・砂押川流域の遺跡群。

遺跡数はそれ程多くない。ほぼ中央部に仙台市鴻ノ

巣遺跡、多賀城市新田遺跡、多賀城市山王・市川橋

遺跡という拠点的集落跡が古墳時代前期～後期にか

けて継続的に営まれ、拠点的集落は次第に西から東

に移動している。そして、これら拠点的集落の周縁

の丘陵裾部には小規模な古墳と横穴墓群がセットを

なすように分布している。首長墓クラスの古墳であ

る前方後円墳、前方後方墳、方墳は分布していない。

田屋場横穴墓群はこの群に属する。

群：七北田川・七北田川支流増田川以南、名取川以

北の遺跡群。遺跡数は比較的多く、 群に次ぐ。古

墳時代前期の首長墓である遠見塚古墳（前方後円墳）

がほぼ中央にあり、他にも古墳時代中期の前方後円

墳である裏町・鳥井塚古墳や帆立貝形の兜塚古墳が

ある。前方後方墳や方墳は分布していない。中小規

模の円墳もやや多く分布し、横穴墓群と分布域がほ

ぼ重なるように、広瀬川右岸の大年寺山から三神峯

丘陵の裾部に集中している。古墳時代中期を中心と

する南小泉遺跡などの拠点的集落も継続的に営まれ

ている。

　　 世紀前半には初期城柵兼名取評家とみられる郡

山遺跡Ⅰ期官衙、 世紀後葉～神亀元年（ ）に

は初期城柵兼第 次陸奥国府である郡山遺跡Ⅱ期官

衙が営まれ、その周辺にはこれと関連する西台畑・

長町東遺跡などの拠点的集落が営まれている。そし
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第 図　仙台平野における古墳時代遺跡の分布と田屋場横穴墓群の位置



―   ―

東北歴史博物館研究紀要 （ . ）

て、それまでの中心ブロックであった 群に取って

代わって仙台平野の中心ブロックとなる。

群：名取川以南、阿武隈川以北の名取平野に位置す

る遺跡群。仙台平野の中で最も古墳時代遺跡の多い

中核地域で、各種形態の古墳が多数分布するのも特

徴の一つ。東北最大規模の古墳時代前期の首長墓で

ある雷神山古墳（前方後円墳）が名取丘陵東端部に

築かれ、その周囲には前方後円墳、前方後方墳、方

墳、円墳が多数造営されている。小規模な円墳は海

岸線と平行する浜堤列上にも多く築かれている。横

穴墓群はこの地域南部の志賀沢川以南、五間堀川以

北の低地に集中している。古墳の集中する名取丘陵

東側の低地に清水・下余田遺跡など拠点的集落が継

続的に営まれている。

群：阿武隈川以南、宮城県・福島県境以北、阿武隈

山地西側の亘理平野に位置する遺跡群。小規模な前

方後円墳、方墳、円墳や横穴墓群が阿武隈山地西縁

に面した低地奥部にやや多く分布している。その一

方、集落跡の数はやや少ない。

　田屋場横穴墓群は A群に属するが、周辺には他の

横穴墓群はない。位置関係からみても、田屋場横穴墓

群の造営集団は、多賀城跡第 次調査の報告（宮城

県多賀城跡調査研究所、 ）で指摘されているよ

うに、西に隣接する山王・市川橋遺跡の居住集団とみ

られる（註 ）。その場合、山王・市川橋遺跡の古墳時代

後期（栗囲式期）の集落跡の存続年代を 世紀後半～

世紀中頃でもやや新しい頃（ 年代末頃）に位

置付けたこと（柳澤和明、 a・ ）と関連し、

田屋場横穴墓群の上限年代を 世紀後葉～ 世紀前葉

頃、下限年代を 世紀後葉～ 世紀前葉頃とする宮城

県多賀城跡調査研究所の見解（宮城県多賀城跡調査研

究所、 ）を再検討する必要が生じる。このこと

が本稿執筆の動機のひとつとなっている。

．田屋場横穴墓の形態

　玄室奥壁の一部のみ残存して、玄室形態の不明な

SP 横穴墓を除く 基の横穴墓は、玄室の平面形

態、玄室・玄門の立面（天井）形態より以下の タイ

プに分類される。

類：SP 横穴墓（第 図 ）。玄室の平面形が

第 図　田屋場横穴墓群と周辺の遺跡
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ほぼ正方形で、玄室・玄門の立面形がアーチ形のも

の。

類：SP 横穴墓（第 図 ）。玄室の平面形が

扇形のもの。天井が崩落しているため、立面形は不

明確である。玄室床面の壁際には排水溝が巡らされ、

玄室中央から玄門にかけての中軸線上にも排水溝が

設けられている。

類：SP ・ 横穴墓（第 図 、第 図

）。玄室の平面形が奥行きの長い長方形で、玄室・

玄門の立面形が台形に近いアーチ形のもの。玄門

と前庭部とは ～ cm程の段差となっている。

SP 横穴墓の玄室から玄門までの壁際、玄室前

半から玄門にかけての中軸線には排水溝が設けられ

ている。

　宮城県内の横穴墓については、古川一明氏が集成

し、 類型（A類～ 類）に形態分類してその地域性、

年代的位置付けを詳細に検討されている（古川一明、

）。古川一明氏の横穴墓分類にしたがえば、 類

は 類、 類は 類、 類は 類に相当する。古川一

明氏の集成によれば、 類（ 類）は田屋場横穴墓群

も属する七北田川流域に特に多く認められる類型で、

世紀前半～ 世紀前半までばらつきがあるとされて

いる。また、 類（ 類）は七北田川流域にはあまり

多くない類型で、 世紀初頭以降に使用年代の一端が

あるとされている。 類（ 類）も七北田川流域には

あまり多くない類型で、 世紀後半～ 世紀前半頃の

ものとされている。

．多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営に際して

の田屋場横穴墓群の取り扱い

（ ）調査状況

　検出された 基の横穴墓（SP ・ ・

・ ・ ）は、多賀城跡 SF 外郭南辺

築地塀の造営に際して、その直前に行われた SX

築地基礎地業に覆われている（第 ・ ・ 図）。い

ずれも多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営に際し

て玄門上部から羨道上部、前庭部にかけて大きく削平

され、さらに SX 築地基礎地業で埋め戻されて

おり、遺存状態はあまりよくない。

　なお、多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営に際

して行われた SX 基礎地業より多賀城跡政庁第

Ⅰ期〔神亀元年（ ）～天平宝字 年（ ）〕の

平瓦・丸瓦（第 図 ～ ）が出土したことから、

当初の多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀は「政庁第Ⅰ

期の造営より遅れて構築されたものと思われる」（宮

城県多賀城跡調査研究所、 ）と位置付けられ

ている。また、多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀跡、

SB 外郭南門跡は、宝亀 年に起きた伊治公呰麻

呂の乱による火災で焼失して再建されている（宮城県

多賀城跡調査研究所、 ）。このことから多賀城跡

政庁第Ⅱ期〔天平宝字 年（ ）～宝亀 年（ ）〕

に多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀跡、SB 外郭南

門跡が存在していたことは確実であり、その造営年代

を多賀城跡政庁第Ⅰ期～政庁第Ⅱ期の間、すなわち神

亀元年（ ）～天平宝字 年（ ）の間に位置付

けることができる。

【SP ・ ・ 横穴墓】

　SP ・ ・ 横穴墓は玄室の天井部が残存

していたが（第 図）、玄室内部には遺骸・副葬品が残

されていなかった（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）。

　SP 横穴墓では、羨道前方に部分的に堆積する

ごく薄い炭化物層である 層上面から土師器坏・埦（第

図 ～ ）、及び 層の分布しない箇所の 層か

ら鉄鏃（第 図 ～ ）が出土した（第 図 ・ ）。

層出土の鉄鏃は、方向が不定で整然と並ばないこと

から、横穴墓から掻き出されたものと解釈されている

（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）。

　SP 横穴墓では羨道中央の 層上面、及び 層の

分布していない玄門前の床面より土師器坏（第 図 ・

）、須恵器平瓶（第 図 ）、横穴墓構築以前の第

層より土師器甕（第 図 ）が出土した（第 図 ・ ）。

　SP ・ 横穴墓羨道前方・中央の 層上面

及び羨道床面の出土土器は、ある段階での一連の地表

面上に置かれた遺物とみなせる。また、SP 横穴

墓羨道前方の 層の分布しない箇所の 層から出土し

た鉄鏃もこれらと同時期の可能性が高い。

　SP 横穴墓からは遺物が出土しなかった。

【SP ・ 横穴墓】

　新旧関係からみて SP 横穴墓が SP 横穴

墓より後に造営されたことが判明している（宮城県多
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第 図　田屋場横穴墓群と多賀城跡外郭南辺築地塀跡



―   ―

多賀城市田屋場横穴墓群の再検討

第 図　田屋場 SP ・ ・ 横穴墓平面図・断面図
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第 図　田屋場 SP ・ 横穴墓、SX 築地基礎地業出土遺物
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多賀城市田屋場横穴墓群の再検討

第 図　田屋場 SP ・ 横穴墓平面図・断面図、SP 横穴墓出土遺物
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賀城跡調査研究所、 ）。

　SP 横穴墓は玄室の天井部が多賀城跡 SF

外郭南辺築地塀の造営に際して削平され、玄門と

cm程の段差となる前庭部床面上には、 ～ cm

の厚さで褐色・黄褐色土が自然堆積し、その上が

SX 築地基礎地業で埋め戻されていた（第 図

）。多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営時には前

庭部がすでに機能していないで、横穴墓の造営活動が

すでに停止していたことを示す。

　SP 横穴墓は、羨道部に人頭大の礫が閉塞石と

して ～ 段残り、玄室内部より副葬品とみられる須

恵器堤瓶・広口壷、鉄刀、鉄鏃が出土したこと（第

図 ）から、多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営

に際して玄室部はそのままの状態で天井部も残されて

いたとみられている。ただし、古代のうちに天井部は

崩落したとみられ、その窪みの上に 世紀前葉頃に

降灰した灰白色火山灰が堆積していた。また、多賀城

跡 SF 外郭南辺築地塀にかかる玄門上部から前庭

部にかけては削平され、SX 築地基礎整地で埋め

戻されていた（第 図 ）。

（ ）都城における造営工事中発見の横穴墓の取り扱い

　藤原京の朱雀大路を対象とした藤原京第 - 次発

掘調査では 基の横穴墓が検出され、遺骸・副葬品が

他所に改葬されて丁寧に埋め戻されていた状況が確認

されている（奈良国立文化財研究所、 ）。このこ

とについて、藤原京造営時に発見された遺骸を改葬す

るよう造京司衣縫王等に命じた『日本書紀』持統 年

（ ） 月己巳（ 日）条にみえる詔（「詔二造京司

衣縫王等一收二所掘尸
かばね

一」）が忠実に実行された、とこ

の概報で指摘されている。

　また、『続日本紀』和銅 年（ ） 月癸巳（

日）条には、「勅、造平城京司、若彼墳
つ か

隴、見二発堀一者、

随即埋斂、勿レ使二露棄一、普加二祭
さいらい

一、以慰二幽魂一。」

と記され、平城京造営に際して墳墓が発見された場合

には、すぐに埋め戻して（遺骸・副葬品を）棄てるこ

とを禁じ、遺骸を改葬し、酒を地に注いで祭り、霊魂

を慰めるように造平城京司に勅で命じている。

　次山淳氏も藤原京朱雀大路上で発見された横穴墓の

調査について紹介し、持統 年（ ） 月詔が忠実

に実行されたこと、その 年後、平城京の造営に際

して出された和銅 年（ ） 月癸巳（ 日）詔

勅に基づき、平城宮内の 基の前方後円墳も墳丘が削

平されて平城京の造営工事が進められていった状況を

説明されている（次山淳、 ）。

　また和田萃氏は、①平城京・長岡京・平安京におけ

る陵墓と百姓の葬送地が大宝・養老喪葬令 皇都条の

規定（大宝喪葬令では「凡皇都及大路近辺並不レ得二葬

埋一」、養老喪葬令では「凡皇都及道路側近並不レ得二

葬埋一」）によって規制を受けていたこと、②大宝喪葬

令 皇都条の主たる狙いが「天皇の居住する宮都内と

その近辺、および外国使節の往還する山陽道の近辺に

埋葬することを禁じ、凶穢を避け、天皇と国家の威厳

や威信を維持せんとすることにある」こと、③鎌倉時

代には、平安京や鎌倉、豊後府中など都市域内には埋

葬しないという形で、喪葬令 皇都条が慣習法化して

いたことなどを明らかにしている（和田萃、 ）。

（ ）墓と造営工事等に関わる法的規定

　墓と造営工事等に関わる法的規定には、①皇都内と

官道側溝に死者を埋葬することを禁じた『律令』喪葬

令 皇都条の規定の他、②死体を掘り出して放置し、

塚墓上で火を焚いて地中の棺槨や死体を焼損した場合

の『律令』賊盗律 穿地条の罰則規定（「凡残二害死

屍一及棄二屍水中一者、各減二闘殺罪五等一。（以下略）」）、

③墳墓を発掘し、内部のものを盗んだ場合の『律令』

賊盗律 発塚条の罰則規定（「凡発レ塚者、徒三年。

已開二棺槨一者、遠流。発而未レ撤者、徒二年。其塚先穿、

及未レ殯。而盗二屍柩一者、徒一年半。盗二衣服一者、減

二一等一。器物者以盗論。」）がある。

　また、『律令』儀制令 凶服不入条には「凡凶服

不レ入二公門一。其遭レ喪被レ起者。朝参処亦依二位色一。

在レ家依二其服制一。」と記され、喪服のまま内裏・官

衙の門を出入してはならないと規定されていた。多賀

城の築地塀・門の法的位置付けは、『律令』衛禁律

越垣及城条の規定によれば、築地塀は兵庫・筑紫城と

同じ最上ランク、門も兵庫と同じく最上ランクに位置

付けられていた。喪服での公門の出入が（穢れを理由

に）禁じられていたのであるから、官衙内部に墓が存

在することは認められていなかったとみられる。

　多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀に直接かかる田屋

場 SP ・ ・ 横穴墓の玄室内に遺骸と副
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葬品がなく、他所に改葬したとみられることから、こ

れらの規定も多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営

に際して発見されたとみられる田屋場横穴墓群の取り

扱いに適用されたものと考えられる。

（ ）田屋場横穴墓群の遺物出土状況についての解釈変更

　前述の SP 横穴墓の玄室内の土層堆積状況と後

述の提瓶の年代観より、多賀城跡 SF 外郭南辺築

地塀の造営着手以前の 世紀中頃にすでに横穴墓の造

営活動が停止していたことが知られる。したがって、

多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営に際して田屋

場横穴墓群が偶然に発見されたものと考えられる。発

掘された SP ・ ・ 横穴墓の玄室内部に

は遺骸、副葬品がなかった。藤原京や平城京の造営に

際して発見された墳墓の取扱いと同様に、SF 外郭

南辺築地塀本体にかかる SP ・ ・ 横穴

墓の玄室内に残されていた遺骸と副葬品は、他所に改

葬され、玄室上部が削平されて埋め戻され、その上部

が SX 築地基礎地業で覆われたものとみられる。

　多賀城跡第 次調査の報告では、①当初の構築

②遺物の掻き出しと炭化物層（ 層）の形成を伴う墓

前祭 ③玄室内の厚さ cm程の整地（SP 横穴

墓玄室内 層、SP 横穴墓玄室内 b層で、硬く

しまった黄褐色粘質土） ④玄室内から玄門にかけて

の自然堆積層（SP 横穴墓玄室内 層、SP

横穴墓玄室内 b層で、やや軟質の黒褐色土）の堆積

⑤ SX 築地基礎地業（ 層）と SF 外郭南

辺築地塀の造営 SX 築地基礎地業土の流出に

よる玄室から玄門にかけての自然堆積層（SP 横

穴墓玄室内 層、SP 横穴墓玄室内 b層）の堆積、

という変遷を想定し、遺物は②段階の横穴墓造営・使

用期間中の墓前祭に伴うものと解釈している（宮城県

多賀城跡調査研究所、 ）。

　しかし、遺物の出土した箇所での 層・ 層上面の

上には SX 築地基礎地業が堆積し、部分的な層で

ある 層上面と 層が分布していない箇所の 層上面

が、ある段階での一連の地表面とみなせること（第

図 ・ ・ ）、③段階の整地層（ 層）が SX

横穴墓では閉塞石の上を覆っていること（第 図

）から、別の解釈も可能である。これら SP ・

横穴墓の玄室外側出土遺物が横穴墓の造営・使

用期間中のものではなく、多賀城跡 SF 外郭南辺

築地塀の造営時のものである、という解釈である。

　その場合には、SP 横穴墓玄室内 層、SP 

横穴墓玄室内 b層を自然堆積層ではなく、

層、 b層から 層の SX 築地基礎地業に続く一

連の整地層とみなければならない。

　玄室内の整地層 層が横穴墓の造営期間中のもので

あるならば、閉塞石の上を覆うのも、玄室内の 層上

面で副葬品が残されていないのも不自然である。多賀

城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営時に、田屋場横穴

墓群が偶然に発見されたため、横穴墓の玄室内の遺骸

と副葬品を他所に改葬し、横穴墓の玄室を一部埋め戻

してから、SX 築地基礎地業を行った、と解釈し

た方が、後述する SP ・ 横穴墓出土土器の

年代からみて、より妥当性が高いと判断される。

　SP 横穴墓では羨道ほぼ中央の床面と 層上面、

SP 横穴墓では羨道前方の 層上面より土器がま

とまって出土した。 層は羨道床面に堆積する薄い炭

化物層で、SX 築地基礎整地の直下にあたること

から、多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営に伴う

SX 築地基礎整地が行われた直前の地表面に当た

るとみることも可能であり、後述の出土土器の年代観

からみて、そのように考えることの方が合理的である。

そして、玄室内の遺骸と副葬品を他所に改葬するかわ

りに、当時使われていた土師器食器（第 図 ・ ・

～ ）と猿投窯製品の平瓶（第 図 ）を用いて、

羨道中央・前方で墓前祭が執り行われたものと考えら

れる。多賀城跡第 次調査で発見された SP ・

横穴墓の出土遺物は、横穴墓の造営期間中に執

り行われた墓前祭ではなく、多賀城跡 SF 外郭南辺

築地塀の造営に伴う墓前祭に伴うものと解釈される。

　また、SP 横穴墓で玄室が閉塞石で塞がれたま

ま内部の副葬品も改葬されなかったのは、玄室位置が

SF 外郭南辺築地塀北側の犬走外にあり、SF

外郭南辺築地塀の南側正面に位置していた SP ・

・ 横穴墓よりも目立たないものであり、

玄室を SX 築地基礎地業で覆うことにより支障

ないと判断されか、工事中に玄室の存在に気付かな

かったのではないかと思われる。
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．田屋場横穴墓群出土土器の再検討

（ ）SP 横穴墓出土土器の検討

　SP 横穴墓の玄室内からは、須恵器堤瓶・広口

短頸壺各 点、鉄刀・刀子・鉄鏃各 点が出土した（第

図）。玄門部を閉塞石で塞いでいたため、この横穴

墓の造営・使用期間中の副葬品とみなせる。

　年報（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）で指摘

されているように、鉄製品は錆により細部の特徴が不

明確で年代を検討できない。唯一形状のわかる鉄鏃

点（第 図 ）もあまり年代を絞り込めるもので

はない。須恵器堤瓶・広口壷（第 図 ・ ）が

年代を検討する対象となる。

　このうち、須恵器堤瓶を古墳時代須恵器の変遷の

基準となっている陶邑編年と対照してまず検討する

（第 図）。陶邑編年で一般に用いられている田辺編年

（田辺昭三、 ・ ）、及び近年詳細に検討され

ている佐藤隆編年（佐藤隆、 ・ ・ a・

b）を用いることにする。

　なお、陶邑窯跡群における提瓶の集成にあたっては、

古代の土器研究会編による 世紀の土器集成（古代の

土器研究会編、 ）、及び中村浩氏編集の須恵器集

成（中村浩編、 ）を活用した。

【陶邑窯跡群における堤瓶の変遷】

　提瓶は「扁平な体部の一側面に口頸部を接合し、肩

に吊り手をもった器形」で、「本来水筒のように紐で

ぶらさげて用いる携帯用の容器であり」、その多くは

葬祭供献用土器とされる（田辺昭三、 ）。

　陶邑窯跡群では、提瓶は田辺編年Ⅱ期（MT 型式

～ TK 型式）の存続期間中にのみ含まれるとされ

てきたが（田辺昭三、 ・ ）、陶邑窯跡群高

蔵寺 号窯跡の 年発掘調査の結果、田辺編年

Ⅰ期の 型式目にあたる 世紀前半頃の TK 型式

より出現することが明かとなった（大阪府教育委員会、

；佐藤隆、 a）。そして、 世紀第 四半期

頃の佐藤隆編年Ⅲ古段階 田辺編年Ⅱ期MT 型式

より堤瓶が一般化し、 世紀中頃～ 世紀第 四半

期頃の佐藤隆編年Ⅳ新段階 田辺編年Ⅲ期 TK 型

式まで含まれ、これ以降はみられなくなる（佐藤隆、

・ ・ a・ b；第 図）。

　この陶邑窯跡群の変遷過程における堤瓶について以

下のように型式分類を行い（第 図）、その変遷過程

をみた上で、田屋場 SP 横穴墓出土の堤瓶の年

代的位置付けを行うことにする。

　 類：肩部に環状の吊り手のつくもの。

　　 類：口頸部が外反し、突帯縁となるもの。

　　 類：口頸部が漏斗状となるもの。

　 類：肩部に鈎形の吊り手のつくもの。

　　 類：口頸部が外反し、突帯縁となるもの。

　　 類：口頸部が漏斗状となるもの。

　堤瓶の出現当初、田辺編年Ⅰ期 TK 型式では

A 類のみだが（第 図 ）、堤瓶が一般的となる

世紀第 四半期頃の佐藤隆編年Ⅲ古段階 田辺編年

MT 型式から 世紀中葉頃の佐藤隆編年Ⅲ中段階

田辺編年 TK 型式では、A ・B 類が共存する

ものの、A ・B 類は認められない（第 図 ～

）。次の 世紀後葉～末頃の佐藤隆編年Ⅲ新段階

田辺編年 TK （MT ）型式では A ・A ・B ・

B 類が出揃い（第 図 ～ ）、その次の 世紀

末～ 世紀第 四半期頃の佐藤隆編年Ⅳ古段階 田辺

編年 TK 型式では A ・B 類が消失し、A ・

B 類のみとなる（第 図 ～ ）。最終段階の

世紀中頃～ 世紀第 四半期頃の佐藤隆編年Ⅳ新段階

田辺編年 TK 型式では B 類のみとなる（第

図 ）。

　以上のことから、堤瓶は A類が最初に出現し、次

いで A・B類が共存する段階から A類が消滅して B類

のみとなること、口頸部形態は 類が最初に出現して、

類の出現が後出で、 類・ 類の共存する時期を経

てから 類のみとなることが窺える。

　また、A類の環状の吊り手は斜め上方に大きく張り

出し、環の孔径の大きいものから、次第に吊り手が斜

め上方ではなく横方向に張り出して環の孔径も小さく

なる型式変化も窺える（第 図）。B類の鉤状の吊り

手も次第に小さくなり、ボタン状となるものも出現し

ている（第 図 ）。

　なお、こうした吊り手や口頸部の変化については、

すでに田辺昭三氏が「吊り手は、まず鉤形にはじまり、

次いで環状となり、その後次第に退化して最終的には

円形浮文などの単なる飾りと化すのが一般的である」、

「基本的には、外反する口頸部をもつものは古く、漏
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第 図　田屋場 SP 横穴墓、山王遺跡出土の提瓶と陶邑窯跡群出土の提瓶との比較
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斗状の単純な口頸部のものは新しい」、「初源期の提瓶

は体部の膨らみが大きく、球形に近い。吊り手も鉤状、

環状の別なく実用に耐え得る程しっかりしている」と

指摘されている（田辺昭三、 、p. ）。陶邑窯

跡群高蔵寺 号窯跡の発掘調査の結果、環状の吊り

手が古いことが明らかとなったが（大阪府教育委員会、

；佐藤隆、 a）、その後の吊り手や口頸部の

型式変化は田辺昭三氏の指摘の通りである。

　地方窯においては吊り手の退化形態を示す円形浮文

すらない同様の器形の提瓶も生産されており、宮城県

内でも吊り手のない提瓶も認められる（註 ）。陶邑窯跡

群での提瓶の型式変化からみて、提瓶の変遷過程にお

ける末期に位置付けられるものと思われる。

　提瓶は吊り手以外には装飾的要素に乏しく、A 類・

B 類の口頸部に平行沈線が施される例が散見される

（第 図 ・ ・ ・ ）。山王遺跡出土の提瓶 B

類（第 図 ）の口頸部にも平行沈線が施されてお

り、共通性が認められる。

【田屋場 SP 横穴墓出土堤瓶の対比】

　田屋場 SP 横穴墓出土の堤瓶は、鉤状の吊り

手が小さい B 類（第 図 ）である。田屋場横穴

墓群の造営集団とみられる山王遺跡出土の堤瓶は、環

状の孔径が小さい A 類（第 図 ）と鉤状の吊り

手が小さい B 類（第 図 ）である。前述の陶邑

窯跡群における堤瓶の変遷と山王遺跡出土の堤瓶か

らみて、田屋場 SP 横穴墓出土の堤瓶は、 世

紀後葉～末頃の佐藤隆編年Ⅲ新段階 田辺編年 TK

（MT ）型式から 世紀第 四半期～ 世紀中頃の

佐藤隆編年Ⅳ中段階 田辺編年 TK 型式にかけて

のものであるとみなせる（註 ）。

第 図　田屋場 SP 横穴墓、山王・市川橋遺跡出土の広口短頸壺の比較
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　田屋場横穴墓群の造営集団は、西に近接する山王・

市川橋遺跡の古墳時代後期（住社式～栗囲式期）の集

落跡の居住集団とみられる。この集落跡は須恵器の

諸特徴が佐藤隆編年の陶邑Ⅳ古段階（ 型式）

～陶邑Ⅳ中段階（ 型式）に相当するとみら

れることから、 世紀後半頃～ 世紀前半頃に位置付

けられる（柳澤和明、 a・ ）。

　田屋場 SP 横穴墓出土の須恵器堤瓶の年代幅も

これに近似しており、田屋場横穴墓群の造営集団が山

王・市川橋遺跡の居住集団であることを裏付けている。

【田屋場 SP 横穴墓出土の広口短頸壺の対比】

　田屋場 SP 横穴墓出土の広口短頸壺は、口頸

部がやや長いものの、隣接する山王・市川橋遺跡出土

の有蓋短頸壺に類例がある（第 図）。

　山王・市川橋遺跡出土の有蓋短頸壺は、法量に大（第

図 ・ ）・中（第 図 ）・小（第 図 ・ ・ ・

）の区別があり、いずれも丸底である。

　田屋場 SP 横穴墓出土の広口壷（第 図 ）は、

口縁部がやや長く、外に開く点でやや異なるものの、

中型品（第 図 ）と法量が近似する。このことも田

屋場横穴墓群の造営集団が山王・市川橋遺跡の居住集

団であることを裏付けている。

（ ）SP 横穴墓出土平瓶の検討

　多賀城跡第 次調査の報告では、SP 横穴墓

出土の平瓶（第 図 ）を 世紀後葉～ 世紀前葉頃

と考え、田屋場横穴墓群の造営年代をこの頃のものと

している（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）。

　その後、都城土器編年と対比させた猿投窯跡群編年

（尾野善裕、 ・ ；金田明大・池田裕英、

など）もさらに詳細に検討され、都城の基準資料に含

まれる平瓶の出土例が増えてきたこと（古代の土器研

究会編、 など）により、この平瓶についても年

代的位置付けをより明確に行えるようになってきた。

【猿投・尾北窯跡群、都城出土の平瓶集成】

　猿投窯編年については、相対編年には楢崎編年（楢

崎彰一、 ）、実年代の比定には齊籐編年（齊籐孝正、

）、尾野編年（尾野善裕、 ・ ）を用い、

都城の編年については古代の土器研究会による編年案

（古代の土器研究会編、 ）を用いた。そしてこれ

をベースとして、都城での猿投窯製品の出土例より都

城土器編年と猿投窯編年を対比された金田明大・池田

裕英氏の検討結果（金田明大・池田裕英、 ）を

参考にしながら、 世紀後葉～ 世紀代の猿投・尾北

窯跡群、都城出土の主な平瓶について集成・分類し、

その変遷を検討した（第 ～ 図）。

　平瓶については、陶邑窯跡群においては田辺編年Ⅱ

期最終段階の TK 型式よりわずか出現し、その後、

田辺編年Ⅲ・Ⅳ期を通じて含まれるとされてきた（田

辺昭三、 ・ ）。最近の佐藤隆編年でも、

世紀第 四半期頃の陶邑Ⅳ中段階 TK 型式より

堤瓶が減少するとともに平瓶が現れ、次第に増加する

とされている（佐藤隆、 ）。

　平瓶は猿投窯跡群では 世紀後葉頃の岩崎 号窯

式期より出現し、 世紀後半の黒笹 号窯式期まで

含まれている（第 図）。

　第 ・ 図に示した平瓶を分類すると、以下のよ

うになる。

　 類：丸底で高台・提梁が付かないもの。胴部は球

胴で、胴部中央から上部にかけて稜となるが、稜

線はあまり鋭くない。大型品（A 類）と小型品

（A 類）がある。

　 類：平底または平底気味で、底径が小さく、高台・

提梁の付かないもの。胴部は膨らむが、湾曲はあ

まり強くない。胴部中央から上部にかけて鋭い稜

となる。大型品（B 類）と小型品（B 類）がある。

　 類：平底または平底気味で、底径が大きく、高

台・提梁が付かないもの。胴下部は直線的で、胴

上部との境は明瞭な稜線となる。大型品（

類）と小型品（ 類）がある。

　 類：平底または平底気味で、底径が大きく、提梁

が付き、高台の付かないもの。胴下部は直線的で、

胴上部との境は明瞭な稜線となる。大型品（

類）と小型品（ 類）がある。

　 類：平底または平底気味で、底径が大きく、提梁

と高台が付くもの。胴下部は直線的で、胴上部と

の境は明瞭な稜線となる。大型品（ 類）と小

型品（ 類）がある。

　 類：平底で底径が大きく、提梁と三足脚が付くも

の。胴下部は直線的で、胴上部との境は明瞭な稜

線となる。小型品（ 類）のみがある。
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第 図　平瓶集成（ ） 猿投・尾北窯跡群
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第 図　平瓶集成（ ） 都城の基準土器群
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第 図　猿投窯跡群における平瓶の変遷
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第 図　都城の基準土器群に含まれる平瓶の変遷
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　これら各類の平瓶の変遷を第 ・ 図よりみると、

以下のようになる。

①平瓶は 世紀中頃に A類、やや遅れて 世紀後葉

頃に平底の B・ 類が出現する。提梁の付く無高台

の 類は、都城では ～ 年頃の飛鳥Ⅴ（平

城宮Ⅰ）より出現し、猿投窯跡群ではこれよりやや

遅れた 年前後の高蔵寺 号窯式期に出現する。

そして、提梁・高台の付く 類は、都城では 世

紀中頃の平城宮Ⅳ（ ～ 年代）より出現し、

猿投窯跡群ではこれとほぼ同じ頃の鳴海 号窯式

期より出現する。

　　なお、西弘海氏は提梁の付く平瓶が平城宮Ⅰより

少例出現し、平城宮Ⅳ以降に一般化すること、高

台の付く平瓶が平城宮Ⅳに出現し、平城宮Ⅴに一

般化することを指摘され（西弘海、 ）、巽淳一

郎・金田明大氏も同様に指摘されている（巽淳一郎、

；金田明大、 ）。

② A類は都城では飛鳥Ⅱ～平城宮Ⅱまで、猿投窯跡群

では東山 号窯式～岩崎 号窯式まで存続する。

③ B類は都城では飛鳥Ⅳ～飛鳥Ⅴまで存続する。猿

投窯跡群では岩崎 号窯式に含まれ、前後の窯式

には含まれていない。

④ 類は都城では飛鳥Ⅳ～平城宮Ⅳ・Ⅴまで存続する。

猿投窯跡群では高蔵寺 号窯式にのみ含まれ、その

後の窯式では提梁の付く ・ 類が主流となるよう

である。

⑤提梁の付く無高台の 類は都城では飛鳥Ⅴ（平城宮

Ⅰ）～平城宮Ⅵ（長岡京期）まで存続する。猿投窯

跡群では折戸 号窯式に含まれている。この前の

鳴海 号窯式にも含まれる可能性がある。

⑥提梁・高台の付く 類は都城では平城宮Ⅳ・Ⅴ～平

安京Ⅱ期中まで存続する。猿投窯跡群では鳴海

号窯式から黒笹 号窯式まで含まれる。

⑦ 類はあまり類例のないタイプで、都城では長岡京

期にのみ認められる。掲載報告書では尾野善裕氏の

教示により猿投窯製品と認定している（向日市埋蔵

文化財センター、 ）。

【宮城県内出土平瓶の集成】

　宮城県内出土の平瓶は、管見の及ぶ限りでは実測図

公表 点、未公表 点、計 点ある（第 ・ 図）。

　内訳は A 類 点、A 類 点、B 類 点、B

類 点、 類 点、 類 点、 類 点、

類 点、 類 点、不明（口頸部～胴上部破片）

点で、不明を除く 点中 B類が 点（ ）、A

類が 点（ ）、と主体を占め、次いで 類が

点（ ）とやや多く、 類が 点（ ）、 類が

点（ ）と少ない（註 ）。

　また、 点中 点（ . ）が横穴墓からの出土で、

葬送儀礼用に用いられているのが大きな特徴となって

いる。それ以外の 点は、角田市住社遺跡内古墳周

溝が 点、利府町郷楽遺跡 号墳が 点、初期城柵兼

名取評家の郡山遺跡Ⅰ期官衙が 点、第 次陸奥国府

兼城柵の郡山遺跡Ⅱ期官衙が 点、郡山遺跡に隣接す

る長町駅東遺跡が 点、城柵官衙遺跡の赤井遺跡が

点、新田柵跡が 点、拠点集落の蔵王町堀ノ内遺跡、

名取市清水遺跡が各 点である。一般集落からの出土

はなく、官衙関連遺跡からの出土が次いで多い。

　宮城県内の湖西産須恵器について検討された佐藤

敏幸・大久保弥生氏の集成（佐藤敏幸・大久保弥生、

）では、このうち 点が取り上げられている。

両氏は湖西窯製品に焦点を当てて検討されたため、実

測図より判断して明かに湖西窯製品とは認められない

平瓶は除外されている。器形や技法からみて、岩沼市

引込 号横穴墓出土平瓶（ ）、仙台市茂ヶ崎横穴墓

群 ・ 号墓出土平瓶（ ・ ）、仙台市大年寺山

・ 号横穴墓出土平瓶（ ・ ）、利府町郷楽遺跡

号墳出土平瓶（ ）、涌谷町追戸横穴墓出土平瓶（

～ ）、大崎市混内山 号横穴墓出土平瓶（ ）も

在地窯製品とみられる。これら 点を在地窯製品に

加えても、平瓶では湖西製品が 点、在地窯製品が

点あり、湖西窯製品がやや卓越しているようであ

る。こうした平瓶の出土傾向は関東地方においてもほ

ぼ同様のようである（鶴間正昭、 ）。

【田屋場 SP 横穴墓出土の平瓶の位置付け】

　田屋場 SP 横穴墓出土の平瓶（第 図 ；第

図右上；第 図 ）は、 類に相当する。宮城

県内で出土した 類は本例のみである。大多数の県

内出土平瓶が提梁と高台を持たない 世紀後半代のも

のであるのに対し、明らかに後出である。そのあり方

は器形や所属年代の点からみて異質である。胎土は緻
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第 図　宮城県内出土の平瓶集成（ ）
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密で、小さな砂粒を少量含む。作りは丁寧で、器壁も

薄い。焼成も良好である。胎土・焼成は猿投窯製品と

共通し、猿投窯製品の鳴海 号窯式期、折戸 号

窯式期の提梁・高台の付く法量の小さな 類と法量・

器形が共通する。

　周知のように、 ～ ・ 世紀代に製品を広域に流

通させた巨大な窯跡群には、大阪府陶邑窯跡群、岐阜

県美濃須衛窯跡群、愛知県猿投窯跡群、静岡県湖西窯

跡群が知られている。これらの窯跡群における前述の

各類の平瓶の生産状況を概観すると、表 のようにな

る（註 ）。

　平瓶各類を生産しているのは猿投窯跡群のみで、湖

西窯跡群では 類は生産されず、田屋場横穴墓群出土

と同様の 類を生産したのは猿投窯跡群のみである

ことに注目したい。このタイプの平瓶の出土例は宮城

県内では本例のみで、在地窯で焼成していたとは考え

にくい。 世紀代の須恵器窯は多く調査されているに

もかかわらず、宮城県内の窯で平瓶は生産されていな

いようである（註 ）。

　以上より、この平瓶は猿投窯製品とみられる。

　また、前述の都城と猿投窯跡群での出土例からみて、

田屋場 SP 横穴墓出土の平瓶は 年頃よりも

古く位置付けることはできない。

　①田屋場 S 横穴墓は多賀城跡 SF 外郭

南辺築地塀跡の SX 基礎整地に覆われること、

②多賀城跡 SX 基礎整地に多賀城跡政庁第Ⅰ

期〔神亀元年（ ）～天平宝字 年（ ）〕の平

瓦・丸瓦を含むこと（第 図 ～ ）、③多賀城跡

第 図　宮城県内出土の平瓶集成（ ）

表 　広域流通窯跡群における平瓶生産状況
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SF 外郭南辺築地塀跡は宝亀 年（ ）の伊治

公呰麻呂の乱による火災で焼失しており、火災前に一

度修復されていること（宮城県多賀城跡調査研究所、

・ ）から、SP 横穴墓出土の平瓶の下

限年代を多賀城跡政庁第Ⅱ期の開始年代である天平宝

字 年（ ）に位置付けることができる。

　以上のことから、この田屋場 SP 横穴墓出土

の平瓶は、 年頃～天平宝字 年（ ）の間、猿

投窯跡群の鳴海 号窯式期、都城の平城宮Ⅳに位置

付けることができる。

（ ）SP ・ 横穴墓出土土師器坏・埦の検討

　SP 横穴墓からは土師器坏が 点（第 図 ～

）、土師器埦が 点（第 図 ～ ）、SP

横穴墓からは土師器坏が 点（第 図 ・ ）出土した。

SP 横穴墓出土の土師器坏は特徴が SP 横穴

墓出土のものと類似しているので、以下、一括して検

討する（第 図）。

　土師器坏はいずれも非ロクロ調整で内面がヘラミガ

キ後に黒色処理された内黒有段丸底坏（ ・ ・ ・

）や内黒丸底坏（ ・ ・ ・ ）で、口径 cm前

後の小型の有段丸底坏（ ・ 、以下坏 a類と呼ぶ）、

丸底坏（ ・ 、以下坏 b類と呼ぶ）と口径 . ～

. cmの有段丸底坏（ ・ 、以下坏 a類と呼ぶ）、

丸底坏（ ・ 、以下坏 b類と呼ぶ）とがある。体部外

面の段や稜のあるものはやや少なく（ ・ ・ ）、ない

ものの方が多い（ ・ ・ ・ ・ ）。そして、外面の

段や稜のあるものでも内面にはあまり明瞭な段は認めら

れない。また外面の調整は口縁部をヨコナデし、体下半

部をヘラケズリした後に粗くヘラミガキするものが多い。

　土師器埦は非ロクロ調整の平底のもので、内黒のも

の（ ・ ）と両面がヘラミガキ後に黒色処理された

両黒のもの（ ）とがある。体部から口縁部の立ち上

がり方には、体部があまり膨らまずにやや大きく外傾

するもの（ ）と体部がやや強く膨らんで体上部から

口縁部が直立気味に立ち上がるもの（ ・ ）とが

ある。内黒埦の外面は口縁部をヨコナデしてからそれ

以下をヘラケズリし、さらに軽くヘラミガキしている。

　こうした特徴を持ち、器形や法量の類似する土師器

坏・埦が含まれ、かつ年代をある程度限定できる土器

には、以下のものがある（第 図）。

①仙台市郡山遺跡Ⅱ A期官衙 SD 南辺区画大溝、

SI ・ 竪穴住居跡、SD ・ 溝出土土

器（ ～ ；仙台市教育委員会、 ）････多

賀城創建前の第 次陸奥国府兼初期城柵。 年

代前半～ 世紀初頭頃。

②多賀城跡第 次 SI 竪穴住居跡出土土器（第 

図 ・ ・ 、第 図；宮城県多賀城跡調

査研究所、 ）‥ 多賀城跡政庁第Ⅰ期〔神亀

元年（ ）～天平宝字 年（ ）〕に造営され

た奈良時代外郭東門の造営直前に埋め戻された 世

紀前葉頃の竪穴住居跡。

③多賀城市山王遺跡第 次 SD B 区画溝下層出土

土器（第 図 ・ ・ ・ 、第 図；多賀

城市教育委員会、 ） 紙背が百済王敬福関

連の第 号漆紙文書〔第 図、天平 年（ ）

～天平勝宝元年（ ）〕と共伴（註 ）。

④多賀城市山王遺跡第 次 SD B 区画溝下層出土

土器（ ；多賀城市教育委員会、 ） 紙背

が百済王敬福関連の第 号漆紙文書〔第 図、天

平 年（ ）～天平勝宝元年（ ）〕と同一層準。

⑤多賀城市山王遺跡第 次SK 土壙出土土器（第

図 、第 図；多賀城市教育委員会、 ）

表が養老 年（ ）以前の計帳様文書、紙背

が国司借賃制〔天平 年（ ）廃止〕関連文書

の漆紙文書が付着する 世紀前葉頃の土器。

　これらは、 年代前半～ 世紀初頭頃の①郡山

遺跡Ⅱ A期官衙出土土器と②～⑤の多賀城跡政庁第

Ⅰ期〔神亀元年（ ）～天平宝字 年（ ）〕に

ほぼ相当する 世紀前半頃の土器に大別され、遺跡や

共伴する文字資料からみて前者から後者への変遷が明

らかである。

　これらのうち、田屋場 SP ・ 横穴墓出土

土師器坏・埦と類似する土師器坏・埦を抽出し、田屋

場 SP ・ 横穴墓出土土師器坏・埦と対比させ、

第 図に図示した。

　なお、最近では村田晃一氏が宮城県中部～南部にお

ける 世紀～ 世紀の土器の変遷を詳細に検討されて

いる（村田晃一、 ）。この村田編年では、①は第

段階、栗囲式の最終段階、②～⑤は第 ・ 段階、

国分寺下層式に位置付けられている。
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第 図　田屋場横穴墓群出土の非ロクロ土師器坏・埦の比較
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第 図　山王遺跡八幡地区 SD B区画溝下層出土土器
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第 図　多賀城跡第 次 SI 竪穴住居跡出土土器

第 図　山王遺跡八幡地区 SD B区画溝跡下層
出土の第 号漆紙文書  　　　

第 図　山王遺跡 SK 土壙出土非ロクロ
土師器有段丸底坏 　　　
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　田屋場横穴墓出土の土師器坏 a・ b 類は、①に

やや多く認められるが、②～⑤には認められない。ま

た、田屋場横穴墓出土の土師器坏 a・ b 類は、①

と②～⑤の両者に認められる。村田晃一氏は小型坏が

第 段階に平底・平底風の坏 以外には認められなく

なると指摘されている（村田晃一、 ）。

　以上より、田屋場横穴墓出土の土師器坏・埦の年代

幅は、 年代前半頃～ 世紀前半頃に位置付けられ、

田屋場 SP 横穴墓出土の須恵器平瓶よりみた年

代幅よりも大きくなっている。最も古くみれば、郡山

遺跡Ⅱ A期官衙期の 年代前半～ 世紀初頭頃に

みることも可能である。

　しかし前述したように、これら土師器坏・埦は須恵

器平瓶と共伴関係にあること、下限年代が 世紀前半

頃であること、田屋場横穴墓群の造営集団とみられる

山王・市川橋遺跡の終末年代が 世紀中頃でもやや新

しい頃（ 年代末頃）とみられること（柳澤和明、

a）から、これら土師器坏・埦も 年頃～天

平宝字 年（ ）の間に位置付けられた須恵器平瓶

の年代幅に近い時期のものと考えられる。

．田屋場横穴墓群からみた多賀城跡 SF 外郭南

辺築地塀跡の造営年代

　これまでの検討結果より、田屋場横穴墓群出土土器

は以下の つに大別される。

　① SP 横穴墓玄室内出土土器（第 図 ・ ）

　② SP 横穴墓羨道床面、 層上面出土土器（第

図 ・ ・ ）、SP 横穴墓 層上面出土

土器（第 図 ～ ）

　①は田屋場横穴墓群の造営期間中の 世紀末～ 世

紀中頃の古墳時代後期（栗囲式期）の土器で、造営集

団の集落とみられる西隣の多賀城市山王・市川橋遺跡

の拠点的区画集落跡と同時期のものである（註 ）。

　また、②は田屋場横穴墓群の造営期間中の土器で

はなく、 年頃～ 年頃の土器である。そして、

多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営時に発見され

た田屋場横穴墓群の改葬に伴う墓前祭に用いられたも

のと判断される。

　このことは、多賀城跡政庁第Ⅰ期〔神亀元年（ ）

～天平宝字 年（ ）〕の期間中に造営されたと従

来考えられてきた多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の

造営年代（宮城県多賀城跡調査研究所、 ）を考

える上で、重要である。

　多賀城跡外郭南辺区画施設に関わる発掘調査は、宮

城県多賀城跡調査研究所が近年継続的・精力的に実施

してきており、めざましい成果を挙げつつある。

　多賀城跡城前地区南端部を対象とした多賀城跡第

次調査では、SX 政庁 外郭南門間道路跡の

路面上で新たに SB 八脚門跡が検出され、これ

に取り付く区画施設の有無とこの八脚門跡の性格・年

代的位置付けなどの解明が大きな課題となった（宮城

県多賀城跡調査研究所、 ）。

　平成 年度に多賀城跡鴻の池地区を対象として

実施された多賀城跡第 次調査では、この SB

八脚門跡の西側に取り付く外郭区画施設跡（材木塀

の基礎地業）が検出され、政庁第Ⅰ期〔神亀元年

（ ）～天平宝字 年（ ）〕の外郭南辺区画施

設が SF 外郭南辺築地塀跡の北側約 の位置

にあることが判明した（宮城県多賀城跡調査研究所、

・ ；三好秀樹， ）。

　その結果、これまで多賀城跡政庁第Ⅰ期〔神亀元年

（ ）～天平宝字 年（ ）〕の期間中に造営され

たとみられていた SF 外郭南辺築地塀跡と、新た

に検出された外郭区画施設との関係の解明が大きな課

題となってきた。

　この課題については、宮城県多賀城跡調査研究所に

よる今年度末発行の『宮城県多賀城跡調査研究所年報

　多賀城跡』で詳細に検討されるはずである。

　したがって、田屋場 SP 横穴墓出土の平瓶が

年～天平宝字 年（ ）の間に年代的に位置付

けられることから、これまで多賀城跡政庁第Ⅰ期〔神

亀元年（ ）～天平宝字 年（ ）〕の期間中に

造営されたとみられていた SF 外郭南辺築地塀跡

と SB 外郭南門跡については、 年頃よりも新

しく、多賀城跡政庁第Ⅱ期の開始年である天平宝字

年（ ）と同じかこれよりもやや古いとみられる、

と指摘するにとどめたいと思う。

　宮城県多賀城跡調査研究所によるこの課題の解明に

向けた今後の発掘調査の成果に大いに期待したい。本

稿がその解明のための一助になれば幸いである。



―   ―

東北歴史博物館研究紀要 （ . ）

註
註 　古代史学の研究成果によれば、 世紀～ 世紀中頃に
かけて施行された国造制の施行範囲は、仙台平野において
は阿武隈川以南で、第 図に示した 群が北限の国造であ
る曰理国造の支配領域にあたり、 ～ 群は国造制の施行
範囲外で本来的には蝦夷の居住地にあたるとされる（今泉
隆雄、 ；熊谷公男、 ）。この通説にしたがえば、
古墳時代後期における ～ 群の居住集団は蝦夷というこ
とになる。
註 　別稿（柳澤和明、 ）で、山王・市川橋遺跡にお
ける古墳時代後期（住社式～栗囲式期）の拠点的区画集落
跡の様相を総括的に検討した。その結果、本集落跡の居住
集団が倭王権と密接なつながりをもった服属蝦夷であり、
集落の性格はこの服属蝦夷による政治的・軍事的に重要な
拠点的区画集落跡である、という結論にいたった。したがっ
て、田屋場横穴墓群の造営集団はこの服属蝦夷ということ
になる。別稿と本稿は相互に関連する論考なので、詳細は
この別稿を参照されたい。
註 　宮城県内出土の須恵器堤瓶のうち、吊り手のない堤瓶
は、①色麻町色麻古墳群第 ・ ・ ・ ・ 号
墳（宮城県教育委員会、 a・ ・ ）、②大崎
市小野横穴墓群朽木橋支群第 ・ 号墳（宮城県教育委
員会、 b）、③仙台市大年寺山第 号横穴墓（宮城県
教育委員会、 ）などから出土している。

註 　多賀城跡第 次調査の報告では、田屋場 SP 横
穴墓出土の堤瓶を陶邑窯跡群の TK ～ TK 型式に対
比させ、 世紀後葉～ 世紀前葉頃に位置付けている（宮
城県多賀城跡調査研究所、 ）。
註 　県内出土の平瓶のうち、岩沼市長谷寺 D 号横穴墓
出土の子持平瓶（第 図 ）は、全国的に見てきわめ
て類例の少ない特異なものである。類例は広島県三原市御
年代古墳、瀬戸内地方出土品の 例が知られているにすぎ
ない（山田邦和、 ；愛知県陶磁資料館、 ）。長
谷寺横穴墓出土品は子持部の平瓶が 点残存するにすぎな
いが、残存位置が偏ることと完形の類例 点より見て、こ
れら類例と同様に肩部に子持平瓶が 点のるものと推定さ
れる。
　　また、矢本 号横穴墓出土平瓶（第 図 ）は大型
の 類で、肩部に堤瓶の吊り手の退化形態に類似する
個 対のボタン状貼付があり、突帯縁や体下部の叩き整形
など、平瓶にはあまり認められない特徴があり、特異であ
る。東北歴史博物館所蔵の岩沼市二木東 号横穴墓出土品
（第 図 ）にも 個 対のボタン状貼付がある。
註 　各窯跡群における平瓶の生産状況を把握するにあたっ
て、大阪府陶邑窯跡群については中村浩編（ ）、古代
の土器研究会編（ ）など、岐阜県美濃須衛窯跡群、
静岡県湖西窯跡群については齊籐孝正・後藤健一編（ ）
など、猿投窯跡群については齊籐孝正・後藤健一編（ ）
の他、関連各窯報告書を用いた。
註 　陸奥国内で平瓶が生産された須恵器窯の調査例は宮城
県内にはない。福島県内では南相馬市鳥打沢 遺跡 号
須恵器窯跡で平瓶 類が 点出土し、陶邑田辺編年の
TK 型式に対比され、 世紀第 四半期頃に位置付けら

．まとめ

　迂遠で煩雑な論考となったが、以下のようにまとめ

ることができる。

①田屋場横穴墓群の造営年代は、造営集団の集落跡と

みられる多賀城市山王・市川橋遺跡と同様に、 世

紀末頃～ 世紀中頃と考えられる。

②田屋場横穴墓群の羨道前から出土して造営期間中の

墓前祭に伴うものと解釈されてきた土器は、田屋場

横穴墓群の造営期間中の土器ではなく、 年頃

～ 年頃の間の土器であって、多賀城跡 SF

外郭南辺築地塀の造営時に発見された田屋場横穴墓

群の改葬に伴う墓前祭に用いられたものと判断され

る。

③多賀城跡 SF 外郭南辺築地塀の造営年代は、田

屋場 SP 横穴墓羨道中央出土の平瓶が 年

頃～天平宝字 年（ ）頃の間に位置付けられる

ことから、 年頃よりも新しく、多賀城跡政庁

第Ⅱ期の開始年である天平宝字 年（ ）と同じ

かこれよりもやや古いとみられる。
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れている（福島県文化財センター、 ）。
註 　多賀城市山王遺跡第 次 SD B 区画溝跡は、上層
と下層に大別される（多賀城市教育委員会、 ）。上層（遺
物取上層 層）は炭化物や灰を多く含む黄灰色土、下層（遺
物取上層 層）はややスクモ化した黒褐色粘質土で、層相
が大きく異なる。いずれも自然堆積土である。
　　土師器はいずれも非ロクロ調整で、下層からは平底の両
黒・内黒土師器坏（第 図 ・ ・ ）、外面体部に明
瞭な段のない内黒土師器丸底坏（同 ・ ・ ・ ）、外
面体部にわずかな段があり、内面に明瞭な段のない内黒土
師器丸底坏（同 ～ ）、平底ないし平底気味の内黒土師
器埦（同 ～ ）、宝珠形つまみのある両黒土師器蓋（同
）、大型の内黒土師器高坏（同 ）、土師器甕（同 ）、コッ

プ形須恵器坏（同 ）、須恵器坏（同 ・ ）、須恵器甕（同
・ ）などが出土した。上層から出土した土師器も下

層とほぼ同様だが、両黒・内黒土師器盤や口径が大きくや
や器高の低い須恵器坏や須恵器高台坏が含まれる。下層よ
りも層位的に上層であることから、新しい様相を示す可能
性もある。
　　下層出土土器（多賀城市教育委員会、 の第 ・

図）は紙背が百済王敬福関連の第 号漆紙文書〔天平
年（ ）～天平勝宝元年（ ）〕と共伴し、上層出

土土器（多賀城市教育委員会、 の第 ・ 図）は
天平宝字 年（ ）の具注暦の第 号漆紙文書と共伴す
る。
　　多賀城市教育委員会の千葉孝弥・島田敬・相澤清利氏の
御教示により、不明瞭で誤読した論考（吾妻俊典、 ）
もある漆紙文書の出土層位と共伴土器の対比、第 ・
次調査にまたがる SD 溝の土層対比を再確認した。

　　出土土器や共伴した漆紙文書からみて、SD B 区画溝
跡は 世紀前葉頃～ 世紀第 四半期頃に機能したと考え
られる。自然堆積土ということで、時間幅がやや長いもの
の、共伴した漆紙文書はそれぞれ年代の一点を示す。
註 　SX 築地基礎地業出土の須恵器台付長頸壺（第
図 ）も、器形からみて田屋場横穴墓群造営期間中の
世紀末～ 世紀中頃のものとみられる。田屋場横穴墓群を
破壊しながら進められた SF 外郭南辺築地塀の造営時
に混入したものであろう。
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文化財に影響を与える木材揮発成分の効果的な除去方法開発の試みⅡ　― ベイスギを対象に ―

　　　 ．はじめに
　　　 ．除去剤とベイスギ共存下での文化財材質変質促進試験による効果評価
　　　 ．酢酸による密陀僧の変色
　　　 ．除去剤と酢酸共存下での文化財材質変質促進試験による効果評価
　　　 ．まとめ

．はじめに

　博物館や美術館にとって、文化財の安全な保管は

最も重要な責務の一つである。そのためこれらの施

設では、文化財の保存環境を適切に維持管理するこ

とが強く求められる ）。

　保存環境要素は、温度や湿度、光、有害生物など

多岐にわたるが、空気中の汚染物質も非常に重要な

因子である ）。空気汚染物質は、窒素酸化物・硫黄

酸化物などの大気汚染物質、コンクリートからのア

ルカリ因子、収蔵庫や展示ケースの内装材・接着剤・

塗料などから放出される酢酸やホルムアルデヒドな

どの酸性因子や種々の揮発性有機物（VOC）など多

様である ）。

　日本の博物館では、高い調湿性が期待されるなど

の理由から、収蔵庫の内装材や展示ケースに木材

が用いられることが多い。ところがある種の木材

VOC は、金属や顔料などいくつかの文化財材質を

変質させる場合がある ）。

　ケミカルフィルター（CF）による除去はその対

応策の一つであるが、木材の種類によって、有効な

除去剤が異なる可能性が高い。膨大な物質群の中か

ら効果的な除去剤を選定する場合、実際に CF に除

去剤候補物質を担持して効果を評価するには多くの

コストと時間を要する。そこで筆者らは、候補物質

を絞り込むための予備調査法について検討してき

た - ）。本報告は、ベイスギ（Thuja plicata  D. Don,

収蔵材料として多用される樹種の一つ）を対象に、

炭酸カリウム（K CO ）と過マンガン酸カリウム

（KMnO ）について除去効果を評価し、本予備調査

法の有用性と課題について示したものである。

　なお文中では、文化財材質に影響を与える可能性

のある物質を ｢汚染因子 ｣、VOCを低減させる目的

で用いた物質を ｢除去剤 ｣と表現した。

．除去剤とベイスギ共存下での文化財材質変質促

進試験による効果評価

. 　実験

　除去剤として、炭酸カリウム（K CO ）と過マン

ガン酸カリウム（KMnO ）を用いた（いずれも特

級試薬、関東化学）。材質試験片は、密陀僧および

鉛白（いずれも主成分に相当する特級試薬、関東

化学、密陀僧 =PbO、鉛白 = PbCO ･ Pb（OH））を

X線回折用スライドガラスのくぼみ（

. mm または . mm）に直接埋め込

んだもの（以下文中では、便宜的に顔料名で表記

する）、シリコンゴム（シリコン、 . cm、

ベイスギ VOC やその汚染因子の一つと考えている

ヒノキチオールで顕著に変色し、鉄、銅、鉛白、緑

青などと類似した変質挙動を示す）を用いた。 

　密閉容器（ cm ）に、ベイスギ試験片（

cm）、材質試験片、蒸留水（ cm ）を入れた

サンプル管、除去剤（ g）を入れ、恒温槽（DK 、

文化財に影響を与える木材揮発成分の効果的な除去方法開発の試みⅡ
― ベイスギを対象に ―

及　川　　　規（東北歴史博物館）
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ヤマト科学） 中、 で 日間放置し変化を観察

した（除去剤を入れない系を対照とした）。

　それぞれの変質生成物の中で、測定可能なもの

について、X 線回折分析（XRD、D DISCOVER、

Bruker AXS、Co 管球、 kV、 mA、 = - 度、

コリメータ径 = . mm）、フーリエ変換赤外分光分

析（FTIR、Spectrum One、Perkin Elmer、波長領

域 - cm- 、KBr 錠剤法）などを行った。

. 　結果と考察

　目視による結果を表 、図 に示した。密陀僧で

は、KMnO 系と対照で黄灰色変の類似した変色傾

向を示したが、K CO 系では黄黒灰色変を示し、著

しい暗色化が認められた。

　鉛白では、K CO 系ではほとんど変化が認められ

なかったが、KMnO 系と対照では黄色に変化した。

変色の度合いは対照の方が大きかった。

　シリコンでは、K CO 系でわずかに、KMnO 系

と対照では著しく、褐色に変化した。変色の度合い

は、対照の方が KMnO 系より大きく、鉛白と類似

の変色傾向を示した。

　変色の度合で除去剤の有効性を評価すると、密

陀僧では KMnO  > K CO 、鉛白・シリコンでは

K CO  > KMnO と判定され、変質評価モニター（以

下、モニター）として用いた材質試験片の種類によっ

て、効果の判定が逆転する結果となった。

　そこでXRDによる生成変質物の分析を行った。

　密陀僧（図 ）では、標準サンプル（以下、標準）

に比較して、対照で a・cのピークの相対的な増大（以

下、単に増大と表現する）が認められ、何らかの

変質物の生成を示唆した。K CO 系では a、KMnO

系では a・b・c・d などでピークの増大が認められ

た。標準からの差という観点からは、KMnO 系で、

図 　除去剤共存下でのベイスギ VOCによる変質。M=密陀
僧、E= 鉛白、S= シリコン；それぞれ左から標準（Stn）、炭
酸カリウム共存系、過マンガン酸カリウム共存系、対照（除
去剤なし、Nt）

図 　ベイスギ揮発成分により変質した密陀僧の XRD スペ
クトル。M/Stn= 標準、M/W/K CO = 炭酸カリウム共存系、
M/W/KMnO = 過マンガン酸カリウム共存系、M/W/Nt= 対
照（除去剤なし）
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K CO 系より変質の度合いが大きいことが推定され

た。

　鉛白（図 ）では、対照で a・b にピークの増大

が認められたが、 系と KMnO 系いずれの場

合も、標準との大きな差異は認められなかった。

　シリコン（図 ）では、対照で a付近、 系

で b付近にわずかな増大を検出したが標準と大き

な差異は認められなかった。

　FTIR 分析では、装置の都合上、KBr 法しか行えず、

有意な結果は得られなかった（図 ）。今後、ATR

法等を試みたいと考えている。

　密陀僧による除去効果評価は、目視では、

KMnO  > だが、XRD ではその逆と判定され

た。これまでの結果とあわせて総合的に判断して、

ベイスギ VOCに対する有効性は 系の方が大

きいと結論された。

図 　ベイスギ揮発成分により変質した鉛白の XRD スペク
トル。E/Stn= 標準、E/W/K CO = 炭酸カリウム共存系、E/
W/KMnO = 過マンガン酸カリウム共存系、E/W/Nt= 対照（除
去剤なし）

図 　ベイスギ揮発成分により変質したシリコンの XRD ス
ペクトル。S/Stn= 標準、S/W/K CO = 炭酸カリウム共存系、
S/W/KMnO = 過マンガン酸カリウム共存系、S/W/Nt= 対照
（除去剤なし）

図 　ベイスギ揮発成分により変質した密陀僧の FT-IR スペ
クトル。M/Stn= 標準、M/W/Nt= 対照（除去剤なし）
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．酢酸による密陀僧の変色

　密陀僧で目視上 の除去効果が小さいと判

定される結果が得られた理由について、変質生成物

の色に着目して検討した。これまで行っていた別の

調査で、密陀僧に対するベイスギ VOC 中の汚染因

子の一つとして酢酸が推定されている ）。そこで、

酢酸による密陀僧の変色について、量的関係を含め

調査した。

. 　実験

　恒温槽や材料などは と同じものを用いた。

　密閉容器（ cm ）に、酢酸（ 、 、 L）

を入れたサンプル管と密陀僧試験片を入れ、恒温槽

中 で 日間放置し、変化を観察した。

. 　結果と考察

　目視による結果を表 、図 に示した。酢酸量

が Lの場合では、白色の変質物の量が多く標

準の色調と近くなり、黄灰色に変色した酢酸 ・

の場合よりも、目視上は、変色の度合いが小

さいと判断される結果となった。また、本検体を

週間室温下で空気中に放置した結果、 系、

系で著しい変色の進行（濃・暗色化）が認め

られた。

　酢酸が少量の場合、なぜそのような変化を示すか

については、結論を得ていない。空気中に存在する

他の成分、例えば、ホルムアルデヒドや二酸化炭素

などの影響で、黒～褐色の変質物を生成している可

能性もあるが、詳しい反応機構、変色発現条件等の

検討は今後の課題である。もしこの著しい変色が、

微量の酢酸に起因するとすれば、密陀僧モニターは、

簡便な酢酸検知法としての活用も期待される。

．除去剤と酢酸共存下での文化財材質変質促進試

験による効果評価

　 と KMnO の酢酸除去能について、密陀僧

をモニターにした場合の、目視と XRD による評価

を比較した。

. 　実験

　恒温槽や XRD などの機器や材料は と同じもの

を用いた。

　密閉容器（ cm ）に、酢酸（ ）を入れ

たサンプル管、密陀僧試験片、除去剤（ と同じ、

g）を入れ、恒温槽中 で 日間放置し、変化

を観察した（除去剤を入れない系を対照とした）。

さらに各変質生成物の XRD 分析を行った（分析条

件は同じ）。

. 　結果と考察

　 系では大きな変色は認められなかったが、

KMnO 系と対照で黄灰白変した。変色度合いは対

照の方が大きかった（表 ）。 

　XRD では、 系は標準の密陀僧と顕著な差

異は認められなかったが、KMnO 系・対照では標

準と異なるピークを検出した。標準からの乖離の程

度は KMnO 系の方が対照より著しく大きかった。

このことから、酢酸除去能は   KMnO  と

判断された（図 ）。

　XRDで、対照より KMnO 系の方が変質の度合い

が大きいという、通常予想されるものとは逆の結果

が示された。その理由について、今後詳しく検討す

る必要があると考えている。

．まとめ

　本調査の範囲内では、ベイスギ VOC・酢酸に対

図 　酢酸による密陀僧の変色。酢酸量との関係と経時変化。
Stn= 標準、 ･ ･ = 酢酸量（ L）
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図 　酢酸により変質した密陀僧の XRD スペクトル。
M/Stn= 標準、M/A/K CO = 炭酸カリウム共存系、M/A/
KMnO = 過マンガン酸カリウム共存系、M/A/Nt= 対照（除
去剤なし）

しては、 の方が KMnO より有効であると結

論された。ただこれは、密閉容器中、高温高湿下で

の実験であるため、現実の環境下では起こらない変

質が生じている可能性がある。さらに、たとえば

は、酸性物質と反応し、二酸化炭素（高濃

度の場合、鉛丹や密陀僧など鉛系顔料の黒色化の原

因である可能性が指摘されている - ））を発生する

場合があり、一方、KMnO は、酢酸除去能は小さ

いものの、文化財汚染因子として重要なホルムアル

デヒド ） （ベイスギ VOC にも含まれているが、影

響の程度については未検討 ））や窒素酸化物・硫

黄酸化物の除去に実績があるなど、一長一短がある。

本法による評価は、ベイスギ VOC 除去能以外の特

性については考慮していない中での結果である。実

際の CF 選定においては、複数の除去剤の併用とい

う視点も含めて、種々の要素を総合的に判断する必

要があると考えている。

　本調査法は、モニターの変色の度合いで除去剤の

効果を評価するという、非常に簡便な方法である反

面、中には、密陀僧のように、目視上では変化が小

さくても、実は大きな変質が発生している場合があ

り、判断を誤る可能性があるという問題点を含むこ

とが示された。対応策として、モニターは、当該収

蔵空間の汚染因子の種類と量に適したものを、複数

種類用いることが考えられる。ベイスギ VOC に対

しては、これまでの調査結果から、鉛白やシリコン

がモニターとして活用できることがわかっていたた

めそれを用いたが、収蔵材料によって汚染因子は異

なるので、これらが常にモニターとして適切とは限

らない。

　当該収蔵空間中の汚染因子の特定および有効な除

去剤の選定の、より迅速かつ直接的な方法の確立が

急がれるべき今後の重要な課題の一つと考える。
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加美町東山官衙遺跡出土のナイフ形石器について

．はじめに

　ここで紹介する旧石器は、宮城県北西部の加美町

に所在する東山官衙遺跡（国史跡）において、平成

年度（ 年）：第 次調査の際に出土した珪

質頁岩製のナイフ形石器である。わずか 点のみの

出土であるが、当館に保管されている資料（未報告）

でもあるので、今回、石器の実測図・写真とともに

紹介することにした。　

．出土地の概要

　東山官衙遺跡は、宮城県北部に広がる大崎平野の

西端に位置し、地形的には奥羽山脈から分岐して南

東に延びる丘陵末端の台地上に立地している（図

）。この台地は、南が鳴瀬川の支流である田川に

よって形成された沖積地に面し、西・北・東は沢に

よって画されており、わずかに北東部で背後の丘

陵に接続するが、やや独立丘陵状の地形を呈する。

台地上は標高 、南側の沖積地との比高差は約

で、東西 、南北 ほどの平坦面

となっている。南から台地中央部にかけては小さな

沢が入り込み、台地南半部を東西に分断している（宮

城県多賀城跡調査研究所 ）。

　図 に示したように、同じ加美町にはナイフ形

石器が出土した薬莱原№ 遺跡（加美町教育委員

会 ）をはじめとする旧石器遺跡が分布する薬

莱山麓遺跡群（ ～ ）があり、東山官衙遺跡（ ）

はここから東北東へ約 kmの地点になる。

加美町東山官衙遺跡出土のナイフ形石器について

佐久間　光　平（東北歴史博物館）

図 　東山官衙遺跡の位置

資料紹介
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．出土の経緯

　東山官衙遺跡は、古代陸奥国賀美郡家跡と推定さ

れている遺跡であり、昭和 年度から平成 年度

まで、宮城県多賀城跡調査研究所と旧宮崎町（現加

美町）教育委員会によって 次にわたって継続的

に発掘調査がなされた。本資料は、宮城県多賀城

跡調査研究所が平成 年度に第 次調査として郡

庁院地区を調査した際に、 区の肘折軽石層

（Hj-o： . ～ . 万年前）下位の黄褐色土層から出

土したものである。

．石器の特徴と所属時期

  石材は、暗灰褐色を呈する緻密な珪質頁岩。ほぼ

完形品ではあるが、基部が若干と先端部がごくわず

かに欠損している。残存長： . cm、幅： . cm、厚さ：

. cmである。細身の石刃を素材とし、石刃の打面

側を基部にしている。ブランティング加工は、基部

の両側縁と先端部の右側縁に施されている（図 ・

写真 ）。肉眼で見る限り、縁辺の微細な剥離痕な

どは観察されない。

　本資料の石材である珪質頁岩は、県内での採取

が難しく日本海側産の可能性が高いが、こうした

石材（あるいは同質の珪化凝灰岩）を利用したナ

イフ形石器群として、県内では加美町薬莱原№

遺跡や仙台市上ノ原山遺跡Ⅳ区（仙台市教育委員

会 ）、名取市野田山遺跡（名取市教育委員会 

）などがある。当遺跡から近い薬莱原№

遺跡のナイフ形石器（ 点）はいずれも先端部が欠

損しているが、素材や加工の特徴から本資料と同様

の形態のものとみられる。上ノ原山遺跡や野田山遺

跡でも、同じように珪質頁岩製の石刃を素材として、

基部の両側縁と先端部の一側縁にブランティング加

工を施したナイフ形石器を組成している。いずれの

石器群も、時期的には後期旧石器時代後半期に位置

づけられている（佐久間・小野 ）。本資料も

これらの石器群とほぼ同時期のものであろう。

．おわりに

　小稿の作成に当たり、宮城県多賀城跡調査研究所

からは当時の発掘調査や記録類についてご教示をい

ただきました。末筆になりますが、記して深謝いた

します。

図 　ナイフ形石器の実測図 写真 　ナイフ形石器の写真

（S= / ）
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仙台市教育委員会   『上ノ原山遺跡』仙台市文化財調査
報告書第 集

名取市教育委員会   『野田山遺跡』名取市文化財調査報
告書第 集
宮城県多賀城跡調査研究所   『東山遺跡Ⅶ』多賀城関連
遺跡発掘調査報告書第 冊

（S= / ）



栗原郡における中世の修験　―羽黒先達及び熊野先達―

（
註
28
）
本
格
的
な
下
向
は
四
、五
代
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
鎌
倉
時
代
末

期
と
す
る
の
は
佐
々
木
（
一
九
五
七
）、
南
北
朝
と
す
る
の
は
伊
藤

（
一
九
九
六
）
で
あ
る
。

　
　
　

  
佐
々
木
慶
一
（
一
九
五
七
）「
中
世
史
Ⅰ
」『
宮
城
県
史
』
一
古
代
史
・

中
世
史　

一
八
八
頁

　
　
　

  

伊
藤
清
郎
（
一
九
九
六
）「
国
人
領
主
の
活
動
」
石
巻
市
史
編
さ
ん

委
員
会
編
『
石
巻
の
歴
史
』
第
一
巻
通
史
編
（
上
）　

五
一
九
頁

（
註
29
）﹇
史
料
十
三
﹈
の
「
葛
西
伯
耆
四
郎
左
衛
門
五
郎
清
氏
」
と
弘
長
三

（
一
二
六
三
）
年
八
月
十
五
日
に
鎌
倉
で
行
わ
れ
た
鶴
岡
放
生
会
の
供

奉
人
「
伯
耆
左
衛
門
五
郎
清
氏
」
は
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

約
一
ヶ
月
前
の
七
月
十
三
日
、
東
御
方
と
い
う
者
が
鎌
倉
小
町
の
新

造
亭
へ
移
る
際
の
供
奉
人
を
務
め
る
は
ず
で
あ
っ
た
「
伯
耆
四
郎
左

衛
門
尉
」
は
「
所
労
難
治
」
を
理
由
に
「
子
息
五
郎
清
氏
を
も
っ
て

謹
仕
せ
し
む
」
こ
と
を
幕
府
に
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
一
族
は
鎌
倉

で
幕
府
に
仕
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
越
後
律
師
祐
玄
」
も
奥
州
に

居
住
し
て
い
た
先
達
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
葛
西
清
氏
の
熊
野

参
詣
は
鎌
倉
出
発
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
　

  

黒
板
勝
美
編
（
一
九
六
五
）「
吾
妻
鏡
第
五
十
一　

弘
長
三
年
七
月
」・

「
吾
妻
鏡
第
五
十
一　

弘
長
三
年
八
月
」『
改
訂
増
補　

国
史
大
系
第

三
三
巻　

吾
妻
鏡
後
編
』　

八
二
八
頁
・
八
四
四
頁　

吉
川
弘
文
館

　
　
　

  

森
毅
（
一
九
八
九
）「
中
世
の
熊
野
系
修
験
と
奥
州
」『
修
験
道
霞
職

の
史
的
研
究
』　

五
一
頁　

名
著
出
版

（
註
30
）
紫
桃
正
隆
（
一
九
九
〇
）『
戦
国
大
名　

葛
西
氏
家
臣
団
事
典
』　

宝

文
堂
、「
松
川
殿
」
は
五
四
二
頁
、「
本
吉
殿
」
は
五
七
一
頁
、「
深

堀
殿
」
は
五
二
六
頁
、「
下
折
か
へ
」
は
三
九
〇
頁
、「
上
む
り
か
へ
」

は
三
八
九
頁
、「
や
な
い
つ
土
佐
殿
」
は
四
一
〇
頁
、「
気
せ
の
ま

殿
」
は
二
二
四
頁
、「
小
梨
殿
」
は
二
八
五
頁
、「
中
た
て
大
輔
」
は

五
七
一
頁
に
依
っ
た
。

（
註
31
）
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
（
一
九
九
〇
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系

第
三
巻　

岩
手
県
の
地
名
』　

一
四
五
頁　

平
凡
社

（
註
32
）
稿
本
は
宮
城
県
図
書
館
蔵
。
朝
倉
治
彦
編
（
一
九
八
七
）「
一
奥
州
・

北
陸
の
巻
」『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』　

三
三
六
頁　

角
川
書
店
に
所

収
さ
れ
て
い
る
。

（
註
33
）
こ
の
巡
礼
札
を
千
葉
清
泰
が
納
め
た
と
す
る
見
解
は
、
一
関
市
博
物

館
（
一
九
九
七
）『
常
設
展
示
図
録
』
等
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（
註
34
）
森
毅
（
一
九
八
九
）「
中
世
の
熊
野
系
修
験
と
奥
州
」『
修
験
道
霞
職

の
史
的
研
究
』　

五
二
頁　

名
著
出
版

（
註
35
）
葛
西
四
郎
左
衛
門
尉
の
在
所
と
考
え
ら
れ
る
三
堰
（
関
）
は
流
郷
と

さ
れ
る
地
域
の
北
に
位
置
し
、「
西
磐
井
郡
」
で
あ
り
、
流
郷
に
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
史
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、﹇
史

料
十
六
﹈
の
内
容
か
ら
流
一
円
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

（
註
36
）
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
一
九
九
五
）「
元
弘
四
年
二
月
晦
日
陸
奥

国
宣
」『
仙
台
市
史
』
資
料
編
一
古
代
中
世　

一
五
五
頁

―   ―



東北歴史博物館研究紀要

（
註
10
）
宮
城
県
（
一
九
五
九
）「
風
土
記
御
用
書
出　

西
磐
井
郡
一
関
村
」『
宮

城
県
史
』
二
十
七
巻　

一
五
一
頁

（
註
11
）
宮
城
県
（
一
九
五
四
）「
書
出　

羽
黒
派
大
昌
院
」『
宮
城
県
史
』

二
十
五
巻　

四
八
五
頁

（
註
12
）
兼
帯
論
は
新
城
美
恵
子
（
一
九
九
九
）「
中
世
後
期　

熊
野
先
達
の
在

所
と
そ
の
地
域
的
特
徴
」『
本
山
派
修
験
と
熊
野
先
達
』　

二
五
頁　

岩
田
書
院
、
初
出
は
（
一
九
七
八
）『
法
政
史
論
』
六
、
及
び
森
毅

（
一
九
八
九
）「
中
世
の
熊
野
系
修
験
と
奥
州
」『
修
験
道
霞
職
の
史
的

研
究
』　

五
四
頁　

名
著
出
版
。

　
　
　

  

配
下
論
は
宮
家
準
（
一
九
九
二
）「
熊
野
先
達
・
檀
那
の
地
域
的
特
性
」

『
熊
野
修
験
』　

四
八
頁　

吉
川
弘
文
館
な
ど
で
あ
る
。

（
註
13
）
鶯
沢
町
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
七
八
）『
鶯
沢
町
史
』　

一
四
一
三

―

一
四
二
二
頁 

（
註
14
）
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
政
次
浩
氏
（
東
北
歴
史
博
物
館
）
の
御
教
示

に
よ
る
。

（
註
15
）
田
辺
希
文
（
一
九
七
五
）「
封
内
風
土
記
」
巻
十
八
上
『
復
刻
版
仙
台

叢
書
』
第
三
巻　

八
〇
七
頁 

（
註
16
）
鶯
沢
町
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
七
八
）『
鶯
沢
町
史
』　

一
二
九
八

頁

（
註
17
）佐
久
間
洞
巖（
一
九
七
二
）「
奥
羽
観
跡
聞
老
志
」巻
之
八
、『
仙
台
叢
書
』

復
刻
版
第
十
五
巻　

三
三
八
頁

（
註
18
）
田
辺
希
文
（
一
九
七
五
）「『
封
内
風
土
記
』
巻
十
八
上
『
復
刻
版
仙

台
叢
書
』
第
三
巻　

八
〇
六
頁

（
註
19
）
鶯
沢
町
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
七
八
）「
栗
原
郡
貳
迫
鶯
沢
邑
風
土

記
書
出
」『
鶯
沢
町
史
』　

一
四
一
三―

一
四
二
二
頁

（
註
20
）
住
心
院
文
書
研
究
会
（
一
九
九
七
）「
資
料
紹
介　

住
心
院
文
書
」

『
史
学
研
究
集
録
』
第
二
十
二
号　

三
〇
頁　

國
學
院
大
學
大
学
院

日
本
史
学
専
攻
大
学
院
会
、
な
お
、
住
心
院
に
つ
い
て
は
高
埜
利
彦

（
一
九
八
九
）「
修
験
本
山
派
院
家
勝
仙
院
に
つ
い
て
」『
近
世
日
本
の

国
家
権
力
と
宗
教
』　

東
京
大
学
出
版
会
を
参
考
に
し
た
。

（
註
21
）
住
心
院
文
書
研
究
会
（
一
九
九
七
）「
史
料
紹
介
「
住
心
院
文
書
」」『
史

学
研
究
集
録
』
第
二
十
二
号　

三
四
頁　

國
學
院
大
學
大
学
院
日
本

史
学
専
攻
大
学
院
会

（
註
22
）
高
埜
利
彦
（
一
九
八
九
）「
修
験
本
山
派
院
家
勝
仙
院
に
つ
い
て
」『
近

世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』　

一
七
九
頁　

東
京
大
学
出
版
会

（
註
23
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
住
心
院
文
書
」
三
十
三
、
引

用
は
古
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
二
〇
〇
一
）『
古
川
市
史
』
第
七
巻

一
〇
二
頁

（
註
24
）古
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会（
二
〇
〇
一
）「
奥
州
余
目
記
録
」『
古
川
市
史
』

第
七
巻　

一
一
八
頁

（
註
25
）古
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会（
二
〇
〇
一
）「
奥
州
余
目
記
録
」『
古
川
市
史
』

第
七
巻　

一
一
八
頁

（
註
26
）
石
川
町
教
育
委
員
会
編
（
一
九
九
〇
）「
角
田
石
川
文
書
」『
石
川
公

追
遠
四
百
年
記
念
誌
』　

八
五
頁

（
註
27
）
以
下
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
続
群
書
類
従
完
成
会
か
ら
引
用
す
る
。

引
用
に
あ
た
り
、
文
書
名
及
び
文
書
番
号
を
付
し
た
。

―   ―



栗原郡における中世の修験　―羽黒先達及び熊野先達―

　

熊
野
信
仰
の
衰
退
も
あ
り
、
熊
野
那
智
に
伝
わ
る
文
書
に
よ
る
「
秋
法
」
の

軌
跡
は
江
戸
時
代
初
期
ま
で
で
あ
る
。
宗
法
寺
は
近
世
ま
で
存
続
し
た
が
、
明

治
に
入
っ
て
間
も
な
く
廃
絶
と
な
っ
た
が
、
本
尊
と
伝
わ
る
木
造
不
動
明
王
立

像
は
寺
の
近
く
に
住
む
個
人
宅
で
大
切
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
同
家
は
明
治
以

降
２
度
の
火
事
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
、
不
動
明
王
像
を
ま
ず
避
難
さ
せ
火

災
か
ら
守
っ
た
。
同
家
の
不
動
明
王
像
は
信
仰
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
宗
法

寺
の
歴
史
を
語
る
唯
一
の
資
料
で
あ
り
、
地
域
の
歴
史
を
語
る
文
化
財
と
し
て

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

（
註
１
）
笠
原
信
男
（
二
〇
〇
四
）「
宮
城
県
に
お
け
る
修
験
の
活
動―

中
世

　
　
　

  

熊
野
先
達
・
持
渡
津
を
め
ぐ
っ
て―
」『
東
北
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』

第
五
号　

七
六―

九
三
頁

（
註
２
）
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
頃
に
成
立
し
た
「
伊
達
正
統
世
次
考
」

の
河
内
四
頭
は
「
渋
谷
・
泉
田
・
上
形
・
狩
野
」
で
あ
る
。
一
方
、

永
正
十
一
（
一
五
一
四
）
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
「
奥
州
余
目
記
録
」

で
は
「
渋
谷
・
大
掾
・
泉
田
・
四
方
田
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　

  

小
林
清
治
校
注
（
一
九
六
七
）「
伊
達
正
統
世
次
考
」『
伊
達
史
料
集
』

（
下
）　

五
五
頁　

人
物
往
来
社

　
　
　

  

古
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
二
〇
〇
一
）「
奥
州
余
目
記
録
」『
古
川

市
史
』
第
七
巻　

一
一
四
頁

（
註
３
）
豊
田
武
（
一
九
六
二
）「
東
北
中
世
の
修
験
道
と
そ
の
史
料
」『
東
北

文
化
研
究
室
紀
要
』
第
四
集　

一―

十
一
頁　

東
北
大
学
文
学
部
東

北
文
化
研
究
室

（
註
４
）
宮
城
県
（
一
九
六
五
）『
宮
城
県
史
』
第
三
〇
巻　

二
七
八
頁

　
　
　

 

山
形
県
（
一
九
七
七
）『
山
形
県
史
』
資
料
編
十
五
上　

古
代
・
中
世

史
料
一　

八
六
五―

八
六
七
頁

　
　
　

  

戸
川
安
章
校
注
（
一
九
八
二
）「
白
鶯
山
源
沢
寺
」『
神
道
大
系
神
社

編
三
十
二　

出
羽
三
山
』　

五
四
二―

五
四
五
頁　

神
道
大
系
編
纂

会

　
　
　

  

森
毅
（
一
九
八
九
）「
白
鶯
山
源
沢
寺
（
木
仏
）」『
修
験
道
霞
職
の

史
的
研
究
』　

六
八―

七
四
頁　

名
著
出
版
、本
稿
は
森
（
一
九
八
九
）

か
ら
引
用
し
、
ル
ビ
の
文
字
は
筆
者
が
付
し
た
。

（
註
５
）
戸
川
安
章
（
一
九
七
三
）「
羽
黒
山
の
霞
場
と
檀
那
場
」『
出
羽
三
山

修
験
道
の
研
究
』　

八
六
頁　

佼
成
出
版
社

（
註
６
）
戸
川
安
章
校
注
（
一
九
八
二
）「
沢
ノ
き
の
か
み
」『
神
道
大
系
神
社

編
三
十
二　

出
羽
三
山
』　

五
四
六
・
五
四
七
頁　

神
道
大
系
編
纂
会

　
　
　

  

森
毅
（
一
九
八
九
）「
郷
沢
山
妙
音
院
大
泉
院
（
沢
之
き
の
か
ミ
）」『
修

験
道
霞
職
の
史
的
研
究
』　

七
六
・
七
七
頁　

名
著
出
版

（
註
７
）
伊
藤
清
郎
（
一
九
九
七
）「
羽
黒
山
と
出
羽
三
山
信
仰
」『
霊
山
と
信

仰
の
世
界
』　

三
一
頁　

吉
川
弘
文
館
、
本
稿
引
用
も
こ
れ
に
依
っ
た

が
ル
ビ
の
文
字
は
筆
者
が
付
し
た
。

（
註
８
）
宮
城
県
（
一
九
五
四
）「
書
出　

羽
黒
派
清
浄
院
」『
宮
城
県
史
』

二
十
五
巻　

五
八
五
・
五
八
六
頁

（
註
９
）
伊
藤
清
郎
（
一
九
九
七
）「
羽
黒
山
と
出
羽
三
山
信
仰
」『
霊
山
と
信

仰
の
世
界
』　

三
二
頁　

吉
川
弘
文
館

―   ―
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﹇
史
料
二
十
五
﹈
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年　

廊
之
坊
（
潮
崎
稜
威
主
）
諸
国

旦
那
帳
（
五―

四
）

　

廊
之
坊
分
旦
那
目
安

（
扉
）「
此
壱
冊
慶
長
四
年
五
月
九
日
請
取
、
執
行
重
傳
法
印
代
、
今
回
裏
打
致
、

古
文
書
箱
ニ
納
置
者
也
（
略
）」

　
　

 

「
葛
西
ノ
内　

一
の
は
さ
ま　

二
ノ
は
さ
ま　

三
の
は
さ
ま
一
え
ん　

先

達
ハ
あ
き
の
り
一
円
」

﹇
史
料
二
十
六
﹈
実
報
院
（
米
良
十
万
主
）
諸
国
旦
那
帳
（
五―

三
）

　
　

諸
国
旦
那
之
大
帳

　
「
一
芝
田
郡
一
円　

一
い
ん
く
一
円　

一
か
な
は
ら
一
円　

一
し
の
う

　

一
葛
西
之
内　

壱
之
は
さ
ま
一
円　

二
ノ
は
さ
ま
一
円　

三
ノ
は
さ
ま
一
円

　

先
達
ハ
あ
き
の
り
引
一　
　

円
、
但
シ
あ
ま
る
め
ハ
先
達
引
也
、」

　
﹇
史
料
二
十
六
﹈
の
年
代
は
不
詳
だ
が
、
実
報
院
を
御
師
と
す
る
葛
西
領

一
・
二
・
三
迫
も
「
あ
ま
る
め
」
を
除
い
て
一
円
、
秋
法
が
先
達
で
あ
る
。「
あ

ま
る
め
」
は
鎌
倉
時
代
に
陸
奥
国
留
守
職
を
任
命
さ
れ
、
子
孫
が
多
賀
城
周

辺
を
領
有
し
て
い
た
留
守
氏
の
庶
流
、
余
目
氏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
余
目
氏

は
現
在
の
仙
台
市
宮
城
野
区
余
目
周
辺
を
名
字
の
地
と
し
て
い
た
。
元
弘
三

（
一
三
三
四
）
年
に
陸
奥
国
宣
に
よ
り
、
留
守
彦
二
郎
（
余
目
家
任
）
が
「
二

迫
栗
原
郷
栗
原
並
竹
子
沢
内
工
藤
右
近
入
道
跡
」の
知
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
諸
国
旦
那
帳
に
よ
っ
て
余
目
氏
に
は
秋
法
と
は
別
の
先
達
が
い
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
（
註
36
）。

　

以
上
の
よ
う
に
「
秋
法
」
は
中
世
後
期
に
お
い
て
栗
原
郡
と
流
郷
の
熊
野
先

達
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
諸
国
旦
那
帳
に
「
葛
西
ノ
内
」
の
一
・
二
・
三
迫
と
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
栗
原
郡
の
う
ち
大
崎
氏
の
領
域
は
除
か
れ
る
。
大

崎
領
一
迫
の
先
達
は
、﹇
史
料
七
﹈
に
よ
り
応
永
二
十
九
（
一
四
二
二
）
年
以

降
は
京
都
の
住
心
院
、
文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
か
ら
は
六
角
上
野
律
師
で
あ

り
、
そ
の
配
下
の
者
が
在
地
で
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

五　

お
わ
り
に

　

熊
野
先
達
・「
秋
法
」
に
か
か
る
史
料
上
の
初
出
は
文
明
八
（
一
四
七
六
）

年
の
﹇
史
料
九
﹈
で
あ
る
。
ま
た
、
最
も
新
し
い
の
は
﹇
史
料
二
十
五
﹈
の
慶

長
四
（
一
五
九
九
）
年
で
あ
る
。
こ
の
間
、
少
な
く
と
も
約
一
二
〇
年
に
わ
た

り
「
秋
法
」
は
現
在
の
栗
原
市
鶯
沢
秋
法
の
修
験
寺
で
あ
る
「
宗
法
寺
」
を
本

拠
地
と
し
た
熊
野
先
達
と
し
て
の
活
動
が
京
都
や
熊
野
に
残
る
史
料
か
ら
確
認

で
き
た
。
主
と
し
て
葛
西
領
内
で
行
動
し
た
熊
野
先
達
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、﹇
史
料
二
十
二
・
二
十
三
﹈
か
ら
「
奥
州
秋
乗
之
先
達
門
弟
引
」
と
あ
り
、

配
下
の
先
達
を
抱
え
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
秋
法
」
は
、
在
所
近
く
に
い
た
白
鶯
山
源
沢
寺
と
い
う
羽
黒
修

験
二
迫
総
先
達
と
同
一
、
も
し
く
は
そ
の
配
下
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
源

沢
寺
は
宗
法
寺
の
東
、
二
・
七
キ
ロ
の
場
所
に
あ
り
、
羽
黒
修
験
と
し
て
二
迫

の
う
ち
十
五
か
所
の
先
達
を
務
め
る
と
と
も
に
、
配
下
の
先
達
六
名
に
二
迫
等

諸
郷
の
先
達
職
を
預
け
て
い
た
。
両
者
は
熊
野
と
羽
黒
の
各
先
達
と
し
て
活
動

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
し
て
、
熊
野
先
達
・「
秋
法
」
は
葛
西
氏
と
の

つ
な
が
り
が
強
く
認
め
ら
れ
、
一
方
、
栗
原
郡
の
羽
黒
修
験
の
教
線
拡
大
に
は

葛
西
氏
と
対
立
し
て
い
た
大
崎
氏
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
両
者
の
関
わ
り
は

再
度
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

―   ―



栗原郡における中世の修験　―羽黒先達及び熊野先達―

孫
（
弥ｶ

）
三
郎
殿
先
所
よ
り
勝
達
坊
御
買
候
て
、
同
あ
い
そ
へ
ゆ
つ
り
得

候
て
、
南
花
坊
智
行
候
を
、
其
後
依
要
用
有
、
新
宮
増
金
神
兵
衛
相
傳
仕
候

を
、
又
廊
之
坊
本
銭
返
に
売
申
候
つ
る
、
其
後
上
を
給
候
て
永
廿
貳
貫
文
末

代
共
売
は
な
し
候
処
明
鏡
也
、
若
於
彼
旦
那
自
何
方
違
乱
煩
出
来
候
共
、
神

兵
衛
道
遣
可
申
候
、
自
然
永
代
之
者
な
ど
に
徳
政
行
申
候
事
候
へ
共
、
彼
文

書
ニ
ハ
相
違
あ
る
ま
し
く
候
、
仍
為
後
日
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
主
新
宮
増
金
之
神
兵
衛

　

永
正
貳
年
乙
丑
四
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
秀
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
之
使
賢
入
房　
　
　

同
南
花
坊
之
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
鶴
丸

　
﹇
史
料
二
十
二
・
二
十
三
﹈
に
あ
る
「
奥
州
あ
き
の
り
之
先
達
門
弟
引
」・「
奥

州
秋
乗
之
先
達
門
弟
引
」
に
あ
る
「
地
下
一
族
共
」
の
う
ち
、「
地
下
」
は
地

域
単
位
、「
一
族
」
は
氏
族
単
位
の
旦
那
を
し
め
す
こ
と
か
ら
、
廊
之
坊
を
御

師
と
し
、秋
法
を
先
達
と
す
る
旦
那
が
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、残
念
な
が
ら
「
一

族
」
名
は
不
詳
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
地
域
の
活
動
に
つ
い
て

　

最
後
に
地
域
単
位
の
旦
那
に
つ
い
て
ふ
れ
、
地
域
で
の
活
動
を
考
え
る
。

﹇
史
料
二
十
四
﹈
永
享
三
（
一
四
三
一
）
年　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
一―

二
三
〇
）

　
　

本
銭
返
之

売
渡
申
旦
那
之
事

　
　

合
六
貫
文
者
、

右
件
旦
那
者
、
奥
州
一
迫
・
二
迫
・
三
迫
旦
那
、
要
用
有
依
、
本
銭
返
六
貫

文
に
十
五
年
け
亥
年
よ
り
刃
之
年
ま
で
売
渡
申
処
実
正
也
、
い
つ
れ
の
先
達

引
候
共
、
此
三
の
迫
の
旦
那
お
ハ
売
渡
申
候
、
今
の
先
達
備
中
殿
引
に
て
候

名
字
の
旦
那
兵
道
殿
一
族
、
其
外
地
下
之
旦
那
也
、
此
旦
那
違
乱
煩
出
来
者
、

北
之
惣
之
旦
那
に
か
か
ら
れ
申
へ
く
候
、
仍
為
後
日
如
状
件

永
享
三
年
九
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

北
之
大
郎
四
郎
（
花
押
）

　

一
く
わ
ん
も
ん
十
五
ま
い
そ
う
ゑ
申
候
也
、

　

十
五
世
紀
前
半
、
秋
法
先
達
が
史
料
に
登
場
す
る
前
の
一
迫
・
二
迫
・
三
迫

の
熊
野
先
達
は
「
備
中
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
森
毅
は
「
備
中
」
に
つ
い
て
、

奥
州
に
居
住
せ
ず
他
所
か
ら
随
時
下
向
し
た
先
達
と
し
て
い
る
（
註
34
）。
秋
法

は
奥
州
居
住
の
熊
野
先
達
で
あ
る
か
ら
、
永
享
三
（
一
四
三
一
）
年
以
後
、
最

初
に
出
て
く
る
文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
の
間
に
在
地
の
熊
野
先
達
と
し
て
活

動
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
﹇
史
料
八
・
九
﹈
に
よ
り
、文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
、一
迫
道
者
の
先
達
は
「
六

角
上
野
律
師
」
で
あ
る
。「
秋
法
」
は
こ
の
時
、「
大
崎
斯
波
知
行
」
を
理
由
に

一
迫
を
除
か
れ
て
い
る
が
、
葛
西
領
で
あ
る
二
・
三
迫
の
先
達
は
除
外
さ
れ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
﹇
史
料
十
六
﹈
の
「
奥
州
葛
西
四
郎
左
衛
門
尉
一
門
之
流
一
円
」
の
「
流
一
円
」

か
ら
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年
、
流
郷
の
先
達
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
流
郷
は

前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
岩
手
県
一
関
市
花
泉
町
全
域
と
一
関
市
の
旧
市
域

南
東
部
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る
（
註
35
）。

　

時
代
は
新
し
く
な
る
が
、
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
に
葛
西
領
の
二
・
三
迫

と
と
も
に
一
迫
地
域
の
先
達
を
し
て
い
る
史
料
が
あ
る
。

―   ―
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の
八
年
後
、
名
取
の
熊
野
本
宮
社
に
西
国
と
坂
東
を
合
わ
せ
た
六
十
六
所
の
巡

礼
祈
願
を
し
、
二
十
日
後
、
坂
東
三
十
三
所
巡
礼
成
就
の
札
を
中
尊
寺
に
納
め

た
こ
と
に
な
る
。

　

当
時
、
一
関
市
三
ノ
関
に
は
一
関
市
東
山
町
長
坂
の
千
葉
氏
か
ら
別
れ
た
三

ノ
関
千
葉
氏
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
註
33
）。
三
ノ
関
千
葉
氏
の
成
立
期
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
長
坂
千
葉
氏
の
系
譜
に
、
三
ノ
関
千
葉
氏
の
祖
で
あ
る
重
信

の
父
、
長
坂
の
千
葉
胤
茂
が
文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
に
「
葛
西
家
内
意
ニ
付

京
都
上
洛
」
と
あ
り
、
遅
く
て
も
こ
の
頃
に
は
三
ノ
関
に
出
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。

　

熊
野
那
智
大
社
﹇
史
料
十
六
﹈
に
あ
る
「
葛
西
四
郎
左
衛
門
尉
一
門
」
は
﹇
史

料
十
七
﹈
の
検
討
か
ら
東
山
の
平
姓
千
葉
氏
を
中
心
と
す
る
一
族
と
考
え
ら
れ

た
。
で
あ
る
な
ら
ば
史
料
の
年
代
・
該
当
地
域
の
近
さ
か
ら
考
え
て
、
中
尊
寺

へ
の
納
札
﹇
史
料
二
十
一
﹈
の
「
平
朝
臣
四
郎
左
衛
門
尉
清
泰
」
は
那
智
山
で

は
「
葛
西
四
郎
左
衛
門
尉
」
と
し
て
参
詣
し
た
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は

文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年
に
西
国
三
十
三
所
の
一
番
札
所
で
あ
る
那
智
山
を

訪
れ
た
の
で
あ
り
、そ
の
時
に
西
岩
井
郡
三
堰
か
ら
那
智
へ
導
い
た
先
達
が「
秋

法
」、
熊
野
で
彼
ら
の
巡
礼
を
助
け
た
御
師
は
勝
覚
院
で
あ
っ
た
。

　
　

Ｃ　

そ
の
他
の
氏
族
の
御
師
と
先
達

　

秋
法
を
先
達
と
す
る
旦
那
は
先
の
実
報
院
に
帰
し
た
葛
西
氏
関
係
分
だ
け
で

な
く
、
同
じ
く
那
智
の
御
師
で
あ
る
廊
之
坊
に
関
係
す
る
分
が
あ
る
。

﹇
史
料
二
十
二
﹈
永
正
元
（
一
五
〇
四
）
年　

旦
那
売
券
（
潮
崎
稜
威
主
文
書

四―

一
二
七
）

　
「
後
に
代
貳
貫
進
候
て
、
永
代
に
さ
せ
申
候
状
あ
り
」

　

本
銭
返
売
渡
申
候
旦
那
之
事

合
而
貳
拾
貫
文
、
代
者
、
す
き
と
り
三
文
さ
し
う
け
候
ハ
ん
時
も
、
此
分

た
る
へ
し
、

右
件
之
旦
那
者
、
奥
州
あ
き
の
り
之
先
達
門
弟
引
地
下
一
族
共
ニ
一
円
、

是
者
勝
達
房
よ
り
ゆ
つ
り
請　

候
、
又
か
の
う
さ
ひ
ハ
左
野
弥
三
郎
殿
よ

り
御
買
候
て
同
相
そ
へ
ゆ
つ
り
請
候
て
南
花
坊
知
行
候
を
、
又
其
後
依
有

用
要
、
新
宮
増
金
神
兵
衛
相
傳
仕
候
を
、
廊
之
坊
へ
廿
貫
文
ニ
十
六
年
ケ

売
渡
申
候
処
実
也
、
若
彼
旦
那
ニ
お
い
て
、
従
何
方
違
乱
妨
出
来
候
共
、

神
兵
衛
道
遣
可
申
、
自
然
天
下
一
同
徳
政
行
事
候
共
、
彼
状
に
ハ
相
違
有

間
敷
候
、
仍
本
銭
返
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宮
増
金
神
兵
衛

　
　
　

永
正
元
年
甲
子
十
一
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

実
秀
（
花
押
）

　
　
　
　

買
主
那
智
山
廊
之
坊　
　
　
　
　
　
　

同
南
花
坊
子
松
鶴
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
之
使
け
ん
に
う

﹇
史
料
二
十
三
﹈
永
正
二
（
一
五
〇
五
）
年　

旦
那
売
券
（
潮
崎
稜
威
主
文
書

四―

一
三
一
）

　
　
（
端
裏
書
）

　
「
永
代
売
渡
旦
那
状　

新
宮
増
金
神
兵
衛
実
秀
」

　

永
代
売
渡
申
候
旦
那
之
事

　
　

合
廿
貳
貫
文

彼
旦
那
者
、
奥
州
秋
乗
之
先
達
門
弟
引
、
地
下
一
族
共
ニ
、
一
円
ニ
売
渡
申

候
処
実
也
、
彼
旦
那
者
勝
達
房
よ
り
ゆ
つ
り
得
候
、
又
か
の
う
さ
ひ
ハ
さ
野

―   ―
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の
「
流
」
は
中
世
以
来
用
い
ら
れ
た
郷
名
で
、
三
迫
の
東
に
隣
接
し
て
い
る
。

岩
手
の
磐
井
郡
に
あ
り
、
北
上
川
東
側
の
東
山
、
西
側
の
西
磐
井
と
と
も
に
用

い
ら
れ
、
現
在
の
岩
手
県
一
関
市
花
泉
町
全
域
と
一
関
市
の
旧
市
域
南
部
を
中

心
と
し
た
地
域
（
註
31
）
と
さ
れ
て
い
る
。

﹇
史
料
十
九
﹈
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年　

巡
礼
祈
願
納
札　

名
取
市
熊
野
本

宮
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
州
平
泉
西
岩
井
郡
三
堰
居
住

　
　

関
東
西
国
六
十
六
所
諸
願
成
就
順
礼　

干
時
延
徳
四
年
壬
刀
五
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
朝
臣
左
衛
門
尉
清
泰
判

﹇
史
料
二
〇
﹈
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年　

巡
礼
納
札　

中
尊
寺
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
州
西
岩
井
群
三
堰

　
　

坂
東
三
十
三
所
巡
礼　
　

延
徳
四
年
壬
子
五
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
朝
臣
四
郎
左
衛
門
尉
清
泰　

﹇
史
料
二
十
一
﹈
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年　

巡
礼
納
札　

中
尊
寺
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
州
西
岩
井
群
三
堰

　
　

西
国
三
十
三
所
巡
礼　
　

文
明
十
六
才
甲
辰
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
朝
臣
四
郎
左
衛
門
尉
清
泰　

　
﹇
史
料
十
六
﹈
と
同
じ
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年
に
奉
納
さ
れ
た
巡
礼
札
が

宮
城
県
名
取
市
の
熊
野
本
宮
社
﹇
史
料
十
九
﹈
と
岩
手
県
平
泉
町
中
尊
寺
﹇
史

料
二
十
﹈
で
知
ら
れ
て
い
る
。
名
取
市
熊
野
本
宮
社
の
札
は
、
現
在
所
在
不
明

だ
が
、『
奥
州
名
所
図
会
』
に
図
（
註
32
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
中
の
寸
法

に
よ
る
と
縦
約
九
〇
・
九
セ
ン
チ
、
横
約
一
四
・
五
セ
ン
チ
、
関
東
西
国
六
十
六

か
所
の
巡
礼
成
就
を
願
っ
た
札
で
、
五
月
六
日
奉
納
で
あ
る
。
一
方
、
中
尊
寺

の
札
は
縦
六
四
・
五
セ
ン
チ
、
横
七
・
八
セ
ン
チ
、
板
製
黒
漆
塗
金
縁
金
文
字
の

坂
東
三
十
三
所
巡
礼
で
、
五
月
二
十
六
日
奉
納
で
あ
る
。
中
尊
寺
に
は
こ
れ
と

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
﹇
史
料
二
十
一
﹈
も
あ
る
。
奉
納
者
は
「
平
朝
臣
四
郎
左

衛
門
尉
清
泰
」
で
あ
る
。
熊
野
本
宮
社
の
奉
納
は
「
平
朝
臣
左
衛
門
尉
清
泰
」

で
あ
る
。
熊
野
本
宮
社
で
は｢

四
郎｣

を
欠
く
が
、共
に
「
奥
州
西
岩
井
郡
（
群
）

三
堰
」、
現
在
の
岩
手
県
一
関
市
三
関
居
住
で
あ
り
、
同
一
人
物
が
奉
納
し
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
平
清
泰
は
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年
、

西
国
三
十
三
所
の
巡
礼
成
就
の
札
﹇
史
料
二
十
一
﹈
を
中
尊
寺
に
納
め
た
、
そ

―   ―

　

巡
礼
祈
願
納
札　
　
　
『
奥
州
名
所
図
会
』（
宮
城
県
図
書
館
蔵
）
よ
り

　

巡
礼
納
札　
　
　

延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年　

岩
手
県
平
泉
町
中
尊
寺
蔵

　

巡
礼
納
札　
　
　

文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年　

岩
手
県
平
泉
中
尊
寺
蔵
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延
徳
四
年
壬
子
卯
月
十
八
日　
　
　
　
　

同　
　
　

年
寄
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
覚
坊　

越
後
（
花
押
）

﹇
史
料
十
七
﹈
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年　

旦
那
売
券
包
紙
（
米
良
文
書
二―

七
〇
六
）

　
「
松
川
殿
・
本
吉
殿
・
深
堀
殿
・
下
折
か
へ
・
上
む
り
か
へ
・
八
代
殿
・
や

な
い
つ
土
佐
殿
・
気
せ
の
ま
殿
・
小
梨
殿
・
中
た
て
大
輔
」

﹇
史
料
十
八
﹈
諸
国
旦
那
帳　

米
良
文
書
（
石
巻
市
史
中
世
編
一
九
四
頁
）

　
　
　
（
前
略
）

□
□
□
□
□
延
徳
四
年　
　
　

奥
州
葛
西
連
四
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　

卯
月
一
八
日　
　

流
一
門
勝
覚
院

永
百
二
十
貫　

延
徳
二
庚
戌　

出
羽
下
長
井
大
蔵
引
地

　
　
　
　
　

十
二
月　
　
　
　

下
一
族
一
円　

門
賀
坊

　
　
　
（
後
略
）

　

熊
野
那
智
の
御
師
、
勝
覚
院
が
持
っ
て
い
た
旦
那
、「
奥
州
葛
西
四
郎
左
衛

門
尉
一
門
」
の
も
の
で
、﹇
史
料
十
六
﹈
よ
り
そ
の
先
達
が
秋
法
と
わ
か
る
。﹇
史

料
十
八
﹈
は
実
報
院
が
自
分
の
旦
那
を
記
し
た
も
の
で
，
延
徳
四
年
、﹇
史
料

十
六
﹈の
時
に
勝
覚
院
か
ら
実
報
院
に
御
師
職
が
移
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

年
号
の
前
の
□
に
は
﹇
史
料
十
六
﹈
に
あ
る
「
百
貫
文
」
が
入
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
﹇
史
料
十
七
﹈
は
﹇
史
料
十
六
﹈
の
本
文
を
写
し
た
史
料
の
包
紙
に
記
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
秋
法
が
先
達
を
務
め
た
葛
西
一
門
の
詳
細
が
判
明

す
る
。
こ
の
一
門
に
つ
い
て
見
て
み
る
（
註
30
）。

　
「
松
川
殿
」
は
平
姓
千
葉
氏
で
、
岩
手
県
一
関
市
東
山
町
松
川
が
本
拠
地
で

あ
っ
た
。
東
山
の
巨
族
、
薄
衣
氏
の
出
で
、
祖
父
は
葛
西
清
見
で
あ
る
。「
本

吉
殿
」
は
千
葉
氏
の
系
図
に
よ
る
と
、
平
姓
千
葉
氏
で
、
宮
城
県
本
吉
郡
南
三

陸
町
志
津
川
に
あ
っ
た
清
水
川
城
が
本
拠
地
で
あ
っ
た
。「
仙
台
中
館
氏
系
図
」

に
よ
る
と
、
葛
西
九
代
太
守
と
も
さ
れ
る
満
信
の
四
世
孫
、
重
胤
が
清
水
川
城

主
千
葉
氏
の
跡
式
を
相
続
し
、
本
吉
氏
を
称
し
た
。「
深
堀
殿
」
は
平
姓
千
葉

氏
で
、
岩
手
県
東
磐
井
郡
藤
沢
町
黄
海
に
あ
っ
た
深
堀
城
等
が
本
拠
地
で
あ
っ

た
。「
下
折
か
へ
」
は
平
姓
千
葉
氏
で
、
岩
手
県
一
関
市
室
根
町
折
壁
聖
沢
が

本
拠
地
で
あ
り
、
東
山
長
坂
千
葉
氏
か
ら
出
て
、
室
根
地
方
千
葉
氏
の
祖
と
さ

れ
て
い
る
。「
上
む
り
か
へ
」
は
平
姓
千
葉
氏
で
、
岩
手
県
一
関
市
室
根
町
折

壁
千
刈
田
が
本
拠
地
で
あ
っ
た
。
下
折
壁
氏
の
分
族
と
い
う
。「
や
な
い
つ
土

佐
殿
」
は
平
姓
千
葉
氏
で
、宮
城
県
登
米
市
柳
津
町
が
本
拠
地
で
あ
っ
た
。「
気

せ
の
ま
殿
」
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
新
城
を
中
心
に
、
気
仙
沼
地
方
一
帯
に
勢
力

を
も
っ
た
平
姓
熊
谷
氏
で
あ
ろ
う
。「
小
梨
殿
」は「
小
梨
氏
系
図
」に
よ
る
と
、

葛
西
十
四
代
太
守
晴
重
と
も
さ
れ
る
春
重
の
子
、
清
胤
に
発
す
る
。「
中
た
て

大
輔
」
は
本
吉
氏
か
ら
分
か
れ
、
南
三
陸
町
歌
津
伊
里
前
に
い
た
。
平
姓
千
葉

氏
で
、「
仙
台
中
館
氏
系
図
」
に
よ
る
と
、
葛
西
九
代
太
守
と
も
さ
れ
る
満
信

の
四
世
孫
、
重
胤
の
弟
、
信
常
に
発
す
る
。

　

以
上
か
ら
、﹇
史
料
十
八
﹈
に
記
さ
れ
た
葛
西
一
門
は
岩
手
県
一
関
市
、
中

で
も
北
上
川
の
東
に
あ
た
る
東
山
、及
び
宮
城
県
本
吉
郡
の
千
葉
氏
（
松
川
殿
・

深
堀
殿
・
下
折
か
へ
・
上
む
り
か
へ
、
本
吉
殿
・
中
た
て
大
輔
、
や
な
い
つ
土

佐
殿
）
を
中
心
に
東
山
の
葛
西
氏
庶
流
（
小
梨
殿
）、
本
吉
郡
の
熊
谷
氏
（
気

せ
の
ま
殿
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
葛
西
氏
の
有
力
家
臣
で
、
葛
西
氏
と
同
じ
平

氏
の
出
で
あ
る
。

　

次
に
「
葛
西
四
郎
左
衛
門
尉
一
門
之
流
一
円
」
を
検
討
す
る
。「
流
一
円
」

―   ―
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年
よ
り
未
の
年
ま
て
十
五
年
気
売
渡
申
処
実
正
也
、
此
旦
那
引
ハ
、
何
国
よ

り
参
詣
候
共
、
御
知
行
あ
る
へ
く
候
、
年
気
す
き
候
ハ
バ
、
本
銭
に
て
う
け

申
へ
く
候
、
但
、
彼
旦
那
者
、
我
々
よ
り
外
ハ
う
け
申
ま
し
く
候
、
若
、
此

旦
那
ニ
違
乱
煩
出
来
候
ハ
バ
、
ミ
ち
や
り
申
へ
く
候
、
仍
為
後
日
亀
鏡
状
如

件
、
同
奥
州
中
目
殿
一
門
、
此
売
券
よ
り
巳
前
ニ
拾
貫
文
ニ
売
申
処
実
正
也
、

都
合
百
拾
貫
文
に
て
請
可
申
候

　
　
　

寛
正
二
年
三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　

売
主
光
勝
坊
幸
有
（
花
押
）

　
　
　
　

万
一
天
下
一
同
と
く
せ
い
行
候
共
、
異
儀
申
ま
し
く
候
、

﹇
史
料
十
五
﹈
寛
正
七
（
一
四
六
六
）
年　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
二―

一
四
八
七
）

　
　
（
端
裏
書
）                             

　
　
「
売
券
状　

光
勝
房
」

　

永
売
渡
申
旦
那
之
事

　
　
　
　
　

 （
西
脱
カ
）

　
　
　

合
参
拾
貫
文
者
、
葛
け
い
つ
願
文
そ
へ
進
候
、

右
件
檀
那
、
本
奥
州
国
切
ニ
売
渡
申
候
、
今
度
又
其
外
の
葛
西
一
族
一
円
並

し
ふ
や
一
族
一
円
自
何
国
参
詣
候
共
、
実
報
院
一
円
売
渡
申
処
実
正
也
、
珠

ニ
出
羽
国
か
ん
ほ
う
・
葛
西
何
も
此
両
一
族
ハ
光
勝
坊
持
分
一
円
売
渡
申
処

実
正
也
、
若
、
此
旦
那
ニ
自
何
方
も
違
乱
煩
出
来
候
ハ
ハ
、
道
遣
可
申
候
、

仍
為
後
日
亀
鏡
売
券
状
如
件
、

　
　

寛
正
七
年
八
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
勝
房
光
有
（
花
押
）

　
　
　
　

銭
主
実
報
院　
　

　
﹇
史
料
十
三
﹈
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
の
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
、
正
応

五
（
一
二
九
二
）
年
、
乾
元
二
（
一
三
〇
三
）
年
に
葛
西
氏
の
先
達
は
越
後

律
師
祐
玄
と
い
う
者
で
、
葛
西
清
基
、
葛
西
清
氏
（
註
29
）

ら
を
熊
野
那
智
山

に
導
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
熊
野
那
智
の
御
師
は
光
勝
坊
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
寛
正
二
（
一
四
六
一
）
年
に
実
報
院
に
移
っ
て
い
る
﹇
史
料

十
四
﹈。
ち
な
み
に
、
全
国
の
葛
西
氏
の
御
師
が
実
報
院
に
移
っ
た
の
は
寛
正

七
（
一
四
六
六
）
年
で
あ
る
﹇
史
料
十
五
﹈。

　
　

②
葛
西
氏
一
門
の
御
師
と
先
達

　

葛
西
氏
の
一
門
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
史
料
を
見
て
い
る
。

﹇
史
料
十
六
﹈
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
二―

一
七
〇
五
）

　
　
　
　
（
包
紙
ウ
ワ
書
）

　
「
奥
州
葛
西
一
円
之
し
ち
券　

此
状
ハ
光
勝
坊
ヨ
リ
禅
長
坊
へ
し
ち
に
お
か

れ
候
こ
と
実
報
院
道
遣
可
有
候
状
に
て
候
」

永
代
売
渡
申
候
檀
那
之
事

　
　

合
百
貫
文
者
、

右
檀
那
者
、
依
有
用
要
、
勝
覚
院
之
重
代
相
伝
奥
州
葛
西
四
郎
左
衛
門
尉
一

門
之
流
一
円
、
想
此
檀
那　

引
為
一
円
時
者
、
一
向
国
切
候
、
何
之
在
所
よ

り
参
詣
候
共
、
越
後
法
印
知
行
分
為
一
円
候
、
相
無
残
分
候
、
代
物
等
ニ
て

百
貫
文
永
代
売
渡
申
候
上
者
、
於
借
物
等
候
て
も
、
何
方
に
も
置
不
申
候
、

若
、
此
旦
那
違
乱
煩
出
来
候
者
、
本
主
道
遣
可
申
候
、
先
達
多
分
秋
法
引
導

候
、
仍
為
後
日
亀
鏡
、
永
代
売
券
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
長
坊　

良
有
（
花
押
）

―  ―
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本
宮
分
之
御
師
識
当
家
御
所
御
一
家
中
一
円
質
物
入
置
申
候
、
但
奥
州
大

崎
・
斯
波
両
所
御
所
、
細
川
一
家
・
山
名
之
一
家
者
、
除
申
候
也
、
其
外

諸
大
名
御
一
家
中
一
円
、
殊
支
証
書
立
・
同
自
本
所
永
代
之
状
、
質
物
入

置
申
候
、
利
分
者
如
法
貫
別
五
十
宛
候
、
一
倍
成
候
者
、
被
調
法
返
弁
可

申
候
、
若
、
無
沙
汰
申
候
者
、
自
本
主
永
代
之
状
改
可
進
候
、
於
彼
何
体

儀
候
共
、
努
不
可
有
無
沙
汰
候
、
於
此
旦
那
借
状
巳
下
自
門
他
門
不
可
有

其
煩
候
、
若
又
、
違
乱
儀
候
者
、
為
子
孫
道
遣
可
申
候
、
仍
為
後
日
之
亀

鏡
借
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
気
宝
泉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
恩
（
花
押
）

　
　
　

文
明
十
八
年
丙
午
十
二
月
四
日

　

那
智
山

　
　

実
報
院

　

大
崎
氏
の
御
師
は
那
智
と
本
宮
の
二
宮
で
わ
か
る
。
那
智
は
﹇
史
料
一
〇
﹈

か
ら
一
族
は
橋
爪
、﹇
史
料
十
一
﹈
か
ら
一
門
は
行
遊
房
と
思
わ
れ
る
が
、
後

に
実
報
院
に
な
る
。
本
宮
は
﹇
史
料
十
二
﹈
か
ら
伊
予
の
和
気
宝
泉
寺
で
あ
る
。

細
川
氏
・
山
名
氏
・
斯
波
氏
は
と
も
に
足
利
一
門
で
、
室
町
幕
府
の
要
職
を
務

め
て
い
る
。
大
崎
氏
は
斯
波
氏
か
ら
出
て
い
る
た
め
、
斯
波
氏
と
同
じ
本
宮
御

師
で
あ
っ
た
。

　
　

Ｂ　

奥
州
総
奉
行
の
後
裔
、
葛
西
氏
の
御
師
と
先
達

　

葛
西
氏
は
源
頼
朝
か
ら
現
在
の
岩
手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
北
部
の
海
岸
部
に

あ
た
る
伊
沢
（
胆
沢
）・
岩
井
（
磐
井
）・
江
刺
・
気
仙
・
牡
鹿
の
五
郡
と
黄
海
・

興
田
の
二
保
を
賜
り
、
鎌
倉
時
代
は
奥
州
総
奉
行
と
し
て
平
泉
を
中
心
と
し
た

地
域
を
根
拠
地
に
し
て
い
た
。
鎌
倉
将
軍
家
の
有
力
な
御
家
人
と
し
て
鎌
倉
に

居
住
し
て
お
り
、
惣
領
家
が
石
巻
に
入
部
し
た
の
は
建
武
政
権
誕
生
以
後
と
さ

れ
て
い
る
（
註
28
）。

　
　

①
葛
西
氏
一
族
の
御
師
と
先
達

　

葛
西
氏
一
族
に
つ
い
て
は
以
下
の
史
料
が
あ
る
。

﹇
史
料
十
三
﹈
諸
家
系
図
類―

葛
西
氏
系
図
（
米
良
文
書
三―

一
九
九
八
ハ
）

　
　
（
前
略
）

　

乾
元
二
年
閏
四
月
廿
二
日　

御
先
達
越
後
律
師
祐
玄
在
判

葛
西
八
郎
平
清
基
在
判

　

弘
安
三
年
二
月
十
八
日

葛
西
伯
耆
四
郎
左
衛
門
五
郎
平
清
氏
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
氏
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
子
息
彦
五
郎
重
盛
在
判

　

正
応
五
年
十
一
月
十
三
日

﹇
史
料
十
四
﹈
寛
正
二
（
一
四
六
一
）
年　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
二―

一
四
二
五
）

　
　
「
売
渡
申
本
銭
返
之
旦
那
之
事

  　
                 （

異
筆
）

　
　

合
百
貫
文
者
、「
是
ハ
永
代
状
有
、」

右
件
之
旦
那
者
、
光
勝
坊
重
代
相
伝
雖
為
旦
那
共
、
依
有
要
用
、
奥
州
持
分

一
円
地
下
一
族
継
図
共
相
添
候
て
、
現
銭
百
貫
文
、
実
報
院
へ
か
の
と
の
巳

―   ―
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こ
の
こ
ろ
の
栗
原
郡
の
情
勢
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
迫
は
南

北
朝
の
頃
、
と
も
に
奥
州
管
領
で
あ
っ
た
吉
良
氏
と
畠
山
氏
の
争
い
に
吉
良
方

と
し
て
加
勢
し
、
功
が
あ
っ
た
と
し
て
葛
西
氏
か
ら
出
た
富
沢
氏
が
「
三
迫
高

倉
庄
七
十
三
郷
・
西
岩
井
の
こ
ほ
り
廿
三
郷
の
ぬ
し
」（
註
24
）

で
あ
っ
た
。
二

迫
は
上
形
氏
が
功
に
よ
り
栗
原
小
野
松
庄
廿
四
郷
を
賜
っ
た
（
註
25
）。
１
５
世

紀
後
半
、
一
迫
で
は
狩
野
氏
が
大
崎
氏
七
代
当
主
教
兼
の
三
男
で
あ
る
刑
部
少

輔
を
養
子
に
迎
え
大
崎
一
族
に
連
な
っ
た
。富
沢
氏
は
葛
西
一
族
で
は
あ
る
が
、

国
人
領
主
と
し
て
独
自
に
行
動
し
て
お
り
、
寛
正
六
（
一
四
六
五
）
年
、「
探

題
と
富
沢
河
内
守
、
近
日
弓
矢
に
及
び
云
々
」（
註
26
）

と
あ
る
な
ど
、
大
崎
氏

と
争
っ
て
い
た
。
二
迫
の
上
形
氏
も
葛
西
・
大
崎
両
氏
の
狭
間
で
独
自
に
動
い

て
お
り
、
富
沢
氏
と
謀
り
、
二
迫
に
い
た
二
迫
氏
を
私
に
切
腹
さ
せ
る
な
ど
、

不
穏
な
情
勢
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
・
三
迫
は
大
崎
氏
の
力
が
及
ば
な
い

国
人
領
主
の
支
配
と
な
っ
て
お
り
、
栗
原
郡
に
お
け
る
大
崎
領
は
一
迫
の
み
と

い
う
情
勢
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
に
秋
法
宛
文
書
が
出

さ
れ
た
背
景
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
崎
氏
の
先
達
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
続
い
て
大
崎
氏
の
熊
野
御
師
に
関

わ
る
史
料
を
示
す
（
註
27
）。

﹇
史
料
一
〇
﹈
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
二―

一
四
八
八
）

売
渡
申
本
銭
返
之
檀
那
之
事

合
拾
貫
文
者
、

右
件
檀
那
ハ
、
依
有
要
用
、
橋
爪
雖
為
重
代
相
伝
旦
那
、
奥
州
大
崎
御
所

奥
ニ
御
座
候
を
、
一
円
ニ
売
渡
申
所
実
也
、
但
明
年
六
月
ま
で
ハ
法
用
利

分
そ
へ
候
て
請
可
申
候
、
若
、
六
月
過
候
ハ
バ
、
去
年
七
月
に
伍
貫
文
、

当
年
又
五
貫
文
借
用
申
所
也
、

一
都
合
参
拾
伍
貫
文
、戊
年
よ
り
来
酉
年
ま
て
拾
貳
気
売
渡
申
処
実
正
也
、

若
、
此
自
何
方
違
乱
煩
出
来
候
ハ
バ
、
此
方
よ
り
道
遣
可
申
候
、
仍
為
後

日
亀
鏡
券
之
状
如
件
、

　
　

文
正
元
年
九
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
濟
（
花
押
）

﹇
史
料
十
一
﹈
明
応
三
（
一
四
九
四
）
年　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
二―

一
七
一
三
）

　
　
　
　

本
銭
返
旦
那
之
事

　
　

合
貳
拾
貫
文
者

右
彼
之
旦
那
者
、
雖
為
行
遊
房
重
代
相
伝
、
依
有
用
要
、
奥
州
大
崎
石
川

名
字
之
行
遊
房
持
分
一
円
、
刀
年
よ
り
亥
年
ま
て
十
年
気
実
報
院
へ
売
渡

申
処
実
正
也
、
御
先
達
い
つ
く
ニ
て
，
大
崎
・
石
川
名
字
引
候
ハ
バ
可
有

可
行
候
、
為
後
日
之
状
如
件
、

　

明
応
三
年
甲
刀
三
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

行
遊
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
弁
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
者
城
信
房

　

買
主
実
報
院

﹇
史
料
十
二
﹈
文
明
十
八
（
一
四
八
六
）
年　

借
銭
状
（
米
良
文
書
二―

一
六
六
三
）

　
　
　
　
　
　

借
用
申
御

足
之
事

　
　

合
八
拾
貫
文
者
、

右
代
者
、
依
有
用
要
、
那
智
山
自
実
報
院
借
用
申
処
実
也
、
御
質
物
ニ
ハ

―   ―
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掌
給
之
由
、」
検（

満

意

）

校
准
后
令
旨
所
候
也
、
仍
執
達
」
如
件
、

　
　

応
永
廿
九
年
十
月
十
九
日　
　

法
印
（
花
押
）

　

謹
上　

住
心
院
法
印
（
実
意
）
御
房

　
「
斯
波
殿
」
は
岩
手
の
紫
波
郡
紫
波
町
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
斯
波
氏
、「
奥

州
大
将
」
が
大
崎
五
郡
（
志
田
・
遠
田
・
賀
美
・
玉
造
・
栗
原
）
を
拠
点
に
し

て
い
た
大
崎
氏
で
あ
る
。
熊
野
を
統
括
し
て
い
た
熊
野
三
山
検
校
が
斯
波
氏
、

大
崎
氏
並
被
官
人
の
先
達
職
を
住
心
院
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
﹇
史
料
七
﹈
に
「
先
達
職
上
分
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
現
地
の
重
立
っ
た
山

伏
に
実
際
の
熊
野
参
詣
先
達
や
旦
那
職
に
伴
う
得
分
確
保
を
ゆ
だ
ね
、
京
都
に

上
分
を
届
け
さ
せ
る
方
式
」（
註
22
）

で
、
住
心
院
は
在
地
に
配
下
の
者
を
置
い

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。　

﹇
史
料
八
﹈
文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
聖
護
院
門
跡
御
教
書
案
（
権
大
僧
都
忠

恒
奉
書
案
）

奥
州
斯
波
大
崎
御
一
家
被
官
・
地
下
人
等
熊
野
参
詣
先
達
職
之
事
、
任
支
証

之
旨
、
知
行
勿
論
候
、
殊
彼
壱
之
は
さ
ま
の
事
、
依
有
子
細
、
先
年
既
被
任

理
運
候
上
者
、
成
敗
不
可
有
相
違
之
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如
件

　
　
　

文
明
八
年
七
月
廿
三
日             

権
大
僧
都
忠
恒  

在
判

　
　

六
角
上
野
律
師　

御
房

　

応
永
二
十
九
（
一
四
二
二
）
年
に
住
心
院
へ
出
さ
れ
た
先
達
職
安
堵
の

五
十
四
年
後
、
大
崎
氏
の
先
達
職
は
京
都
の
六
角
上
野
律
師
に
知
行
さ
れ
た
こ

と
が
﹇
史
料
八
﹈
に
よ
る
わ
か
る
。
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
〜
一
四
七
七
年
）

で
退
転
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
御
一
家
被
官
・
地
下
人
等
」
に
加

え
て
奥
州
「
壱
之
は
さ
ま
」
の
先
達
職
が
付
け
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
日
人
物

が
同
日
付
で
出
し
た
文
書
（
註
23
）
が
あ
る
。

﹇
史
料
九
﹈
文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
聖
護
院
門
跡
御
教
書
案
（
権
大
僧
都
忠

恒
奉
書
案
）

奥
州
壱
之
は
さ
ま
の
道
者
之
事
、
大
崎
斯
波
知
行
之
上
者
、
任
支
証
之
旨
、

六
角
上
野
律
師
江
可
被
付
渡
之
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如
件

　
　

文
明
八
年
七
月
廿
三
日             

権
大
僧
都
忠
恒  

在
判

　
　

秋
法

　
　
　
　

式
部
公

　
　
　
　
　
　
　

御
房

　

文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
の
﹇
史
料
九
﹈
が
熊
野
先
達
・「
秋
法
」
を
記
し

た
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
一
迫
に
住
む
道
者
、
す
な
わ
ち
熊
野
を
参

詣
す
る
旦
那
の
先
達
職
に
関
す
る
通
知
で
あ
る
。
こ
の
地
は
奥
州
探
題
で
あ
る

大
崎
氏
（
当
主
は
七
代
教
兼
）
が
支
配
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
先
達
職
を
持
つ

京
都
の
六
角
上
野
律
師
に
付
け
渡
す
こ
と
を
秋
法
式
部
に
伝
え
て
い
る
。

　

文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
七
月
二
十
三
日
付
﹇
史
料
八
・
九
﹈
は
内
容
か
ら

見
て
一
対
で
、
大
崎
氏
や
そ
の
家
臣
等
に
対
す
る
先
達
職
の
知
行
は
六
角
上
野

律
師
に
「
勿
論
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
一
迫
の
「
道
者
」、
す

な
わ
ち
大
崎
領
の
熊
野
参
詣
者
は
「
子
細
有
る
に
依
り
、
先
年
に
既
に
理
を
任

せ
ら
れ
運
び
候
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
年
以
前
か
ら
六
角
上
野
が
先
達
職
を
務

め
て
い
た
よ
う
だ
。
一
迫
は
「
大
崎
斯
波
知
行
」
と
い
う
こ
と
で
秋
法
の
活
動

に
制
約
が
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
背
景
と
し
て｢

秋
法｣

と
大
崎
氏
に
旦
那
と

先
達
の
関
係
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

―   ―
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の
修
行
を
し
、
や
が
て
そ
の
経
典
に
基
づ
い
て
日
本
で
初
め
て
焼
身
往
生
し
た

人
物
で
あ
る
。
こ
の
応
照
に
仮
託
し
た
伝
承
と
思
わ
れ
る
。
寺
は
江
戸
時
代
の

天
和
年
中
（
一
六
八
一
〜
一
六
八
四
）
に
再
興
さ
れ
る
ま
で
無
住
で
荒
廃
し
て

い
た
。
江
戸
時
代
、
地
元
で
は
修
験
寺
と
伝
え
、
寺
内
に
あ
っ
た
熊
野
神
社
の

別
当
を
務
め
て
い
た
（
註
16
）。

　

神
社
に
つ
い
て
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
に
完
成
し
た
『
奥
羽
観
跡
聞
老

志
』（
註
17
）
で
は
「
秋
法
社
」
と
し
、天
喜
五
（
一
〇
五
七
）
年
の
勧
請
と
す
る
。

そ
の
社
名
の
由
来
を
「
天
喜
中
五
年
頼
義
東
征
之
時
建
二
熊
野
三
社
干
山
上
一

以
祭
レ
之
秋
七
月
落
成
ス
焉
於
是
始
テ
備
二
礼
奠
一
定
二
祭
法
一
仍
テ
以
二
此

字
一
為
二
社
号
一
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
「
封
内
風
土
記
」（
註
18
）

で
は
社
名

を
「
熊
野
権
現
社
」
と
す
る
。
境
内
に
は
蔵
王
権
現
社
・
若
王
子
社
・
天
神
社
・

大
黒
社
の
四
社
と
金
剛
童
子
堂
・
妙
智
童
子
堂
・
普
賢
堂
・
文
殊
堂
・
如
意
輪

観
音
堂
の
五
堂
が
あ
っ
た
（
註
19
）。
熊
野
信
仰
は
熊
野
本
宮
・
新
宮
・
那
智
の

三
所
権
現
を
中
核
に
五
所
王
子
・
四
所
明
神
の
熊
野
十
二
所
権
現
を
ま
つ
る
信

仰
で
あ
る
。
地
方
に
勧
請
さ
れ
た
熊
野
神
社
で
は
十
二
所
権
現
の
堂
社
が
営
ま

れ
る
の
は
稀
と
い
え
る
が
、秋
法
の
熊
野
神
社
境
内
に
は
五
所
王
子
の
若
宮（
若

王
子
社
）、
五
所
王
子
の
児
宮
如
意
輪
観
音
堂
）、
四
所
明
神
の
一
万
宮
と
十
万

宮
（
普
賢
堂
・
文
殊
堂
）
な
ど
十
二
所
権
現
の
神
々
と
思
わ
れ
る
堂
、
そ
れ
に

修
験
の
祖
と
さ
れ
る
役
小
角
が
吉
野
の
金
峯
山
で
修
業
中
に
示
現
し
た
と
い
う

蔵
王
権
現
を
ま
つ
る
社
が
あ
り
、
多
く
の
熊
野
関
係
の
神
々
が
勧
請
さ
れ
て
い

た
。
如
意
輪
観
音
堂
や
大
黒
社
は
那
智
山
青
岸
渡
寺
と
の
関
連
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

宗
法
寺
の
開
基
に
熊
野
那
智
か
ら
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
、
修
験
寺
の
伝
承
が

あ
る
こ
と
、
多
く
の
熊
野
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
熊
野
と
強
い
関
わ

り
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
秋
法
の
宗
法
寺
が
熊
野
先
達
・「
秋
法
」
の
寺
で
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
二
）
熊
野
先
達
・「
秋
法
」
の
旦
那

　
　
　

Ａ　

奥
州
探
題
大
崎
氏
と
の
関
係

　

宮
城
県
の
北
部
に
分
郡
を
形
成
し
、
室
町
時
代
に
奥
州
探
題
と
し
て
君
臨
す

る
大
崎
氏
は
、
室
町
幕
府
管
領
家
斯
波
氏
の
一
族
、
斯
波
家
兼
が
足
利
尊
氏
か

ら
文
和
三
（
一
三
五
四
）
年
に
奥
州
管
領
を
命
ぜ
ら
れ
、
奥
州
の
大
崎
地
方
に

下
向
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
斯
波
氏
が
後
に
大
崎
氏
と
改
め
た
。

　

大
崎
氏
も
熊
野
の
旦
那
で
あ
り
、
先
達
は
京
都
の
住
心
院
で
あ
っ
た
。
住
心

院
は
、
室
町
時
代
、
大
崎
氏
だ
け
で
な
く
岩
手
斯
波
郡
に
下
向
し
た
一
族
の
奥

州
斯
波
氏
、
さ
ら
に
は
山
梨
の
武
田
氏
な
ど
の
先
達
を
務
め
て
い
た
。
応
仁
の

乱
（
一
四
六
七
〜
一
四
七
七
）
に
よ
り
退
転
す
る
が
、
名
跡
を
継
承
し
た
、
勝

仙
院
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
本
山
派
修
験
組
織
内
で
要
職
に
あ
り
、「
聖
護
院

院
家
と
し
て
本
山
派
内
部
の
執
事
を
務
め
、
門
跡
の
代
わ
り
に
御
坊
で
説
教
を

す
る
な
ど
、
勢
力
を
も
っ
て
い
た
」（
註
20
）
と
さ
れ
る
。

　

以
下
に
住
心
院
が
大
崎
氏
の
熊
野
先
達
で
あ
る
こ
と
を
示
す
史
料
を
か
か
げ

る
（
註
21
）。

﹇
史
料
七
﹈
応
永
二
十
九
（
一
四
二
二
）
年　

熊
野
検
校
満
意
令
旨　

大
悲
寺
僧
正
遺
跡
、
熊
野
参
詣
」
諸
檀
那
内
、
斯
波
殿
御
一
家
」
奥
州
大
将

並
被
官
人
之
先
達
」
職
上 

分
等
事
、
任
古
僧
正
知
行
」
旨
、
可
令
相
伝
領

―   ―
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（
一
）
鶯
沢
秋
法
の
熊
野
山
宗
法
寺
と
熊
野
神
社

　

江
戸
時
代
ま
で
栗
原
市
鶯
沢
秋
法
に
天
台
宗
熊
野
山
宗
法
寺
が
あ
っ
た
。
安

永
七
（
一
七
七
八
）
年
の
「
栗
原
郡
貳
迫
鶯
沢
邑
風
土
記
書
出
」（
註
13
）
に
は
、

天
台
宗
で
、
佛
殿
は
「
竪
五
間
横
三
間
」、
本
尊
は
「
不
動
尊
木
佛
立
像
御
長

壱
尺
五
寸
但
作
者
相
知
不
申
候
事
」
と
あ
る
。

　

明
治
以
降
に
退
転
し
た
た
め
、
文
書
等
は
残
っ
て
い
な
い
。
今
は
、
近
く
の

家
で
寺
か
ら
移
さ
れ
た
木
造
不
動
明
王
立
像
二
躯
、
木
造
毘
沙
門
天
立
像
一

躯
を
厨
子
に
納
め
て
お
ま
つ
り
し
て
い
る
。
不
動
明
王
の
う
ち
、
本
尊
と
伝

え
ら
れ
る
像
は
総
高
七
十
一
・
六
セ
ン
チ
（
台
座
と
も
）、
像
高
四
十
八
セ
ン

チ
、
髪
際
高
四
十
四
・
七
セ
ン
チ
で
、
風
土
記
書
出
に
あ
る
「
長
壱
尺
五
寸
（
約

四
十
五
・
五
セ
ン
チ
）」
と
髪
際
高
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
他
は
像
高
二
十
四
・
二

セ
ン
チ
、
毘
沙
門
天
像
は
総
高
十
三
セ
ン
チ
（
台
座
と
も
）
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
江
戸
時
代
の
作
と
思
わ
れ
る
（
註
14
）。

　

寺
に
つ
い
て
、
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
に
完
成
し
た
『
封
内
風
土
記
』（
註

15
）
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

熊
野
山
宗
法
寺
。
天
台
宗
。
仙
台
府
下
。
仙
岳
院
末
寺
。
傳
云
。
後
冷
泉

帝
。
天
喜
中
紀
州
那
智
山
誓
巖
寺
應
昭
法
印
弟
子
。
應
明
法
印
開
山
。
星

霜
之
久
。
無
住
而
荒
廃
。
霊
元
帝
。
天
和
中
。
満
海
法
印
。
為
二
仙
岳
院

末
寺
一
。

　
『
封
内
風
土
記
』
は
天
喜
年
中
（
一
〇
五
三
〜
一
〇
五
八
）
に
紀
州
那
智
の

誓
願
寺
応
昭
の
弟
子
応
明
法
印
が
開
い
た
と
す
る
。開
山
法
印
の
師
で
あ
る「
那

智
山
応
昭
」
は
長
久
四
（
一
〇
四
三
）
年
ご
ろ
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
法
華
験
記
』

に
記
さ
れ
た
「
応
照
」
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
に
那
智
山
へ
籠
も
っ
て
法
華
経

―   ―

木造不動明王立像（旧宗法寺本尊）　個人蔵

熊野神社　　栗原市鶯沢
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永
風
土
記
に
あ
る
（
註
11
）。
清
浄
院
の
清
原
氏
が
羽
黒
修
験
と
な
っ
た
康
暦
二

（
一
三
八
〇
）
年
か
ら
十
年
後
の
明
徳
元
（
一
三
九
〇
）
年
、
大
崎
氏
三
代
詮

持
の
命
に
よ
っ
て
羽
黒
修
験
に
な
っ
て
い
る
。

　

三　

熊
野
先
達
に
つ
い
て

　

熊
野
先
達
は
信
者
で
あ
る
旦
那
を
在
地
か
ら
熊
野
本
宮
・
新
宮
・
那
智
の
熊

野
三
山
へ
案
内
す
る
者
で
、
熊
野
の
山
中
等
で
修
行
を
す
る
修
験
が
務
め
た
。

先
達
は
道
案
内
だ
け
で
な
く
、
道
中
の
儀
礼
や
作
法
の
指
導
も
行
っ
た
。
熊
野

三
山
に
は
、
熊
野
の
寺
社
に
属
し
、
先
達
が
導
い
て
き
た
旦
那
の
祈
祷
や
宿
泊

な
ど
の
世
話
を
す
る
御
師
が
い
た
。
中
世
の
熊
野
三
山
で
は
熊
野
で
宿
坊
を
経

営
す
る
御
師
と
先
達
・
旦
那
の
契
約
関
係
に
よ
る
全
国
的
な
参
詣
組
織
が
成
立

し
た
。

　

栗
原
郡
に
い
た
熊
野
先
達
に
「
秋
法
（
あ
き
の
り
）」
が
い
る
。
大
崎
氏
の

熊
野
先
達
、
住
心
院
の
文
書
や
紀
州
の
熊
野
那
智
大
社
文
書
等
で
知
ら
れ
て
い

る
。

　

四　

熊
野
先
達
・「
秋
法
」
の
検
討

　

秋
法
は
栗
原
市
鶯
沢
の
西
部
に
あ
る
地
名
で
あ
る
。栗
原
郡
二
迫
に
含
ま
れ
、

先
の
白
鶯
山
文
書
﹇
史
料
三
﹈
で
木
仏
の
檀
那
場
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
あ

き
の
り
」
で
あ
る
。
熊
野
先
達
・「
秋
法
」
は
羽
黒
修
験
の
二
迫
総
先
達
木
仏

の
在
所
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
羽
黒
二
迫
総
先
達
の

兼
帯
も
し
く
は
そ
の
配
下
の
者
と
さ
れ
て
き
た
（
註
12
）。

　

以
下
に
「
秋
法
」
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
検
討
し
て
い
く
。

―   ―
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康
暦
二
年
十
一
月
十
五
日

　
 　

沢
ノ
き（
紀
伊の
か　
守
）み

﹇
史
料
六
﹈応
永
二
〇（
一
四
一
三
）年　

三
之
迫
惣
先
達
北
金
成
沢
之
紀
伊
守
、

　
　
　
　

 
霞
免
証
状

三
之
迫
惣
先
達
き（

北

金

）

た
か
ん
成
、
沢
の
き（

紀

伊

守

）

の
か
み
も
た
す
る
か（

霞

）

す
み
の
事
、

み（

御

田

鳥

）

た
と
り
・
あ（

赤

児

）

か
い
ち
こ
・
ふ（

藤

渡

戸

）

し
わ
た
と
・
す（

末

野

）

へ
の
・
あ（

有

壁

）

り
か
べ
、

右
ハ
六
ケ
所
於
代
々
か（

霞

）

す
み
た
る
へ
し
、
せ（

先

例

）

ん
れ
い
よ
り
あ
り
き
た
る
や
う

ニ
、
し
お
き
と
し
、
可
被
仕
候
、
為
其
判
形
相
渡
置
候
、
仍
之
状
如
件
、

　
　

応
永
二
十
年
九
月
七
日　
　
（
花
押
）

　

清
浄
院
は
江
戸
時
代
に
、
金
田
八
幡
神
社
の
他
、
十
八
社
の
別
当
を
務
め
て

い
た
。
仙
台
藩
の
事
業
と
し
て
行
っ
た
風
土
記
編
纂
に
際
し
、
清
浄
院
が
安
永

六
（
一
七
〇
九
）
年
に
提
出
し
た
書
出
（
註
８
）
に
よ
る
と
、天
喜
康
平
（
一
〇
五
三

〜
一
〇
六
五
）
の
頃
に
源
頼
義
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
八
幡
宮
の
宮
司
を
当
初

か
ら
務
め
、
十
二
代
に
わ
た
り
北
金
成
沢
に
居
住
し
て
い
た
。
十
三
代
は
康
暦

二
（
一
三
八
〇
）
年
七
月
に
羽
黒
山
に
入
峯
し
寺
号
を
許
さ
れ
、
八
幡
山
金
田

寺
と
し
、
紀
伊
守
宥
義
と
称
し
た
。
同
年
十
一
月
十
五
日
に
三
迫
惣
先
達
と
な

り
、
法
印
官
之
衣
躰
五
條
袈
裟
直
綴
衣
着
用
を
羽
黒
一
山
之
目
代
眞
田
四
郎
左

衛
門
尉
種
頼
か
ら
許
さ
れ
、
そ
の
真
筆
印
證
を
所
持
し
て
い
る
。﹇
史
料
五
﹈

が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、﹇
史
料
六
﹈
と
思
わ
れ
る
記
述
に
、

「
当
村
な
ら
び
に
当
郡
三
迫
三
田
鳥
赤
児
藤
渡
戸
末
野
有
壁
都
合
六
ケ
所
霞
場

先
例
之
通
仕
置
可
申
旨
右
眞
田
四
郎
左
衛
門
尉
種
頼
よ
り
寛
永
廿
年
九
月
七
日

御
真
筆
御
免
證
被
下
候
今
以
所
持
仕
居
候
事
」
が
あ
る
。
内
容
の
同
一
性
か
ら

見
て
、風
土
記
に
あ
る「
寛
永
」は「
応
永
」の
誤
り
と
判
断
さ
れ
、﹇
史
料
五
・
六
﹈

は
風
土
記
書
出
が
書
か
れ
た
安
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
に
は
清
浄
院
の
手
元
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
三
）
羽
黒
修
験
二
迫
・
三
迫
総
先
達

　

白
鶯
山
文
書
と
清
浄
院
文
書
は
花
押
の
筆
順
が
近
似
し
て
い
る
点
か
ら
、
両

方
と
も
真
田
四
郎
左
衛
門
尉
が
発
給
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
註
９
）。
白
鶯
山

文
書
で
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
配
下
の
者
に
先
達
職
を
預
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
木
仏
は
三
迫
惣
先
達
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

白
鶯
山
文
書
﹇
史
料
四
﹈
の
裏
書
に
「
当
院
先
祖
は
天
喜･

康
平
年
中
、
源

朝
臣
頼
義
公
の
命
を
蒙
り
、
国
中
所
の
御
陣
中
へ
正
八
幡
の
神
輿
を
担
い
奉
る

所
の
、
清
中
菅
藤
の
四
神
子
の
内
に
し
て
、
則
、
当
社
八
幡
の
祭
主
大
宮
司
菅

原
太
夫
公
成
の
後
職
な
り
」
と
あ
。
四
神
子
の
う
ち
、
清
原
氏
は
栗
原
市
金
成

の
金
田
八
幡
神
社
神
官
、
栗
原
市
若
柳
有
賀
の
御
賀
八
幡
神
社
神
官
が
後
裔
で

あ
る
。
中
原
氏
は
岩
手
県
一
関
市
釣
山
の
八
幡
神
社
の
神
官
（
註
10
）
が
後
裔
と

考
え
ら
れ
る
。
菅
原
氏
は
白
鶯
山
文
書
奥
書
の
と
お
り
、
鶯
沢
八
幡
神
社
神
官

で
あ
る
。
藤
原
氏
は
不
詳
で
あ
る
が
、
二
迫
・
三
迫
で
は
平
安
時
代
に
源
頼
義

に
と
も
な
っ
て
神
輿
を
か
つ
い
だ
と
さ
れ
る
家
筋
が
、
室
町
時
代
に
羽
黒
修
験

の
惣
先
達
と
し
て
在
地
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

栗
原
郡
に
羽
黒
修
験
が
活
躍
し
た
背
景
と
し
て
奥
州
管
領
で
あ
っ
た
大
崎
氏

の
存
在
が
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
清
浄
院
清
原
氏
と
同
族
で
あ
る
御
賀
八
幡

神
社
の
清
原
氏
は
「
伊
賀
守
俊
隆
大
崎
左
京
大
夫
源
詮
持
公
之
依
仰
ニ
明
徳
元

年
羽
黒
派
修
験
道
ニ
相
入
八
幡
社
別
当
寺
右
寺
跡
江
取
移
住
居
仕
候
」
と
安

―   ―
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（
裏
書
）

栗
原
郡
二
迫
県
、
小
野
松
荘
、
鶯
沢
村
駒
場
里
鎮
守
、
鶯
沢
正
八
幡
社
之
東

続
、
駒
場
城
邑
主
後
藤
平
馬
之
充
藤
原
高
広
、
当
社
を
奉
崇
敬
、
而
籠
立
願

状
を
、
天
文
第
五
丙
申
三
月
廿
四
日
、
当
社
江
神
田
・
社
領
を
令
寄
附
所
之

古
文
書
也
。
高
広
州
探
題
、
大
崎
左
衛
門
尉
源
義
隆
君
之
家
族
也
。
右
者
文

丙
申
よ
り
当
文
化
丙
子
ま
て
年
数
弐
百
八
十
壱
年
、
今
般
、
康
暦
・
応
永
之

古
証
等
を
令
修
補
之
序
、
此
書
も
又
裏
打
を
な
し
、
後
世
に
伝
置
者
也
。
仍

而
如
件
。

　
　

八
幡
宮
別
当
中
興
、
修
験
開
院
第
十
九
世

　

白
鶯
山
源
沢
寺
宝
香
院
実
賢
加
裏
書
を
者
也

神
伝
ニ
、
当
院
先
祖
ハ
天
喜･

康
平
年
中
、
源
朝
臣
蒙
頼
義
公
之
命
を
、
国

中
所
之
御
陣
中
江
正
八
幡
之
神
輿
を
担
奉
る
所
之
、
清
中
菅
藤
之
四
神
子
之

内
に
し
て
、
則
、
当
社
八
幡
之
祭
主
・
大
宮
司
、
菅
原
太
夫
公
成
之
後
職
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
賢
（
花
押
）

　
﹇
史
料
一
﹈
は
康
暦
二
（
一
三
八
〇
）
年
に
羽
黒
山
本
坊
が
一
山
の
目
代
職
、

真
田
四
郎
左
衛
門
尉
に
岩
手
閉
伊
郡
の
智
識
（
檀
那
場
）
を
与
え
た
も
の
と
さ

れ
、
そ
の
こ
と
を
二
迫
鶯
沢
の
木
仏
（
き
ぼ
と
け
）
に
伝
え
た
文
書
と
考
え
ら

れ
る
。
木
仏
は
鶯
沢
八
幡
神
社
別
当
、源
沢
寺
の
祖
で
あ
る
。
智
識
は
檀
那
場
、

霞
と
も
呼
び
、「
修
験
の
徒
が
、
祈
祷
を
行
い
、
守
札
を
配
る
場
所
」
の
範
囲

及
び
「
末
院
を
支
配
す
る
地
域
」
の
範
囲
を
い
う
（
註
５
）。

　
﹇
史
料
二
﹈
は
応
永
二
十
五
（
一
四
一
八
）
年
に
木
仏
配
下
の
六
名
に
二
迫

郷
の
信
者
で
あ
る
旦
那
を
羽
黒
に
導
く
先
達
の
職
を
割
り
当
て
た
文
書
で
あ

る
。
当
時
の
羽
黒
山
に
お
け
る
先
達
職
に
つ
い
て
、
羽
黒
山
の
意
に
基
づ
い
て

在
地
修
験
が
活
動
を
行
う
範
囲
で
あ
ろ
う
が
内
容
は
明
確
で
な
い
。

　
﹇
史
料
三
﹈は﹇
史
料
二
﹈に
木
仏
自
身
の
持
ち
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。﹇
史

料
四
﹈
は
戦
国
時
代
の
寄
進
状
で
修
験
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、
裏
書
が
次

節
と
関
連
す
る
。

　
　
（
二
）
清
浄
院
文
書

　

栗
原
市
金
成
の
金
田
八
幡
神
社
の
別
当
を
務
め
て
い
た
、
旧
羽
黒
派
修
験
、

清
浄
院
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
が
、
岩
手
県
一
関
市
川
崎
薄
衣
の
旧
羽
黒
派
修

験
院
の
家
に
伝
わ
る
。
文
書
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
（
註
６
）
が
、
所
有
し
て
い
る
川
崎
薄
衣
の
旧
修
験
院
の
事
績
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
た
。
こ
れ
を
金
成
の
金
田
八
幡
神
社
別
当
家
の
清
浄
院
文
書
と
し
た
の
は

伊
藤
清
郎
（
註
７
）
で
あ
る
。

﹇
史
料
五
﹈
康
暦
二
（
一
三
八
〇
）
年　

三
之
迫
惣
先
達
沢
之
紀
伊
守
、
五
条

　
　
　
　

  

袈
裟
直
綴
衣
着
用
証
状

　
　
　
　
（
花
押
）

三
之
迫
惣
先
達
沢
之
芸
之
守
、
従
せ（

先

規

）

ん
き
山
号
寺
か（
号
）う
有
是
よ
っ
て
、

せ（

先

例

）

ん
れ
い
の
こ（
如
）と
く
、
五
ぢ（

条

）

や
う
け（
袈
裟
）さ
・
志（

直

綴

）

き
と
つ
衣
入
峯
の
と（

輩

）

も
か
ら

ハ
於
子
孫
可
着
者
也
、

一　

さ（

真

田

）

な
た
の
四
郎
さ（

左

衛

門

）

へ
も
ん
た
（
多
）

年
よ
り
、
此
は（

判

形

）

き
や
う
を
も
た
す
る
な

り
、
縦
此
子
孫
成
共
判
形
を
も
た
す
ハ
、
右
之
け（
袈
裟
）さ
・
こ（

衣

）

ろ
も
着
へ
か
ら

す
、
仍
之
状
如
件

―   ―
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一
黒
瀬
、
か
し
ま
の
太
夫
六
郎
ニ
あ
つ
く
る
分
。
く（

黒

瀬

）

ろ
せ
、
わ
た
つ
ま
つ
、

　
　

上
く（

黒

瀬

）

ろ
せ
、
し（

城

生

）

や
う
野
也

　

一
鳥
屋
の
み（
巫
女
）こ
ニ
あ
つ
く
る
分
。
ふ（

袋

）

く
ろ
、
か（

片

子

）

た
こ
沢
、
し（

島

巡

）

ま
め
く
り
、

　
　

さ（

桜

）

く
ら
田
、
み
つ
た
ま
、
五
ケ
所
也

　

今
年
よ
り
し
て
、
木
仏
可
為
成
敗
候

　
　
　
　

応
永
廿
五
年
九
月
四
日
（
花
押
）

　
　
　
　
（
奥
書
）

此
古
証
者
、
当
干
仁
皇
百
二
代
朝
廷
、
称
光
院
駁
寓
、
応
永
二
十
五
年
戊

戌
菊
月
初
四
日
、
従
羽
黒
山
御
師
・
在
庁
、
真
田
家
、
被
為
免
許
之
証
文

也
。
至
今
載
文
化
星
紀
丙
子
、
考
其
年
間
者
、
凡
三
百
九
十
九
年
、
深
秘

当
寺
之
庫
蔵
、
以
令
所
伝
重
宝
之
古
鑑
也
、
故
予
謹
加
裏
打
而
永
伝
累
葉

者
也
。
伝
爾
。

時
文
化
十
三
龍
集
丙
子
載
初
夏
二
十
日

　
　

白
鶯
山
源
沢
寺
宝
寿
院
現
住
実
賢
謹
識
焉

 ﹇
史
料
三
﹈
二
迫
諸
郷
先
達
職
預
留
状

　
　
　
　
（
前
欠
）

　

一
南
大
蔵
、
秋
山
太
夫
殿
あ
つ
く
る
分
。

　
　

大
沢
、
ま
つ
は
た
け
、
こ
ほ
り
わ
た
と
三
郷
也

　

一
柳
目
、
源
内
三
郎
に
あ
つ
く
る
分
。

　
　

や
き
の
め
の
郷
な
り

　

一
上
方
郷
、
八
幡
の
ね
宜
殿
江
あ
つ
く
る
分
。

　
　

上
方
、
い
つ
ミ
沢
、
い
た
り
崎
、
此
三
郷
也

　

一
あ
ね
ハ
、
も
て
き
の
庁マ
マ

平
二
郎
あ
つ
く
る
分
。

　
　

あ
ね
ハ
上
下
郷
也

　

一
黒
瀬
、
荒
崎
、
禰
宜
太
夫
六
郎
あ
つ
く
る
分
。

　
　

く
ろ
せ
、
わ
た
ま
つ
、
上
く
ろ
せ
、
し
や
う
野
、
四
か
所
也

　

一
鳥
屋
の
み
こ
御
せ
ん
あ
つ
か
り
の
分
。

　
　

ふ
く
ろ
、
か
た
こ
沢
、
し
ま
め
く
り
、
さ
く
ら
田
、
み
つ
た
ま
、
五
ケ
所
也

　

一
木
仏
自
分
。

　
　

も（
文
字
）

ん
ち
、
新
田
、
大
は（
畑
）た
、
い
な
せ
き
、
飯
土
井
、
大
と（
鳥
）り
、
か
ミ
ま（
真
似
牛
）

ね
う
し
、

　
　

下
ま
ね
う
し
、
く（

栗

原

）

り
は
ら
、
と（
富
）み
、
い
り
さ
ハ
、
あ（

秋

法

）

き
の
り
、
や（

柳

沢

）

き
さ
ハ
、

　
　

う（

鶯

沢

）

く
い
さ
わ
、
高
松
、
大
田
、
い
わ
さ
、
大
坪
、
い
上
十
五マ
マ

か
所
也

　
　

捻
都
合
三
十
五
ケ
所
也
。
木
仏
（
花
押
）

 ﹇
史
料
四
﹈
天
文
五
（
一
五
三
六
）
年　

後
藤
高
広
寄
進
状

　
　

返
々
、
前
々
の
こ
と
く
、
う
り
な
く
し
き
ね
ん
申
さ
れ
へ
く
候
。

八
幡
之
御
神
両
、
前
々
の
こ
と
く
相
付
候
へ
く
候
。
か
い
の
地
と
し
て
、
門

地
之
内
は
た
け
中
相
付
申
候
。
や
さ
わ
に
三
百
か
り
。
ま
た
一
か
ん
に
さ
し

お
き
申
候
地
六
百
か
り
。
い
つ
れ
も
前
々
の
こ
と
く
指
お
き
申
候
。
存
候
こ

と
く
ま
か
り
帰
候
ハ
バ
、
す
こ
し
新
き
し
ん
を
所
望
候
へ
く
候
。
並
び
ニ
八

沢
に
候
白
山
之
神
両
返
し
申
候
。
前
々
の
こ
と
く
ま
つ
り
申
、
き
ね
ん
申
さ

れ
へ
く
候
。
如
件
。

　
　

天
文
五
年
三
月
廿
四
日　
　
　
　
　

高
広
（
花
押
）

　
　
　
　

木　

仏　

殿

―   ―
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二　

羽
黒
先
達

　

栗
原
郡
は
宮
城
県
で
も
早
く
か
ら
修
験
が
活
動
し
て
い
た
地
域
で
、
南
北
朝

時
代
に
羽
黒
先
達
・
修
験
が
活
動
し
て
い
た
史
料
が
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
紹

介
す
る
。

　
　
（
一
）
白
鶯
山
文
書

　

栗
原
市
鶯
沢
字
南
郷
遠
堀
の
八
幡
神
社
の
神
職
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
残
念

な
こ
と
に
原
資
料
は
昭
和
十
一
年
の
火
災
で
消
失
し
た
が
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
影
写
本
が
あ
る
。
修
験
時
代
の
寺
号
、
白
鶯
山
源
沢
寺
に
ち
な
ん
で
白

鶯
山
文
書
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
文
書
は
四
通
あ
り
、
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）

年
に
裏
打
ち
さ
れ
、
当
時
の
住
持
に
よ
る
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
豊
田
武
が

一
九
六
二
年
に
東
北
地
方
中
世
の
修
験
道
を
考
察
し
た
論
文
で
紹
介
し
た
（
註

３
）。
そ
の
後
、『
宮
城
県
史
』
等
（
註
４
）
で
も
扱
わ
れ
、
羽
黒
修
験
の
貴
重
な
中

世
の
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

 ﹇
史
料
一
﹈　

康
暦
二
（
一
三
八
〇
）
年　

某
修
験
証
状

　
　
　
　
（
花
押
）

　
　

な（

中

奥

）

か
お
く
へ（
閉
伊
）い
の
こ（

郡

）

ほ
り
ち（

智

識

）

し
き
た（

等

々

）

う
た
う
の
事

　
　

さ（

真

田

）

な
た
の
四
郎
さ（

左

衛

門

）

へ
も
ん
に
今
年
よ
り
し
て
も
た
す
る
な
り
、
せ（

先

例

）
 

ん
れ
い

　
　

の
こ（
如
）と
く
、
い（
異
議
）き
な
く
、
し（

諸

役

）

よ
や
く
共
、
つ
と
め
候
へ
き
も
の
な
り
。

　
　

又
、
き（

向

後

）

や
う
こ
も
、
此
は（

判

形

）

ん
き
や
う
を
も
た
さ
ら
ん
物
ハ
、
ち（

智

識

）

し
き

　
　

た（

等

々

）

う
た
う
を
ひ
か
す
へ
か
ら
す
。
仍
状
如
件

　
　

二
迫
う（

鶯

沢

）

く
ひ
さ
わ
の
住
人
木
ほ（

仏

）

と
け
殿
も
た
す
る
な
り
、
此
旨
を
存
ち
（
知
）

　
　

せ
ら
る
へ
き
な
り

　
　
　

康
暦
二
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
（
奥
書
）

当
院
ハ
羽
黒
派
、
二
ノ
迫
者
先
達
職
之
院
迹
と
申
伝
候
。
此
印
証
者
、
則
、

羽
黒
山
宿
坊
、
真
田
在
庁
御
先
祖
、
羽
黒
一
山
之
目
代
職
、
真
田
四
郎
左

衛
門
尉
江
被
相
渡
候
也
。
仁
皇
百
代
後
円
融
院
御
宇
、
康
暦
二
年
庚
申

十
一
月
十
五
日
と
被
相
験
候
。
右
紙
、
処
々
裂
損
候
ゆ
へ
、
此
度
、
予
、

令
裏
打
指
置
候
条
、
当
時
後
世
代
々
之
僧
徒
等
、
聊
も
不
可
有
粗
末
候
。

仍
而
如
件
。

　
　

白
鶯
山
源
沢
寺
現
住
実
賢
謹
誌

干
時
文
化
第
十
三
龍
舎
丙
子
載
夏
四
月
廿
日
敬
白

再
、
年
期
を
繰
改
所
、
右
、
康
暦
二
年
よ
り
当
文
化
丙
子
迄
、
凡

四
百
三
十
七
年
ニ
成
。

 ﹇
史
料
二
﹈
応
永
二
十
五
（
一
四
一
八
）
年　

二
迫
諸
郷
先
達
職
預
状

　
　
　
　
（
前
欠
）　

　
　

二
迫
う（

鶯

）

く
い
沢
□
□
□
先
達
□
□
、
南
大
沢
、
秋
山
太
夫
殿
あ（

預

）

つ
く
る
分
、

　
　

大
沢
、
ま
つ
は
た
け
、
こ
ほ
り
わ
た
と
三
郷
也

　

一
柳
目
、
源
内
三
郎
ニ
あ
つ
く
る
分
。
や（

柳

目

）

な
き
の
め
の
郷
な
り

　

一
上
方
郷
、
八
幡
の
禰
宜
殿
あ
つ
く
る
分
。
う（

上

形

）

ハ
か
た
、
い（

泉

沢

）

つ
ミ
さ
ハ
、

　
　

い（

板

崎

）

た
か
き
、
此
三
郷
也

　

一
あ
ね
ハ
、
も
て
き
の
藤
平
二
郎
あ
つ
く
る
分
。
あ（

姉

歯

）

ね
ハ
上
下
郷
な
り

―   ―
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一　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
か
つ
て
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
遠
田
郡
を
中
心
に

活
動
し
て
い
た
熊
野
先
達
・
持
渡
津
を
取
り
上
げ
、
そ
の
根
拠
地
・
活
動
に
つ

い
て
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
（
註
１
）。
今
回
は
、
宮
城
県
内
の
修
験
の
動
向
を
検

証
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
室
町
時
代
の
栗
原
郡
の
動
向
を
記
述
す
る
と
と

も
に
、
当
郡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
熊
野
先
達
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
る
。

　

栗
原
郡
は
平
成
十
七
年
に
郡
内
の
九
町
・
一
村
が
合
併
し
て
栗
原
市
と
な
り
、

現
在
、
行
政
上
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
市
の
人
口
は
約
八
，
二
〇
〇
〇
人
、
面

積
は
八
〇
四
・
九
三 

㎢
、
県
内
で
最
も
広
市
町
村
で
あ
る
。

秋
田
県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
、
栗
駒
山
を
水
源
と
す
る
一
迫
川
・
二
迫
川
・

三
迫
川
と
こ
れ
ら
の
川
が
合
流
し
、
迫
川
と
な
っ
て
東
に
流
れ
出
す
地
域
に
あ

た
る
。
中
世
の
栗
原
郡
は
川
の
流
域
ご
と
に
一
迫
、
二
迫
、
三
迫
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
。

　

十
一
世
紀
末
の
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
一
、二
迫
に
は
摂
関
家

の
荘
園
で
あ
る
栗
原
荘
が
あ
っ
た
。
三
迫
か
ら
岩
手
県
の
磐
井
方
面
に
高
鞍
荘

が
あ
っ
た
。
奥
州
藤
原
氏
に
よ
っ
て
摂
関
家
に
寄
進
さ
れ
、
後
に
後
院
領
と
な

る
荘
園
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
末
期
、
二
迫
は
上
形
氏
、
三
迫
は
富
沢
氏
が
領

有
し
、
一
迫
に
は
狩
野
氏
が
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
一
迫
の
狩
野
氏
と
二

迫
の
上
形
氏
は
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
「
伊
達
正
統
世
次
考
」
に
よ
れ
ば
「
河

内
四
頭
」
と
さ
れ
、
大
崎
五
郡
（
志
田
・
遠
田
・
賀
美
・
玉
造
・
栗
原
）
の
譜

代
地
頭
に
数
え
ら
れ
て
い
る
（
註
２
）。
室
町
時
代
は
大
崎
五
郡
を
中
心
に
陸
奥

国
内
の
軍
政
・
民
政
を
つ
か
さ
ど
っ
た
奥
州
探
題
、
大
崎
氏
の
支
配
下
と
な

る
。
し
か
し
、
東
隣
り
の
登
米
郡
・
牡
鹿
郡
を
領
有
し
て
い
た
葛
西
氏
と
の
間

で
長
年
、
争
い
が
続
い
た
。
こ
の
た
め
栗
原
郡
内
に
は
大
崎
氏
家
臣
の
居
城

と
伝
え
る
城
跡
と
葛
西
氏
家
臣
の
居
城
を
伝
え
る
城
跡
が
あ
る
。
天
正
十
八

（
一
五
九
〇
）
年
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
奥
羽
仕
置
に
よ
っ
て
葛
西
・
大
崎
氏
の

惣
領
家
は
滅
亡
し
、
両
氏
の
旧
領
は
そ
の
翌
年
、
後
に
仙
台
藩
初
代
藩
主
と
な

る
伊
達
政
宗
に
与
え
ら
れ
た
。

栗
原
郡
に
お
け
る
中
世
の
修
験　

―

羽
黒
先
達
及
び
熊
野
先
達―

笠　

原　

信　

男
（
東
北
歴
史
博
物
館
）

一　

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二　

羽
黒
先
達　
　
　

三　

熊
野
先
達
に
つ
い
て

四　

熊
野
先
達
・「
秋
法
」
の
検
討　
　
　

五　

お
わ
り
に

―   ―
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